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はじり1こ

こ0拉己録は東i111・地域助け合いネソトワークの 1年の活動をまとめたも0.9です。

ーネソトワーク」は地元で高齢者の心宅援助サーピスに係わっていたボ99T・ィア

をリーグーをとして、これらを全国規校のNPO（市民活動団体）の人々か応援する

かたちで発足しました。手薄な「在宅」の高齢者に”命の水ノ9を運ふことから地域｝

叫妾点を求めてニーズのキャッチに努め、以降情報捉供、仮没支援、物資提供バザー、

生活支援なとの緊念サービスから次第に茶話やかフント、ふれあいセンタ一連営、ふ

れあいS） ロンと地域全般を点讃した地域ケアヘと活動領域を拡大して詮ました

避難所から仮設住まい、恒久件まいの確保へと地域半情か人きく変わる巾で、住民

の怠織もめまぐるしく変っています、一これらに的確に態度よ (k)もできるのは、ポラ

バイアやリーーグーに地叩仕民が多いか Laだと思います。ポフノ7 ィアもI~を経るに

つれて束灘区民の比9杓か高（なり、被災の大さかった住民との互いに引き合うよっむ

関係かつ（りれ、活動を継続へと啄き、結果として深い信頼を形成しています。

応援ボラ／ティアもそのような池元ボランティアを忙しみなく励まし、自らも実勁

部隊として参加し、応援，実慟•発伯と｛b[役もこなしています、一この地元ポランティ

ァり応援ポラノディアの関係性は被災仕民と 1也元寸―•Cr<,'の関係にも相通し、そ

の本賀は他者への項筑つけベエンカレ,v，であり、他者のt体性を諄董した、：向立
への支援ヽそのものではないでしょうか，

大裟災9よ都市ほ能、市民生活のみならず被災地のfランティア団体や市民組織にも

壊紙的な9J整を与えよした2 東灘区は9？むか拍壊判定を受けました，、多くの既存の市

民糾織が被害の全休概要を把担するのには数週lHIから 4~5ル月を迎し、 6ヵ片以上

も経って機関会議の開催に至汀ところもありまJー，汗円を浴びた j30万人を超える

救援す、フンティアの動きとは対照的であったといえるかもしれません"巾民活動団体

もいま 楼l]常活動におけるエ休性、自発kLの確体か充分なされていたのか、賠黙や

慣習も含めて活勁1ご許可や9肋示がないと動9；ない仕紺こはなか・ザか、何らかの見泊

しを必要｝しているように記われます，9

戦後50灯に及ぷT|」民糾糀育成策は行政による統9III-」ノトロール）を原理とし、市

民活力を蚊帳の外においたがゆえに、取込みか批判かという極端な対応を生みまし/,

この結集多数の市民は関与の窓欲を無くしたのではないでしょうか，．

「ネットワーク」は、非常貼9こ生かされる甲時の地城助け合いノステムとは何かと

考え、ハード、ソフ fの地域担牛にさまざまな角度から収り組んでいます。多分、 1也
の地域ではJO'「かかっても経験で送ない地域づくりを数年て体験することになるで1,



ふ 9,

このa凸表は「地域に根ざした市民活弛の女援ノステム形成に関する調直研究」の

牒として、奈良仙台、広島などの地域とならんて「＊ 9 トワーク l の誕，+と発声~う

プロセスをふ年1H]にわたり止緑します。今年度9ji也叫フノティアモ導で逓党しに魚

崎小学校復興対策本部と、地元組枇として•Fぅノディア対応したコーブこうへの一つ

の典祁市例の•四を01記することによって「シ， k 「ノーク の活動を客99的に把握1、

ようとしました、一

今後0~9 「ネヽ，トワーク l の活勁は予測しかにいものもありますか、行政から独立し

f了市民活動団体がかかわる地域つくりを記録したいと忠いますr これこそ 196300人の

犠牲に応えるものであり、さりに211u紀q9地域社会のモデルになるよう努力したいと

考えてい主す~ユ

活動記録作業体制

（神戸地域委員会）
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最後に、迅録にご協力をJRいた多くのポう/Tィアや関係者の肝さんはしめ薯段か

ら「ネットワーク」を支えて瑣いている個々人や関係活団体の皆様、特に私ともを必

要とし活動させて（たさ・っている地域の件民の皆様に対し、改めて心から感湖の窓を

表します。

1996年3月
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代表幹事中村顆子
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第 1部

東灘・地域助け合いネットワーク

の活動記録 (1995年2月～1996年1月1





第 1 章混沌1 手揆り 01 年—東I· 地域助lj合いネットワーり0活眉0推移

東灘・地域助け合いネットワークが主な活動エリアとしている神戸市東灘区は神戸

市の最東部に位濫し、芦屋市に隣接している地域である。東灘区の人口は、地震直前

の1月1日には 191.716人であったが、その年の国勢調査 (10月1日）では157,599

人と34.117人、 17.8％の減少をみた。地震による被害は死者 1.461人、建物の全壊33,

515戸、半壊17,690戸と極めて大きく、たとえば死者は神戸市の約3分の1(32. 3 

％）、被災地全体の約4分の1(23. 1%)を占めている。 （資料l参照）

地震の翌日 1月18日の避難所数は120カ所、宿泊者数は60,700人で人口の約3分の

1 (31. 7%）を占めた。区内の仮設住宅は3.372戸、障害者 ・高齢者向けの地域型仮

設住宅 505戸をあわせ合計 3.877戸となっている。

9眸 2月1日現在の仮設住宅在住世帯は3,813、東灘区内世帯は 2.649(69.5%)、

身障者 ・母子家庭・病弱者などのいる世帯は 3,435 (90. 1%) 、 高齢者のみの世帯 •2,

332 (61. 2%)となっている。これを個人ベースでみれば、人口は 7.405人、このう

ち身障者 ・母子家庭 ・病弱者などは 1.460人で人口の約2割 (19.7%)、65オ以上の

高齢者は 3.109人で人口の約4割 (42.2%）を占めている。

東灘区の位置図

淡躇

i
 



1年間の活動の概括・ 震災救援から地域コミュニティ活動へ

足災直後の混乱の中、東灘・地域肋け合いネットワーク（以下 lネy トワーク」と

省略する場合がある）は、活動拠点や資金などの活動基盤もないまま救援活勁に突人

していった。唯一確かだったことは、高齢者や降害者などを対象にして、人々の要望

にできる限り添っていこうとしたことである。人々の要望か活勁の中身を決め、それ

らに毒かれなから自然体で活動のh向件を決めてきたように恙えるく9

1 ・ 1年間の活動（年表にそって）―地元ボランティアを中核に

東灘~地域肋け合いネットワークの1995年 2 月から 1906年 1 月までの 1 年 l川の話勅

を、地域での仮設住宅の人居貼期などと照らし合わせなから年表にそって概妙してみ

よう， （表1参熊）

阪神・淡路大地厖発生から約2週間後の 2月2日、甲南教会の好窓て同胞幼椎固の

中庭を偕り、そこにテバ、をたて、 「ネッドワータ」は立ち上がった。携帯君話2木、

机と椅子があるだけという活動拠点で、何もかもが不自由如1,でのスタートだった。
未曾有の被災からの復即1こ長い時IHIをかけなければならないことが誰のHにも町ら

かであり、復む↓には地元住民か中心になるしかないと、 rネ9トワーク lの代表に本
山北町の中村順子が就任した。

2月4日には、水汲み作染を開始し、ライフライノを支える活動を始める'

2月II日、さらに深江町の市橘クリニーックの好窓で、面積的にも余裕のあるTIH橋ク

')ニッタのガレージとプレハブ建物の 2階を借りたc

このガレージで、物資供給を中心としたバザーを月 1~3回秤度行ってきている。

外部からの物資の援助とともに、住民にも物翌提供をお願いし、被岩の大きかった地

域の人々に供給してきたn こうした住民l司士の助け合いの形とその橋渡しは地域で共

感を得た。また、無料配付は楚け、あえて有料化することで、目立への援助と公平1成

のある配付を目指した。収益金は地元の医師会へ寄付、地域ケア仝殷の回復なとの経

黄に当ててもら＿Jているじ

2月25日には、本庄中央、魚崎第 1、魚崎第2の仮設住宅への入居が始まった。

2月26日木且町小公閑では、 ネ,rワータ」のホランティアと地域住民ボランテ
ィアが共同して仮没風呂を設営し、利用者に好評を得る。

3月JO日、御影中町、住古公固、瀬戸公l．の仮設住宅への入居も始まる。

3月15日、 「ネットワーク」は3度目の移転をする，市栂クリニ yクに前線甚地を

残し、東灘区役所中庭のプレハプ建物に本部を移動する，中庭にはテントを張り、地

冗ボランティアとしてひとまず、安仕の場所を見い出した。

2
 



資料I
震災関連データー（出所：刃駆まちづく り推叩果）

1 人口•世柑（住民松本台帳拙定）

、1
人口 1月比

H7年1月1日 191.716人—•一
世拐数 I 1月比
77,296世柑

4月11:11 180,692人 t.Jl,OZ~A I 7 2, 7 6 3世柑 A4.533" 
7月1B 1 17 6 5 2 9人l615, 187A I 7 1. 4 2 6 •I!!:帯|A5. 870,； 

※1 0月1131 157.599人 I634.117A 

MB年1月1B| J 5 6. 7 9 2人 lA34.924A 

6 2. 8 6 4世1ithl4. 432" 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・ 
62.656世柑 lo14、640翡

※1 0月1日は国勢調査による

2 震災による死亡者（積8[1月8日市茄表）

東灘区 l. 4 6]人（神戸市 4. 5 1 2人）

3 辿鞘所設置状況

五配食数 1918n 19頌 刈50 391199 
舗310 4li3(）0 . .. ・十●●● -..． 十●● ●＋ー・＋ー

120 11厨 110 h国 100 カ面 98 hii 95 h禰 88漏

GO. 700 J.. 43, 500 J.. 32, 500 J.. 9, 973人 8. 377 A. 5. 1 7 4 A 

20,000 A 59. 045 A 39, 3~4 A 24. 827 A 11. 076. J.. 7. 109 A 
訓311! 6B300 7/1318 8月2On

避難所数 75絲 72 カ屠 66 カ厨 55碩

宿泊癌数 3, G92 A 2,512人 1. 974人 980 A 

配食数 4, 879 A 3. 023 A 2. 288 A 1. 09G A 

4 待機所設屈状況

(2}| 1 3 0煎）

待様所名 待機所人数 待機所名 待機所人致 待機所名 I t寺機所人数
東灘体育館 輯難'+yク •911 昧1lり［セソクー

御影公会庫 求女保育所 合計 I 0人

その他 .I AIji 8人 n~ l • 8人

5 り災証1月発行件数 単位：件

‘‘-、 l → 9 9 9ー••1 -----•1 全域
半破 ！ ―`IIu l'~~1ー半焼 I 水!RI 再員印雌

8 例壊危険家滋処皿状況（区受付分）

2月1H現在
受付件数 8. 4 6 8件
自衛隊処理件数 2 0 3 Pr-
fli発注件数 2.5 9 1,,, .. 

三者契約等件数 5. 5 6 5件
．未処割件数 109件

9 区内応怠仮設住宅設紅状況（入居~,,,込杏のごあんないによる）

名称 所在地 戸数地域型仮設住宅

本庄中央宵木4丁目 134戸 名称 所在地

魚 鮒魚綺附lIIr2TB 13戸 釘旅公園住吉附町1丁目
卯彬 11.1 御影9:I •IIII•[ 49戸 福井池公園 本山附町5丁f:I
仕吉公園 住吉宮IIIJ3丁目 205戸 手水公園 田中町3丁目
瀬戸公固 魚崎隋町1丁目 400戸 御影公園 御影中町3丁目
六甲7イ9ソド 向洋町,.,, 820戸 浜公園 魚鮒南町2丁目
六甲7イう・パ 向洋町 1. 272戸 川井公園 魚崎北町2丁目
東部第4I〖 深江浜町 270戸 北冑木公固 北青木3丁目
油森台 禍森台1•3·4 23戸 汲島公 園深江南町4丁目
中之町公園 田中町2丁目 14戸
魚綺南町 魚崎南町2-5・6 78戸
魚崎西 Ill]' 魚綺匹IIIJ2 •4 34戸

計 3,372戸

9 l 11 I 4~ I O I O I O I o 面Ei.＂砿弱，•332 I冗．函1..33.515 |••fr,函・I·'.iG·:-i:} l····s.』·····:,}l · ····2•土竺
（秘'OIi)

6 毅援金交付件数 単位：件

申請受理件数決定件数全壌・全焼 半墟・半焼 死亡 行方不明

盟盆芯l45.3;:| 45』：贔•|1．8,35:|1,19:I i, 
7 災宙見婢金・災抒援設金交付／ll:数

雌如ill 竺壁吐致

瓢犀直二い
全壊・全焼 1半壊・半焼
10 I 7 
26, 2U 18, 508 

1 0①区内住宅符．1．．．件数（戸数）
和llll関係 117. 2~1 117. 7~11. 117. 1: 合 II•I·

持家 588 1,996 428 3. 012 
貸家 175 .I, 890 664 2,729 
給与住宅 2 18 5 25 
分譲住宅 153 181 154 488 
叶 918 4,085 l、251 6,254 

(2n9ngt) 

合計

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

数戸

6
6
9
5
3
1
3
9
7
1
4
1
2
4
3
2

ー

計 505戸

3. 8 7 7戸
（参考）

※神戸市発注分

1 r< 6, 919fi 2 r< 20, 255ii 地域型 2,001戸 r.l・ 29, 178r 

②区内公的住宅柑エ件数

神戸市it 災害公営住宅
再建住宅

兵庫眼営

住祁公団

市・娯公社

311戸(3棟）

7 8 4戸(7棟）

゜゚
゜計 1,0 4 5戸

③区内特定優良貿貸住宅 45戸（入届済）
区内特定目的貿貸住宅 0戸

3~4 
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」 考

①磯島公園

②渦森第 1

③渦森第2

④渦森第3

G漁綺第 1

⑥魚崎第2

⑦魚嶋第3

⑧魚崎第4

〇漁崎第5

⑩魚嶋第6

01⑰御影中

01⑮住吉

01@深江浜第 1

⑰深江浜第2

01⑬瀬戸

⑲瀬戸第2

⑪中之町

⑰浜

⑬福井池

⑭北青木公園

01⑮本庄中央

(3膚影団地

合

(61.2) (43 8)(56. 2)(70. 6) (2. 8)(7. 4)(15. 0)(32, 9) % 

5~6 



年
月
日
u

主
な
舟
英
一
um

A
1
1日
【
阪
神
・
淡
路
大
震
炎
発
生
】

＿
九
九
五
年

1
月
27日
第
ー
恣
惚
忍
基
P
入
居
者
募
集

2
月
2
日
東
灘
・
地
域
肋
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
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這末、ライフラインの復旧とともに、水汲み活動も役割を終え、和橋クリニック

の削線基地を撤収、本庄町小公園の仮設風呂もその役割を終えるa

4月5日に深社浜第 1、第2、六甲アイランドでは、 4月7日～20日にわたって六

甲第4、第 1、第 2、第3、第6、第 5、第7仮設住宅の人居が1順次始まる。

4月23日、第 1回茶話やかテントを住吉公l甜収殺に開催。好評を得る，．

8月5~7Rに、瀬戸公園、八甲アイランド臨深江浜のふれあいセノターがそれ

ぞれ開所となふ以後、ふれあいセンターの管理運営、プログラム杵成とその実施な

との活動に取り組む。

8月17日、八甲アイラント北ふれあいセノター、少し遅れて1]月5-12日に、六甲

アイランド第2、第3、第4ふれあいセンターが関所する，＇

仮設住宅地域での活動、ふれあいセンターの活勁が安定してくる中で、これらの活

動を一般ii街地でも辰開すぺく、 11月16日に第 1回「ふれあいサロン」を開く。
この 1年間に行ったEl立ったイベントとしては、瀬戸内寂聴さんの六甲アイランド

での吉空対話集会、浜田市のやまたO9おろら舞なとがある。六甲アイラント復腿フェ

スティバルも共催し、活動の幅を広げた。

乞ポランティアの活動内容の件数の推移―救援、生活支援、節埓交流活動へ

地域や仮設行宅でのニーズは、救援から生活支援へ、さらに地域交流活動へと大き

（シフトしていった。この流れと変化をポランティアの活動件数の推移から見てみよ

う。 （表2参照）

ネ9 トワークの年間の活動作業件数は 7,615件である。この作業は大きく、個人・

在宅の支援活動とコミュニティ活勁等に分けられ、前者は 7,037件、後者は 588件と

なっているc

個人・杵宅の支援活動は水汲み、安否倫認、瓦礫片付けなどの震災救援活勁と介護、

件宅改筈、訪問譴査、家事などの生活支援活動に大別され、前者の震災救擬活動が 1,

314flで約2割、後者の牛活支授活動か 5,72川牛で約8割となっている。

個人・4宅への支授活動のうちで最も多いのは介護 (2,359イ＇1)で3分の 1を山め

ている。次いで、住宅改笹 (l,247件）かj8%、訪即潤令 (906件）が」3%、水汲

み (803件）がll%IJ,,ている。

これに対してコミ 1ニティ活動といえるものは茶話やかテント、ふれあいセンター、

ふれあいサロンなどで、合計 210件となっている。かわら1仮等梢報活動は 378件とな

っている。

個人，在宅支援活動について、活動時期の変遥をみると、 2月、 3月は震災救援活

動が8~9割を占め、 2月には4分の 3が水汲み、 3月は水汲みと安否確認で二分さ

れる，，これが4月には6％となり、 6月には殆どなくなる。逆に、 4月以降は生活支

，
 



援活動か玉役になり 9~1⑰I1を占めるようになる。

生活支援活動について、同しよ91こ活勁の変逹を見てみれば、 4~5月に多かった

の1す訪関調杏である。これは仮設仕宅約l,200戸を固別訪問し、今後の生活上の要望

を問いた活動である。ふりかえってみれば、この活動9こより、その後の仮設住宅での

活動方向を決めることか可能になった。 6月に1翠介殴が4分の3を占めて一番多く、

その後も中心的な仕車となっていく。 7月には住宅改善が6割弱を占めて多いか、こ

れは仮設仕宅の段差解消のための踏み台の配布と取り付けであった＂その後、この作

染か］0月頃まで断続的に続けられている。 10月頃からは家市、移送か増玄ていく ,12

月には介護と家事がいずれも 3分の 1強を占めて並んでいる。年が改まって 1月には

東による移送 (81 件、 30%) が増え、※市 (73件、 27%）をこえ介蔑 (104 件、:~

％）に次いでいる。

一方、コミュニティ活動を見てみると 8月から約えはしめ、その後も月を追って増

えてい（。 コミュニアイ活動のっち、人きなウょイトを占めるのは、ふれあいセン

夕-てでII月以降は30flをこえるようになる。

2~3 月に多か—'た窟災救援活動は、 ，1 月以阻、生活支援活動へと推移し、 10月填

からは家畢、移送へと仕事が多様化し、 II月頃からはコミ 4 ニティ活動が多くなって

いる。震災救援→生活支投⇒コミュニ7汀活動への大きな流れが洸み取れふ
以上を活動作采件数の月g!/1こみてみれば、 7月((,200件、 39件／H平均）が最も

多く、 12月 (271件、 90/’1/H平均）が最も少ない。年l却の日平均作業件数は21件で

あるが、 IO月以降はこれを下回っている。しかし、ポランナイア参加者数は減ってい

ないこれは、コミュニティ汗動が増加してきたことによっている，コミュニテ~ィ活

動は集団的に取り糾む必要かあり、 9件当たりのボランティア参加者が多くなるから

であるc

j o 
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3 参加者の変遷—幅広いポランティア恩

「ネ y トワーク」のボラノディアは、年齢や酪深別に見てもかなり幅広い！自にわた

っている 3 虞 ll ~4参照）

ネ9 トワークの」訪月の1ラランティア参加者数は延べ 7、5910人てある，．と月、 3月

は記録をとっていないため、不明であるが、震災救援活動期で、少なく見積もって、

l H平均51)人が動いたとしても 3、05{1人従って、 95汀2月～96汀1月まての 1年問

で延べlh人を超える人が参加したと考えられるC 96年」月31「」現府のホラノティア

登録者数は1,"l人であるから、登録ボラン了ィア 1人当たり平均 8屡□19l活動して
いることになる。また10カ月1片lにおける H平均参加者数は26人てある"

月別にみて、最も多かったのは6月 (879人、日平均29人）、少なかったのは l月

(562人、 H平約23人／7日まで休も）、 4月 (664人、口平均22人）、 9月 (668

人、日平均22人）であるa 上記の他、日平均参加者数で年l片jの口平均数 (2G人）をヒ

同るのは、 7月 (28人）、 8月 (27人）であり、 卜回るのは10月 (23人）、 II月 (24

人）、 12月 (24人）である。

傾向的に夏場に参叫llー万が多く、秋、冬1こ少なくなるといえるが、日平均参加者数も

20人を切ることはなく 1年を酒して参加者の変動が少なく、参加者数も 定している

といえる。

参加ホランティアの枯成11ゴールデンウィークを境に、それまで主体であった学生

から土妍｝の占める割合及び地9口比率が急激に低まった，」最近の状況は以下の通りであ

るn

，性別—平日活動者の70％が女件となっている C 1旦し、 tl-lは男性比率は50％近く

になる。

・年齢—―JO代から呵tまで広い年齢犀にわたっている，

，職業―主婦511%、勤労市民＋学生＋ンニア＝50％となっている。特に学生活の参

加が少なくなってきているので、対策を考慮中。

これらを、 1年間に登録したポランティアの統計から見てみよう J

・性別—―女性 (67%) が 3 分の 2 、男性 (33%) が 3 分の 1 となーっている。

六2

，載業―1番多いのが勤め人 (2,13%)であるが学4(24・2%）、主姉（訟 0%)

不明 (23.0%）はほぼ並んでいる。

9年齢 —最も多いのが20オ代 (263％）、次いで40オ代 (19,3%)、50オ代 (16・ O 

%)、 30オ代 (I公7%)、］0オ代 (119%)の順1こなっている 99

・地区~ (36・1%）、次いで東灘区 (19.1%)、関東地方 (ll

・6%）、京都，奈良，和歌山 (1°・,1％）の順である。束灘区、その他神戸市、芦屋

、西宮の被災地からの参加ポランティアの合計 (2L9%）は 2割を超えている。

ー3 



図 1 男女別ポランティア登録者数

図2 職業別ボランティア登録者敷
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図3 年齢別ポランティア登録者数の推移
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2 震災ポランティアを越えて一時期9,1の活動概況とその問願

束潜・地域助け合いネ y トワークの 1年の活動は、初動期 (95年2~1月）、仮設

活動期・前期 (4~7月）、仮設話独期・後期 (8~」］月）、地域活動への助走期の

I期 (12月～96年］月）に分けることができる。こ9)]~41¥11の活動の内容とその問

題点などを振り返ってみよう。 （表ふ答照）

l・ 第1期／初動能の活動〔2～3月〕一「在宅」の高齢者支援

初動期は地叩外からのボランティアが最も活躍した片期であり、被災地全体でポラ

ンティア総数は 100万人とも150万人ともいわれたn 「ネットワーク」の立ち上かり

は2月に入ってからであり、この頃すでに避薙所は他のポランタリー回体や多数のポ

ランティアによって支扱がされていた。 「ネットワータ」は避難所外の 般地域での

活動にとりくんだ、』

111途絶したライフラインを支える

地展限後から7イフラインの途絶した 2~3月が初勁期である3

東灘・地域助け合いネットワークは、避難祈の支援を他のボランタリー固体に任せ、

家屋の損域は1七餃的軽かったものの在宅で不自由な生活をしている高齢者を対象にし
た活動を行った、，水、ガスか開通する 3月未まで、生活に不可欠な水なと、ライフラ

ィノを文える作業に人海戦術で取り組んだ。

旧知の高齢者をボイントにしなからも、とこに人々の涎毀があるのかは手さぐりの

状態であり、街角にサービス案内の吊り看板の掲示をし、ちらしを貼りめぐらす、道

行（人に開き出すなど、ゲリラ的に人々の要望の掘り起こしをi」・った。
①水汲み・洗濯・暮らし・よろず ー 110番活動

サービスの内容としては，水（みのニーズに応える「水（み］ 10番」をはじめ、

何でもやりますという「くらしの 110呑 「よるず 11 0番」のサービスは、貸い

物、月1一越し、瓦礫の撤1へ、プロヅク塀こわし、ピア）おこしなと、 J;仕事が圧倒的

に求められる什軍であった。水の出るU」（北）側の地域の人が洗蔀を引き受けるとい

う「セんた<1 1 0番lも、多くの人のニーズを滴たし、海山（南北）の地域協力や

地元ポランティアの発掘にも寄与した。

また、仮設入居を目前にし、各地域で、どこに給水場があるのか、どこの人浴施設

や医療機関、店舗が開いているのか、交通機閲の述行状況はとうか、むとの最新の生

活情報を説査整理し、その結果を11l屈l物（かわら版）にまとめる準偏をしなこの

ょうな生活情報の捉供もまた、地域の人々の生活を支えるツールとなったといえるぃ

この時期の主要な仕事は単純労慟だったが、力仕事か多く、ポランティアの 8割が

学生だったことで、体力のある若者の活院に助けられたu串務局メンバーも手薄で、

16 



表3
東灘 ・地域助 け 合 いネ ッ ト ウー クの活 動 年表

二
仮言率重力其

初動期 ．地域づくり
欝期（入居期） 後期（地域活動期） への助走

95. 2 : 3 4 ； 5 6 ： 7 8 ， : I 0 : 11 I 2 : 96. I 
水＜．みなど緊急生活サーピス

： 

... 
生活支擾サービス

； ： ： 
仮設住宅でのニーズヒアリング圃査 ： 

： ； 

鯵

仮設住宅への情轄提供（かわら版） :・ 
： .. 

→ 
， 

仮設住宅ハード改善

I 
茶栢やかテント

I I 
： 

ふれあいセンター ： 

l 

I ふれあいサロン l ：． 

I ポランティア研修 ： 
：． 
.. 

I 
： 

: ^ 
; バソコンによる情襲処逗と発償

i ： 



ポランティアは毎日50~10名を投入して、小学校区の 2~:J校区（らいのエリアをカ

バーするのがやっとだった。

②F一人を大切に 地域のローラー作戦

介誤経験のあるポランティアは地域に入って、今後も継続してサービスする必要が

ある人を拾い出していった。

③成約3件に終わる・ーホームステイ、ホームビジットの紹介

哀災直後より全国から 400を超える個人・団体から被災地の人々に、お風呂、食市、

休息、宿泊の楊を提供したいという申し出を受けたここれに対し、問い合わせが数件、

成約1またった3件という結果に終わった。尼住地域を離れると仮設住宅への人居権利

がなくなるなどの噂が飛び交ったことなと、さまざまな理由からホームステイやホー

ムビジットの実現はむずかしかった。今後に課題を残すプロジェクトとなった。

121立ち上がりの苦しさ一ー初動期の問題と課題

この時期の大きな問題は、活勁拠点の磁保であった。活動拠点があるかないかで、

活動ができるかどうかも決まる。初動期の混乱の中で、活動拠点を甲南同胞幼稚園の

固庭 (2月2H～）、巾橋クリニッタのガレージ (2月11日～）、現府の東瀦尻役所

中庭 (3月15日～，'と、 3度にわたって変えることは大きな負担であった，

拠点確保とならふ運営資金の確保は、今までつながりのあった団体や制人から早々

にカンパ、寄付が寄せられ、顎か培えるにしたがい、］力月、 3カ月、半年と活動の

継続力呵能になっていった。平素の不ットワークづくりの粗要さを再認識させられた

が、この最も大変な時期に活動拠点と資金の獲得に相当のエネルギーを党やし、本来

のコーディネイト業務に全力投球できなかった状況は、防災機能などの社会的整備課

題でもあるe

もう一コは、ボランティアのあり方とポランティア問のコミ 1 ニケーンョンをめぐ

る問理である。特に、大多数を占める学生ポランティアと地元ポランティアや ，Jーダ

ーとのコミュニケーションがうまくいかない場面か多々あった。これには、初動期で

救援活動を終える外部ポランティアと、地域に住み長期的に活動の行方と意味を考え

るポランティアとの考え方や立楊の違いが反映していた。活動拠点を代えざるを得な

い物理的な問題もコミュニケーソョン確保上の制約になっていた。

大多数の若者ポランティアがかかわった擬災直後の災害ポランティアの仕事（ライ

フラインの復旧までの水汲みなとの仕事）の役割やその仕平の終了時期（仕事別撤退

時期）などを予め明らかにする必要かあったのかもしれない。もしくは、仕事の内容

の変化に僻えて、ボランティア研修を準備すれば、若者ボランナイアの情熱の行き場

があったのかもしれないと反省している。

この他のボランティアに関する間匙では、遠隔地からの宿泊付きボランティアの印
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し出には、気持ちはありがたいが閉口した。避鎚，Jiの場合は昼夜わかたぬ活動が要求

され、宿泊可能のポーしバィアでないと対応できに（いけれど、避難所以外をケアす

る団体には、ポランティアの砕白先をアレノジをする余裕はない。遠方からは披災地

に負／釘をかけないかたちでのポラ,,ィアの旅遠をお師いしたいこ思った。コーテベ

ネートする人間かさえおれば、初動期のホランティアは日替わりで—l 分である，／

最後に、ニーズ把振も直大な問題であヽ3た。この時期、人々の要望は緊急課題から、

短期'"Iのサイクルで個別化、多様化し、これりへの対応が求められた。しかし、ニー

ズの把棒に対しても、なかなか組紙的に対応することがで送なかった。手さくり、模

索、混沌、の初動期であったc

2．第2期／仮設活動期／前期（入居期） 〔 4 ～ 7 月〕~活支援・住宅改善・

件F右滝

2月下旬から始まっていた仮設住宅への人居か、 4月から本格化した，水、ガスが

出てほっとする反向、被災酋の心の問題などが浮上してきた。新学期の季節になって

学校が始まり、ボラノテ9アの梢成も、 8割を占めた学牛か4割と激減、全体の半数

以卜となったu それとともに、ライフラインの復1ビで地元の土婦やシルバーかポラン

ティアに加わってきたc

同時に、求められる活動やガービスの内吝も、力仕車から、心の問臨やヒ1々 の生活

の支援など牛活感や人生経験などが必要な活動に人き（シフトし、主鉗やンルパーの

活紐がFl寸いていた。 「ネットワーク」では、復興状況に合わせポランティア募集の

ボスターを出すなど、地元ポランティアの確保につとめたため地域のニーズとポラン

ティア展がうまくスライドしていったといえる。

Ill鞘柘古栂希望は5% ニーズヒアリングと情瑕提供

特に初期の仮設住宅の入尼者には、他の地域から移動してきた人か多かった （東

灘では平均的に区内より 7割、区外より 3割）地域コミュニティから切り離された互

いに見知らぬ寓齢者の人進とずフンティアはまず1忠椴関係を祇かなければならなか―’

た。仮没住宅の人々に対してとんなことでも））になりたいと考え、仕民の味方~として

の「ネットワーク」の存在を伝えた。サービスのやり過ぎがあったとしても、あえて

やろうとした峙期だった。

そのため、仮設住宅人足に合わせ、まず3月の終わりから4月にかけて、様子個い

と安否確認を兼ねて、ニーズのヒアリンダを行ったぐ，そして、本II：中央、瀬戸、魚崎

第1、魚鉛第2、住吉、深江浜のそれぞれの仮設地域において、逐次ニースのヒアリ

ングを実施した， 5月25日までには、市街地仮設仕宅1131戸のうち、入居済みの856

戸について第1次ヒアリング潤査を終えた。
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その」・で、まず、地域の地迎やお店などの情報提供にとりかかり、必要に応して地

域怜報（かわら版） 0)提供をおこなった。

第1次ヒアリング調査を行うなかでフォローアップが必要な個別ケースがあかって

きた。具体的には、話相手、家事（調理、買い物）、病院の付添い、荷物運び、／ヤ

ワー介肋などについては、これらへのパーソナルサービスとして対応したe 人浴など

専門性の求められるケアについては、行政機関との連携をはかりなから支援体制を整

備してい（こととした。

しかし、この渕査で今後も継続してほしいとのごぐーズは全体の5％しか上がらなか

った。仮設入届直後だったので、入届名にも、木当のニーズか見えていなかったのか

もしれないn

この頃から、被災者も後は自分でやりますという人と、何らかのケアを必要1汀る

人にはっきり分かれていった。後者は高齢者や陪害者、また、哀災で直接に降害を受

けた人たちだった。

1211000台の踏み台を配る~設住宅のハード面の改善

仮没入居が始まって、仮設仕宅日休や周辺の環境の改善に対する嬰求が高まった，

仮設周辺Q1ぬかるみに砂利を敷いて整地してほしい、街灯設置、標識設置なとの追路

整備の問囲、軒やひさしをつけてはしい、住宅入 l 」 U~混む匂こ踏み台がはしい、 U屯内

部の段差解消用の踏み台かほしい、手すりをつけて1iしい、ターラー設瑕のため物T

しをあげてほしいなどの住宅自体への要望である。

この問雄の対処にはソルバーの男性ポランティアか活躍した。相えて、路み台につ

いては、 3団体より材料費助成を受け、 8団体からは製作協力をいたたき、希望名の

はぽ全員に約1000台を配布することができた．

しかし、ハードの問題では手がでないことも多く、行政につないでも、街化」、家届

外、家屋内の整伽につし汽 ことで、たらい回しをされるということ

があった。その中で改善されたここに、ターラーの設置がある。手すりや段差対策も

従来の住宅改造助成の枠内で対応できるようになったが、かなり後になってのことで

あったn

131茶話やかテン 9―移動集会所事業

この時期、ある程度生活が安定してくると心のケアか大きな問通となって取り＿1•If

られるようになった，個人的なこころのケアの問題もさることながら、仮設住宅では

隣の人ともあいさつをしない、道ですれちがっても何処の人たかわからないというよ

うな、住民同士の交流ができない状況が明らかに見えはしめたのである。深刻な症状

は出ていないが、夜眠れない、イヽ安でしかたないという人たちも多かった。
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「ネ ,fワーケ」では、第1期からパーソ9ルなこころのケアについては「こころ

のオアンス iという形で取り糾んできていt心ボランナイアの索人判祈に任せず、臨
床心理十につないで専門家の対応をあおいできていたのである。

しかし、こういう状況に対して、住民固上の交流や紅睛らしとなるような機会や場

か必嬰だと考えていたq コミュニナィのない孤独な苺らしに1！ランティアがとうアプ

ローチするのか、 「茶話やかテン 1一」は「ネ y トワーク」がtlJした答えだった。

「茶話やかナント」を始めるき・9かけとなったのは、たまたま、あるパザーの後、

テントに幕を張り、その中でお茶のサーピスをし交流や囲碁をしたことであった．そ

れがかなり奸評だったことから、 「茶話やかテノト」のアイデアが生まれた。

「茶話やかテント での交流は、別の仮設や棟の離れた人に知幻合いや友人ができ

るなど人間関係づくりの成果をもたらし、仮設地域コミュ、ニナイ組絨の基然づくりの

きっかけとなった。尖際に、本圧中央、住吉、深江浜はしめ多くの仮設地域では、こ

の活勁かきー9かけで杵四n燐が立ち上が9 ていく。また、ここで活躍した人たちが、
後述する、ふれあいセンターの連営委員にな~っていくのである。

さらに、ポランティアと住民との接点の役割も果たし、ボランティアが地域住民へ

の広い窓味てのカウンセりングを行える場にもなっているe

「茶話やかチント」力咄子評であることから、地域型仮設や小甜投仮設からも要望か

あり、そこへは、テントよりひとまわり小さい、 「茶話やかペラソル」で巡回するこ

とにした。

茶話やかテント I での／権しやイベントの内容は、各柚バザー、炊き出し、各種相

談、リズム遊び、演芸、折り紙、手芸、腹話術、人形閾、表札づくり、など多彩なも

のとなっている，~

本企画は手軽1こできて効果的という評価が高く、 2目j休より特定助成を受けて「ネ

＂，トワーク，から 13のボランタリー団体へ、テント等機材を挺供したn 1996年1月現

在被災地全域で月l関平均40回梓度尖施される活動に成長しなから展開されている，

141全体をどう見るか一一第2期の問題と諜題

活動資金の確保が番大きな問題だった。今後、 「ネットワーク」の活勁が存続で

きるかどうかにかかわるl卦匙tこったからである。
つぎには、やはり、仮設住宅地域での本当のニーズやどこか——悉困っているのか、

の昆きわめができないことだ—2 た。あの時期、全体を見ることかできたのは行政だ—9

たのではないかc

また、それまで避難所で活躍していた他のポランタリー団体が仮設住宅地域に集中

し、パッティノグの問題も起こっ応この問俎については、社協に調整を頼んだ結果、

寸←ランタリー団体会誤が開催され、そこで、お互いに入まかな情報交換かでき、整理
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かできた。この場での話合いか、団休l司士の顔つなぎの役割を果たし、ネ y 卜「｝ータ

できる基盤かでき、それぞれが独目にパイプを持てるようになった。

さらに、ニーズの把担と掘りおこしについても、以下のような関題かあげられる。

踏み台の配布については、 3000戸にちらしを人れ（新聞等の利用）たので、 1000台と

いう要望かでたのではないか。この例のように、細か（対応すれば、ニーズはでてく

るのかもしれないnそういう惹昧てこぽしているニーズがあったかもしれないという

反省はあるn

ニーズをきちんと把握するために、ニース調査が不可欠なのだか、そのための時間、

人手ともに足りなかった3 800 t廿帯のヒアリング調査をしたが、曲査は初めてという
ポランティアも講杏に人ったので、その力法や結果も十分とはいえない。また、日科

わりのポランティアにとって、ヒアリノグの引継ぎは負荷の重すぎる仕市だ―'たとい

える。この時期、保健所、福祉串務所、笞察、？肖防なとのそれぞれの行政機関も個別、

立て続けにヒアリングを実施し、仮段入居者から「ヒア'） /グ公害」と敏遠されたこ

とは大いなる改善点とじぐ行政にも見直しを求めていきたい。

3,第3期／仮骰活動期・後期（地域活動期） ［8-11月］ ボランティアの新

たな挑戦

8月に入ると、仮設住宅でふれあいセンターが続々と開所し、 「ネットワーク lは

ふれあいセンターの運営の守ち上げにかかわってい（ことになる。これによって、

Iネットワーク」は伺人へのケアとともに、地域や坤畑組総ともどのように関わって

いくのかという，'.起を与えられたじ

11地域や組織の支援をどうする一 ふれあいセンター

家や肉践をなくした人が仮設住宅9こ人居しても、すぐに新しいことに取り糾むには

無理を感したり気力が出なかったりするのは当然である。

仮設住宅での老人0死後発見のニュースが新聞紙J-などで大き（取り上げられたの

もこの時期であった心仮設住宅地城でのコミュニティつくりの必要が世論ともなり、

兵庫県が1月から 100)「以上（現在は甚準が緩和されて50戸じ止）の大規模仮設住宅

を対象に、常設集会所（ふれあいセノター）の建設を始めた。地緑住民組織がまだ末

結成であったこともあり、ふれあいセンターの院所に際して運営はポランタリー団体

に任されることとなり、 「ネットワークJは東灘区におけるふれあいセンター運営の

受けJill的様能を引き受けた。

まず、 8月5H、瀬戸でオープンした「瀬戸ふれあいセンター＿を皮切りに、本庄

中央、深江浜、六甲アイラントなとの運営も任されるようになる。

「ネソトワーク」のふれあいセンター運営の考え方は、住民の人か集まりやすい、
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来たくなる場やプログラムづくりをしようということで、自治会づくりと市ねる考え

hをとらなかっに自治会は住民のものであり、センター運常とは関迎するが別個の
ものであふ しかし、ふれあいセンター速営の土苺権は、できるだけ早い時期に仕

民の方に移管するというスタノスで活動を姶めた，連営を引き受ける以前から、仮設

仕宅への9アリングや仮没住宅の杞談員の方への聞き取りなどを1』つていた地域では、

おおまかな地域の尖態や要望を把握できていたので、運営はスムーズにすべりだした3

しかし、そういう段階を踏むことができなかった地域では、いろいろな問題か起こ

った。地域の人たちの思惑や気持ちとずれがあってトラプルが発生したこともあったc

ふれあいセンターの運営は個人ではなく、地域の組織とどうかかわるかという話であ

り、 ネ，トワーク」がどういうスタンスでどうかかわるのかそのあたりを配慮し

なければならないむずかしさかあった。

紆余曲折はあったものの、現在、 「ネットソーク」がかかわっている 8つのふれあ

いセンターすぺてか住民主体の笹理運営に移行し、 「ネットワーク」は部分的にかか

わるというスタイルになった。佗報の集約や提供・交換のコーディネーンョンを中心

とした後ガ支援という役割に徹している。

なお、ふれあいセンターの没笹にともない、茶話やかテントは、ふれあいセンター

のない地域型仮設件寸36か所を定期的に巡回訪問し継続することとした。

121土活1●叔MAP―J也這型仮設住宅へのサービス
5月中旬より 8月にかけて区内 8か所に建設された地域型仮設住宅（庇齢者・身体

の不自由な方を対象）に対し、生活情報MAPを作成して困布する。

131労組との連携•— 移送サーピス

仮設住宅は交通機関（駅）から遠く、不便なところにあるので、病院の送迎や買い

物などの移送サービスを始めることとした。かつて遅転手の什事をしていた人をホラ

ンティアにリクルートしたり、労働組合（連合）と約織提携して車や連転手を計画的

に受け入れるっ

141地域とポランティアの新たな関係ーー第3期の問題と諜頭

個人への生活支援に加えて、ふれあいセンターのような地域の糾絃とどうかかわる

か、という方向に活動は進展してきたが、プログラムや場づくりという点でこれに充

分取り組めたとはいえず、試行錯誤を重ねざるを得なかった。

それは、 「ネットワーク」、ひいては地域ボランティアの社会の中でのポジシ己ン

に関わる問題でもあり、 「ネットワーク」かふれあいセンター連営の受け皿になった

ことに関連して、一部の地域住民やボランタリー団体の反発があったり、行政との関
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係のありガが問われた。一度はポラン7ィアに反発した地域の仕民の人々からも、そ

の後の住民内部の利宙対すに際1，て、中立的な立場で調停、業整するものとして、再

び「ネットワーク lのホランティアが参画を求められ尽現在では、東灘区の全ての

(13の地城と組織）ふれあいヒンターの交流会開催の世話役、車務局の役割も求めら

れ、それらを果たしている。

生まれて間もないずランタリー団体が、地城での場や組織づくりの支援を行い、地

，，組織l昔lのつなぎ役や交流の場つくり、地域組織と行政との関係のつなぎ役を行うよ

うな状品は、これまで日本の地域社会ではあまり考えられないことであった。これは

あくまで震災地域の特殊事例なのか、他の地域にも適用できるようなポランティアと

地域の活動をめぐる新しい事例となるのか、いずれにしろ、このような役割を担い続

けるために99、 lネットワークJというポランタリー団体はどのようなあり力をすべ

きか、どのような内部桟能と体9,1の整備をすべきか、が検討課迎になっている。

ふれあいセンターに関わり、実践を重ねる中で「ネットワーク」はいわゆる裳災ボ

ランティアから確実に脱却したといえるのかも知れない。

,_饒4期／ 112~1 月］—-地域づくりへの助走

―ネットワーク l の仕事一巽でみれば、年問I44 件あ—•たふれあいセンターの活動

のうちの約半分 (71件）をこの12-1月で行い、コミュニティ枯助全体 (210件）で

見ても42%(88件）はこの 2カ月で行っている。情報収集・提供活動でも 1月は46件

と年閉 (202件）の5分の 1をこえる活動を展開している。

そして、ふれあいセンタ--の活動とならんで、センターでの活勁の経験を一般地域

にも広けるふれあいサロンの活勁がはしまった。

:11ふれあいサロン

仮没件宅での活動がある程度の成果をもたらし、安定期に入ったのを見届けて、仮

段以外の既成市街地でも咋宅高齢名を対象としたふれあい交流市菜に取り糾みたいと

考えた。コミュニティの再構築という視点を入れ、ふれあいセンターなとでの経験69

積み菫ねを生かし、］1月からふれあいサロンの活動を始めた。ポランティアが地域の

既存の資源を活用し、既存の地域組織の人々と共働して行うコミュニティ,サロンで

ある。東灘区医師会の捻)Jのもと、初年度はとりあえず、在宅高齢者のふれあい交流

鷹とし、医療機関の待合室等に民生委員が局辺の高齢者を誘い、ボランティアか速

営をサポー・卜する形で、医療、保健、 9岳祉の連携を推進している。 11月1こ1回、 12月

から定期的に実施しているが、毎回平均20名の高齢者が集い、他康づくりの話やリズ

ム的、おしゃぺりを楽しんでいる。 2月現在4,T所、 4月からはさらに増やす予定

である。
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ある日の活勁の例をあげると、民生委員か呼びかけた21名が参加し、汗動内容は医

師が一口健康溝挫．を祖当、笞察からも 2名参加してお年寄り向けの交適ルールの話、

歌体採や手芸、などとなっている。民生委員にふれあいサロンヘの地域の人の参））II勧

誘を担当してJ]jいているか、これには9岳祉串務所から民生委員への点かけをお顧いし

ている c ばめから人つくり、さらにグループづくりから慟きがいづくり、それらが

生きがいにつながって自分の住んでいる地域においてHll実践できる本格的実施にむけ

て、最迎な速営ガ法を検討中である。

(2)ホームページ開設 渭芯処理•発信

パノコン苺入に伴い、ポランティ了登録、活動実績のデーター処理を行っているc

「ネットワーク！のホームページもデザインして、インターネ y 卜ヘのアタセスも始

まったc

閑設当初の 1月、ホームペーノは lネットワータ の活動、点灘区の披災状況や仮

設住宅の概況、仮設住宅内のふれあいセ/ター、茶話やかテントの紹介といった一般

的なことを掲載し、ボランティア・物資の募集といったニュースを随時差し替えてい

（形で始めた。 2月下旬より、ボランティアの生の姿を捉えてい（ことを目的として、

lあるボランティアの一日」と題し、・・人のポランティアの活動の様子を取材し、 9d

専にして1品載．ふれあいサロンや粂話やかテノトの様子やそれにかかわるポランティ
アの声をまとめた l今旧の茶話やかテン 1ー・ふれあいサロン」というコーナーも設置

した。これらのコーナーはシリーズとして順次、新しい出事を栽せてい（予定である。

また、ホームページに対する反菩はあまり来ておらず、とんな情報が求められてい

るかもはっきりしていない現在、編集力針を探っている状態である。当而、全国のイ

ノターネットを利用している個人（特に若い世代か多いと駐われる）に向けて、ボラ

ノティアの生の声を伝え、卒論作成の参考にしてもらったり、漠然とボラノティアに

判味のある人にポランティアをより身近かに感してもらうのに役に立てばと、担当者

の間で話し合―’ている。

0ホームページばし： 1，I tp J"町 jncshnct~ 釘· jPだtes,keei/

0宙了メールアドレス： ta9ukcaiOnxb. 9eshnet. or. jp 

当而は、 r|i民・連合ボランティアネットワークとの通信と、全国の"oへの情報
発信を通じて、被災地支授の鯰を広げることに活用していきたいと思っている。

131地域復興の本番ヘーー第4期の問題と課題

在宅高齢者救援へのllO番サーヒス、仮設住宅での活動を経て、この1りは地域の復

興に関わるポランティアの長い長い活動の始まりなのかも知れない。

「ネット「ノーク」は仮設住宅か佃消されるまで活動を存続することを社会に公言し

2 5 



てきた。これは怯的には2年問であるが、他地城の事例などから長期化することは避

けられない。 「ネットワーク」の活動はこの長期化に対応するのは当然のこととして、

殷災地域における新たなaミュニティ活動のプログラムなどを開発しなから、仝国各

地のコミュニティの参考にもなるような汗動をつくってゆける柔飲で多璽多陸的な99

織を9,1迄してい（ことが課應である。
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第2章点うンティ7c世界 (7ンケート調査と1iJ1修から1

「ネットワーク」には j,100人を越す登録ポランチィアがいる。最近の活動は毎月

実動約 170人程度のボランティアによって支えられ、位日約20~30名前後のボランテ

ィアか活湧りを行っている、一

現在ボラノディアの年齢居は男女とも10代から70代までの各1苗にわたり、瞭業など

もバラエティに富んでいるが、 Iネットワーク lの活動が立ち上がった初動期、水(

みなどの力仕事をこなし、 f石勁の大きな部分を支えたのは、学生などの若いずランテ

ィアであった。簑災iに後の 2月～ 3月の混乱期が過ぎ、春休みが終わって新学期が始

まると、多くの若者たち19学業に戻っていった，

この貼期にポランティアとして「ネットワーグ」に参加した若者たちひとり一人は

「ネットワーク」の活動の中で、何を見、何を感じたのだろうか。同じ騎期に活動に

参IJ[lしたボランティアの4淋理咲さんたちが、初動期に活動した若者ボラノティアの
声を聞き記録に残そうと、 1995年3月～4月にかけてアンケート（第 1囲）を行った，

さらに、これに加え第 1回のアンケートを補足する形で、籾勁期に活動した若者に

再アンケ—ートを打い、また、それと比餃してその後も継続して活動しているポランテ
ィアや現存活動中のボランティアの声も間苺たいという提案があった。提案者は両橋、

一井さん。いずれも初動期に活動した若いポラノティアであり、高稲さんはいまも活

勁を続けている3 この提案は、 「ネジトワーク」の記録を作成する作業とちょうど墜

砂、 2回目のアンケート調査は1995年12月～翌 1月に実施された。

この章の ‘'1 ，ドランティアの声は、高橋、—•井さんによるアンケー I の説査結

果Q)まとめである。

また、 ネットワーク lでは、 1995年6月以降ポラノディア研修を実施してきれ。

この研修のうち、特にB、C研修では、活勁の中て悩み迷うボランティアの声が沢山

出されていらこれらの声を “2 研修におけるポフンディアの西＂で紹介する。

「豊かな出会い」と「感謝される喜び」 ポランティアの声

切動期に活動したボランティアは圧伶1的に10代20代の若者によ,,て占められていた，.

活動の現場で若者の情熱と息いはプラスにもマイナスにも作届した。しかし、日本に

はまだ未／肖化だったポランティアという言葉を定著させたのは、彼らの働きでもあっ

f~。新学期になると、彼らは引き潮のように3lいていった。若者が身体を勅かして活

勁した経験から感じ収った感想で最も多かったのは、 「豊かな出会い」という声だっ

た。また、現在のポランテ~ィア眉は10代からJO代までと広いが、若者と共通する声と

して聞こえて逹たaうは、 「感謝される喜び」だった。
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1．ポランティアを知ってもらいたい アンケート調歪の目的と内容、方法と回

収状況

活勁に参川した若者の岸、また、いま現在活動している人たちの声を聞きたいと、

・アンケートを2団（第1回は1905年S~4月と第2匝は1995年12～翌］月］爽施しま

した。 （以卜：高橋、 ―井さんの報告）

①アンケートの目的

アンケートを行った目的は2つありましf。まず一つはH木人はボランティアとい

うものに惜れていません。アメリカや他の外l歪Iは常日頃からポラノティアをする、し

てもらうという習慣がありますn その習慣かない日本ではポランティアとは何か、ど

んな人が体見ず知らずの人に何をするのかという不安と疑いがあるのでも特にお

年寄りのガ々にはポランティアをなかなか受け入れてもらぇませんリ一つ目は右い人

が大勢参加していることです。もちろん来る動機はさまざまで、 l徊か少しでも役に

立ちたくて」という人もいれば、 lひまだ―'たから」という人もいました。しかし、

やることは阿じですc そのことをミーティングで話し合ったりすると、とてもよくわ

かりました。とんな人かいて、どう思ったのか、被災者の人逹にもっと私たちのこと

を知ってもらえれば、少しづつでも受け入れてもらえて安心感を持ーーてもらえると思

ったのです。

②アンケートの質問杓容

アンケートは2回実施I.、2国目には初勁期に活動していた人速に再アノケートを

饂しました。それぞれの内容は以↑のとお切です。

● j匝日アンケートで聞いた内容・対象は初動期に活動した人

`：（年齢）

②暖業または学校名

③ボランティア活動をするにあたってのきっかけ、または動機

Rポランティア活動をしていて始しかったこと、悲しかったこと

R被災名のhたちへ言

R「東灘・地域助け合いネッド）ーク」というポラノティア団体に対して思う

こと、望むこと ctc~

--こ
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嶋2同Bアン9-1へ（再アンケート）で聞いた内容対象は初動期に活動した人

①名前

②実名を載せることについて（実名／イニンャル／匿名希望の別を聞いた）

Rポランティア活動期間

鰭加した仕事

⑤ボランティア活動を通して術たこと

⑥ホランティア活動を経ての自己変化（成長面、反省面なと）

⑦近況報告

•2 回目アンケートで聞いた内容·対象は現在活動している人

①名前（作齢）

②実名を誠せるこ

R喋業または労年

--~--

④ボランティア活動をするにあたってのきっかけ又は動機

Rいつから活動しているか（活動のペース）

⑥参加している仕専

⑦ポランティア活動をしていて嬉しかったこと、悲しかったこと

----' 

⑧)「東灘・地肢助け合いネットワーク」というホランティア団休に対して現

＇ 在思うこと、翌むこと、憫題点など 1 

R被災者の方たちヘ一言

l®ロニニニいて（すSラ~;;ア活勁との両立）
2.団体の方向件について 3・ 東灘の方向性（被災池復奥に対する思い）

02回目アンケートで開いた内容・対象は初動期から現在まで琳続活動している人

齢）

せるこ

は学年

ィア活動期l閉

ークでの主な什市（役割）

現在の対比（変化雨、改善面など）

29 
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③アンケートの方法と回収状況

アンケート方法、配布数、回収合計、回収率は以下の通りです。

実施時期 アンケート名 アンケート方法 配付数 回収数 回収率

1回目 初動期の声 手渡し 約90 5 3 約59% 

1995.3~4 

初動期の声 郵送 5 3 2 6 5 l % 

2回目 （再7'/ヤト） (1回目的返

答ら洲27)

1995. 12 ~ 現在の声 手渡し 6 0 2 0 3 3% 

1996. 1 

継続者の声 手渡し 2 0 3 1 5% 

合計 約22 0 ： 7 6 約35% 

2.出会いの感動ーーアンケート調査結果

アンケートの意見を設問ごとのマップにまとめました。なお、この作業は以下の6

名で取り組みました。

（作業者名：一井美智子、高橋良輔、松村一史、多田信之、大八木祥仁、竹山芳弘）

まとめの方法としては、似通った意見を集めてグループをつくり、それに題をつけ

ていく•KJ法を使いました。しかし、いろんな人のいろんな意見を型にはめ込んでし

まうという事になってしまうのではないかと疑問を抱えながら作業をしていました。

いちばん難しかった作業は題をつけることでした。なかなか窓見がまとまらず大変で

した。でも、完成したマップを見て、とりあえずホッとしました。

(1)若者のポランティア体験ーー初動期に活躍したボランティアの声のまとめ

初動期のポランティアの声については、アンケートの中から3つの設問（①ボラン

ティア活動をしていて嬉しかったこと、悲しかったこと〔1995年3~4月調査） ② 

ポランティア活動を通して得たこと (1995年12月～翌1月調査） ③被災者の人達に

ひと言 (1995年3~4月調査）） についてまとめ、マップを作成しました。回答者は

ほとんど10代2叶しで、兵庫県以外からのポランティアが多くを占めました。遠方から
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のボランディアの参加が多く、人の人れ替わりが激しい時期でもありました。

マップ①～③についてコメントしてみますので、これを手引きにマ yプを読んで下

さい。

▲ （マ 9プ①一ーポランティア活動をしていて婚しかったこと、悲しかったこと）

ボラノティア活動をして嬉しかったこと、悲しかったことについての声には、大恙

く分けると 4つの段階があります。 1つは神戸に対する第一印象n 2蓄目は忘れかけ

ていた感9青や現実であり、ホランティアが活動した結果感した感想であると思います。

3番目はさらに踏み込んで、心のふれあいやポランティアってなに？というような、

喜びや迷いや疑問も含めた意見です。 4番目はそれでも続（ホランティアという率直

な点でした。

▲ （マップ＠―ボランティア活動を通して得たこと）

ボランティア活動を通して得たことについての声には、 5つの意見があります。 1 

つは盟かな出会いという1惑想で、この感想か一番多く、様々な出会いがあったことが

よく分かりました。 2番目は思いがあればという感想て、気持ちがあれば誰でも参加

できるという思いか伝わってきます' 3番目は人間を考えたという意見で、人と人と

の助け合いの強さや哲判的な思いです｀C 4番目は哀びと難しさの関でという感想で、

ボラノティアという立揚や人1刷の色々さ、自分が成長したという実感です。 5番目は
体験を生かすという意見で、展災地を実際に見て、この経験を生かしたいという思い

でした。

＾ （マ 9 プ⑰~災者の人逹9こひと言）
被災者の人逹にひと言という声には、 3つの意見がありました. lつは励ましの言

菓という意見で、この怠見か一番多く、被災者の｝没桓こ、頑張ってくださいや前向き

にという意見でしたr 2番目は被災者のB立を喪すという窓見で、自分で出来ること

は自分でといっ窓見です。 3悉目は地域への提案という意見で、被災者の気持ちを一

つに、人と人とか助け合って地展に強い町をつくってはしいという思いでした。

12)主婦・シニアの声は____ 吾動中のポランティアの声のまとめ

現在活勁中のポランティアの芦については、アンケートの中から 2つの設問（④ボ

ランティア活動を逝して9暑しかったこと、悲しかったこと ⑤東漁・地域助け合いネ

9 トワークに対して現在思うこと、望むこと、問図点など［いずれも1g95年12月～翌

1月謁査）についてまとめ、マップを作成しました。

回答者に多かったのは地元の主婦・／ニアですc

3 j 



マップ④～⑤についてコメントしてみます。

▲ （マ ,fc-ポランティア活動を通して嬉しかったこと、悲しかったこと）

ずランティア活動を通して姥しかったことについてはいろんな人との出会いやタ

ライアントの人逹からの「ありかとう．のひと言に対して、感謝される喜び、充実感

といった声が多いように思います、，その反面、悲しかったことという声については、

クライアントから震災時の話を聞き、言葉か出ない思いや、自分の力小足を感じたと

いう声もありますa

.. （マ yプ⑤ ー東灘・地域助け合いネットワークに対して現在思うこと、望むこと

問題点など）

東99・地域助9ナ合いネットワークに対して思うこと、望むことについては、とこま

でかボラノティアなのかという疑問や、団休か継続的に活動してほしい、また団体に

参加できたことに対しての感謝の気持ちなどが多（あり、またそれに対しての団体へ

の提案といった意見かあります。

131 多くの人に読んでほしい―まとめを終わって

このアンケートをまとめる作業をしていて、 3つのことを感しました。

まず、窓見の内容ですが、全体的にマップを見ても、 「豊かな出会い＿という棚に

意見が集中しています。多様な人に出会えたことに感動したホランティアか多かっや

ことがよくわかります。人と人の出会いの素II育らしさを杵が慮したんだと思います。

そして、ささやかでも人の役に立てた体談から、 「ありかとう」のひと言の索晴らし

さ、感謝される喜び、充実感など、大切なことを再確認できたようです。この点は、

ボランアィアの一人として、僕も強く思いました。

また、第 9ElアノケートのH的のうちの一つは f神戸の人逹にもっと私たちホラン

ティアのことを知ってもらいたい」というものでしたn この目的を逹成させるため、

このアンケートをふれあいセノター等に配布し仮設行宅の人たちにも浣んで頂けたら

と思います。

さらに、初動期だけではなく、現在でも「東灘，地域助け合いネットワーク，の活

勁内容の方向性に対して疑閑を持99ている人もいるんだなあと忌いました，，そこで、

このアンケートはさらに、まとめかたを上夫して、ボラノフ・イアの岸や惜報の1つと

して「ネ＂トワーク」に参加するすぺて C.9人達に読んでもらいたいと思います"
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（マップ 1)
（柵訃蘭〇声：1995年3月～4月に回収）

ボランティア活動をしていて
嬉しかったこと、悲しかったこと

注：（ ）内は、その意見の回答者のプロフィール
（男女、年齢、出身地域、活動開始時期）

出身地域は東灘区、兵庫県、関西、神奈川、遠方に区分

忘れかけていた感情
感illされる喜び 充実感

................................................................●ヽ● ● ●........................................................... 
：・自分が一生懸命やったことを喜んでくれ ： ：・毎日が充寅している。 ； 
； た聘、 嬉しかった。 （女／I9歳／兵庫／2月） ： 

（女／I7歳／這方／3月） ： ； •六甲アイラン ドの生届｛胄輻を亮成させて、 ； 
；・嬉しかった。 ： ： 違成して罐しい。

（女／I6歳／神寮11/4月） ； ： （男／23歳／神家11/4月） ： 
：・泣いて喜んでもらったことがあった。仕 ： ； •今までの響休みと違って毒日する事があ ； 
； 事が終わって依籟看の方々が出して下さ ： ： るから充寅している。
； ったコーヒー等がおいしく感じ、話をす ： ； （男／20歳／東漏／2月） ； 
； るのが楽しかった。 ： ：・知らない人に気軽に話しかけてもらった ： 
： （男／22歳／兵庫／2月）： ： り、物事を頼まれたりとても充実しまし ； 
；・ポランティア活動していて、人から頼ら ： ： た。 （女／20歳／遣方／2月） ： 
： れ rぁりがとう』という言葉をもりった ： • .................................. 
： 峙はとても嬉しかったです。

（女／20歳／遺方／2月） ； 
;.やはり、被災看の方から rありがとう」 ： 
： の一言を聞いたと言は、 一書蟷しかった。：

（女／I9戴／神奈川／4月） ； 
・行き先で感謝されることが何ものにも変 ； 
えがたい。 （女／50歳／這方／3月） ： 
・仮設で老人にタンスとかを逼んで、 「あ ： 
： りがとうJと言われることが嬉しかった！ ： 

0/2 i歳／遣方／2月） ： 
;.お礼の言葉はいつ聞いてもウレシィ． ： 

<J1ノ18歳／遺方ノ3月） ； 
：．披災看の方の rありがとうJの一言、事 ： 
： 務所の人たちの霞かさ、纏しかった． ： 
； （男／I9歳／神Jll/3月） ； 
;．何をしていても、 「ありがとう」の一言 i 
； が嬉しかった。

（女／I7戴／這方／3月） ： .............................................................. 

← 

第一印象の神戸．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

; ・.l!l.,ていたより神戸の也さんは元気で安 ： 
： 心した。これなら復員も阜くいくのでは ： 
； ないかと思う。

頃／I8歳／神寮Jll/3月）： 
：・東だ来て1日目だから良く分からない1:t ； 
： ど、地蟻や披災看の方遍に役立てばいい ： 
： と恩う。 (.J!/16織／這方／3月） ： 
：・京誓から神戸に来て状態がひどかった事 ； 
： が分かった。 <JI/ 2 I歳／闊四／3月） ； 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

現 実

→ 

l 心のふれあい
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

；・ポランティアを受ける人たちから教えら
； れる事が多く、楽しい恩いをすることが
： 多い。 （女／30戴／東漏／3月）
：・瀧戸仮設のお年寄りと仲良くなれたのが
： 嬬しい。そこのお年寄りと飲みにいって ： 
： しまいました。 震災の括や、人生の話な ； 
： ど、私の人生にとてb影●を号えてくれ ； 
； た方々に感霧します。

（女／2I歳／遺方／3月） ： 
：・ポランティアはサーピスを受ける側の人 ； 
： と共に活動していくものだと恩った。 ： 

（女／30戴／東漏／3月） ： 
：・被災書の方々とコミュニケーションがと ： 
； れて、少しでもこころがなごんだ織な気 ： 
； がする。 〈男／I9歳／闘西／2月〉 ；
： •お年寄りの方と仲良くなって、心の内を ： 
； 打ち1.11けてくれた蛉がとても嬉しかった。 ： 

（女／20歳／兵庫／3月） ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

I 
率直な意見
睾直な喜見それでも縞〈ボランティ7
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

i.しんどい （男／2l織／遺方／2月） ； 
叢れた。

<JI/ I 9JR/神奈川／3月）； 
：・悲しいことは遍うのが大変。

（女／I9戴／兵庫／2月） ： 
; • 水は重い。 (JI/ 11歳／闘西／2月） ： .............................................................. 

様々な人と0殖..............,..................,.............................. ············· ···········•···································· ··· 
：・私とは全く違ういろんfょ人がいて、その ： ；・之人の人の多くはポランティアにとても ： 
： 人違がいろんなことを感じ、考え、苔し ： ； 感鴬していると息う。自分がやったこと ： 
： んだり、楽しんだり、 様々 tり直隕檬が ： ： ではないので少し困ってし拿う。 ： 
： 見えた．そして私自身もいろんな鱚強を ； ： （男／20童／神茶Jll/3月）
： させてもらった。 ： ：・自分が実顎地重を体験したわけではない
・ （女／I9歳／関西／2月） ： ； ので、彼らの気袴ちを分かり合えること
: •長い閏ポランティアをしている人遣はよ ； ； が●しかったのが残念に鼠う。
： ＜頭張っていると思った。 （女／I9歳／神奈川／4月）

（男／2I歳／関西／3月） ： ： •本当にやりきれない気持ちでした。いく
；・多くの人と知り合い自分の視野が広がっ ： ： ら私たちが同じ讀墳で当たり前の事とし
屯° 環／21戴／四／3月） ： ； 活動しようとしていても、私たちには帰
•前 きな人はとしとんパワフルで、自分 ； ： る場所があるという大きな違いがある事
も元気づけられた。 ： ： を指讀されると、とても辛かったです。

（女／2I歳／神家/11/3月）： ； （女／22鐵／闘酉／3月）
：・若者が多く参加しているのが喜ばしい． ； ：・物賣のことしか頭になかったので、被災

（男／59歳／這方／3月） ： ： 看閏の人閏闊係の複艤さ （？）に驚いた。
． •いろんな人と友違1こなれる。悪いやつも ： ： （女／!7歳／遣方／3月）
いっばいいた。 ： ；・地域躙葺で文句のような事を言われた聘

（男／I9歳／関西／2月） ： ； はすご
・自分より年上の人と接して、とても触禎 ； ； 
になる。 （男／16歳／這方／3月） ； ；・仮設まわり
•いろんな人いるね． ： ： て重災の現寅を知った．

（男／l9歳＾員漏／3月） ； ； （女／16攣／神茶JII/4月） ： 
・皆がお互いフォローしあって次々とイペ ； ；・仮設立わりは切ない畢いが多かった． ： 
ントを成功させていて、とっても藁しそ ； ： (!(/2 I歳／神奈川／3月） ； 
うで嬉しく患う。みんなが優しくフォロ ： ：．…．．．．．．．．．．．．．”．．．．．．．．．．．．．．．．．．．....．．．．．．．．．．．．．．...... 

ーしているところがとても嬉しい。
（女／32鐵／東灘／3月）

・殿本さんって澳い人だった．人閏的に'Jl
る＜優しい人が多かった。

（男／l8歳／遣方／3月）
・纏しいことは伸閏が出来たこと。

（女／I9歳／兵庫／2月）； 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

I ボランティアって？
おせっかいでは！？ 目彊っているcIこ1111

................................................................................................................................ 
：・人を肋けることは大事だと患いましたが、 ： ；・ポランティアのイメージと寅戴の活動の
： 必賽以上にポランティアを行うことは自 ： ； 中でギャップを感じた。
： 立心を失う結果になるのではないかと感 ： ： (JIJ/2 3麟／兵庫／3月）
： た。 （男／19鐵／東灘／2月） ： ：・被災看の人でも、してもらって当たり蔚
ふ．at災嗜hがポランティアに頼りきってしま ： ： みたいな慧ぼはかちはらたった。 ； 
！ う体鯖を作ってしまうと、元に夏すのが ： ： （女／I7鱗／遣方／3月） ； 
： 鍾しい輝の人をどれだ1鳩加させる ： ；・ポランティアを使い走りと勘違いされて ； 
； かが大h．．おせっかいではだめ。 ； ： いたのが悲しい。

（男／22鐵／東漏／2月） ： ： (Jl/2 I鐵／遣方／2月） ： 
；・鱒閏がかなり経過したので若干の市民違 ： ：．．．．．．，．．．．．，．，．．．，＇＂＇．．． ，．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．，．．． 

： （特に学生）は、可籠な限り近所で何ら ： 
： かのポランティア活動をしてほしい。外 ； 
； 郎の人遍に鯛りすぎるのは良くない． ！ 

（男／23繊／東漏／2月） ； 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3 3~3 4 



（マップ2)
（蒻動声：199碑12月～1996年1月に諌）

ボランティアi舌動を通して得たこと

豊 か な 出 会 Lヽ

人と0つながリ 多息な幽会いで聾訓砧（北 目
........................................................................................................................................................................................ ・ヽ．．．
:. -JV..、紐閏 （男／l9歳／神鄭1/3月） ： ： • いろんな意見 （女／ I9歳／鴎／2月） ； ：・酒 ⑭／？歳／関西／2 ． 
： 出金い、ふれあい ； ；・多くの人違と知り合い自分の視野が広が ： • 

月） ； ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ............ : 
: 0/17歳／lllli!V2月） ： ； った。 (J!/2 I戴／匹 ／3月） ： 
：・素晴らしい友人、先輩を得れた。 ： ：・被災書の方々との交濱が持てたので、樺 ： 
： （男／1811V叩 1|／3月） ： ； 々な物の虹”“重に触れざるを得な ： ネ， 卜りーりと屈
：・詈段襖することのない機々な人との出会 ： ； かった。 (J!/ 2 3饂／兵庫／3月） ： :·…••••••…........................... ......... ....... . ... ..: 
： いのおもしろさ ： ： •これまでの自分の世界に無かったコトや、： ：・活動に参加する東では、ポランティアは ： 
： （男／36歳／東灘／2月） ： ： いなかった人々と出会ったことによって、： ： 管、纏々で活動し、 他のポランティアf" ; 
：・自己中心的な人や、饂人への思いやりの ： ； 自分の視野が広がったと晟う． ： ： の関係はあまり憮いと思っていまし
； 少ない人が多いなかで、特に若い人が大 ： ： 

た。 ；
（女／I7歳／遣方／3月） ： ； それが、こんなに腿織化されていて、 ミ ； 

： 勢ポランティアで、 青響のエネルギーを ： ； •一人で暮らしている乏人の方の気持ち、 ： ： ーティングもI83回行い、全員とコミ ： 
： 費やして活動していた姿には、とても感 ： ： ポランティアに来ている人の若い学生の ： ： ュニケーションをとっていたので大度遭＇ ； 
： 動しました。そして、一籍に行動した人 ； ： 方々、いろんな人を見ることができ、と ： ： 喜ました。 IBしかいられない人も長い ： 
： 違（若い人も）は、とても気持ちの素直 ： ： ても鯰彊になりました。 ； ： 閏いられる人も問じように憲見を述＾：る ； 
ないい方ばかりでした。そういう人違だ ： ； （女／20繊／這方／2月） ： ： ことができ、曾が伸閏意識を持ち、涅沼R i 
からこそ、わざわざ這方より集まってき ： ：・重災直後の披災地などにわざわざ集まっ ； ： づいている。これはとてもすごいことて: : 
たのかもしれませんね。いいバ司士Dふ ； ： てくる人々、おまけにポランティアをす ： ： す。きっと、この雰圏気は、地域の櫨hさ ； 
れあい••••夷快です 11 :； るためにやってくる人々が集まる場所で ： ； んも活気づけているでしょう。私はポう ： 

•お年寄り呼よ女6品壱39そ盆が： ・ 寸届む譴甚8澁悶迄訊ャ ！昇ゞは9翌 託‘た。・肋け合いのバ ： 
： うことが出来たこと（今まで、そういう ； ： たのは言うまでもありません。 （女／I7戴／遺方／3 ） 
： ことを直したこと炉一度もなかったの ； ： ⑨／2 3歳／印鼠／3月） ：I・"'村さんや殿もとさん、星野先生等の乱
： で、凰りの人に逮惑をかけたこともあっ ： ：・問じネットワークの武内さん、 寓績さん ； ： 寡あふれる姿を閏近に見、 「マンパウー」
： たけど、とても楽しかった。） ． ； ： の両名からは多くを学んだような気がす ： ： の意蛛を環解することがで言たこと。
： （男／20戴／東量／2月） ： ； る。私の湯合、高校、大学と隈られた輯 ； ： <Jl/2 0歳／東漏／2月）
：・ポラ ンティア同士や、ポランティアと被 ： ： 囲の人としか付き合っていなかったから、 : :・組織の効寧的な逼富、ブランニング ・ス：
； 災奢の方々、そして凱災看同士など、人 ： ； 別の世界の人との出会いは良かった．高 ； ： 渉のスキルの向上。
： と人のつながりは、とてもスパラシイ も i: ●さんと鯰して、人閏、 高校、大学へ行 i: （男／36歳／東811/2月）
； のだと息うことが出来た。 ： ； くだけが鮨じ會ないと感じた。古くから ： ：・肋け合い ・わかちあいの気持ち。
： （女／I7歳／遣／3月） ； ！ のポランティアが爆っていく中で、 7ヶ ： ； （女／l9歳／兵庫ン‘2月）
：． ・手伝いたい．と患.,ている人がたくさ ； ： 月も続けて神戸を支擾している高欄さん ： ：・たった108闇だったが、こんな私を受
； んいるので、びっくりし、みんないろい ; : の話を聞けたのはとても良かった。 ； ： けいれてくれた、この r東遍・ 地域助け
： ろな辱鱒咄しい鉗日に来ているので、 (: (J!/18歳／逮方／3月） ： ： 合いネットワークJさんには、とても感 ； 
i. 「世の中いい人が多いんだナァーJと皐 ： ：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．”．．．．．．．．．．．．．．……．．．．．．．．．．．．: ： IIしたいと思って東す。
； った． （女／l7鐵／遺方／3月） ： 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ························· ·········•········ ··· •······ ··•••••··· 

ムヽ う

体験を生かす

I災ボうンティ7臆を生かす
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

: •TVでは知ることの出来なかった重災を
寅 に感じ、より身近なものとしてとら
えるようになれた。

（女／l6歳／神茶J11/4月）
・当地（神寮/II)でも、いつ大きな地震が ； 
起こってbおかしくないと言われていま ： 
す。 言葉は愚いかもしれないけれど、そ
の峙の為にも貴重な経験ほ道mりなど） ； 
をさせていただいたと思います。
: (J!/19鐵／神寒Jll/3月） ： 
: •これから得ること：アスペストによる病 ： 
： 気 （女／l9歳／兵庫／2月） ： 
：・地重に対する気構え．

<JI/I 9歳／神茶Jll/3月） ：・
; • 実瓢披災箕iに行ってみて、プルー シート ： 
： ゃ、 竃車の走れない鰊路を目の当たりに ； 
； すると、それまでのプラウン管を通して ： 
； の光景より、被害がどれほど甚大であっ ： 
； たかが、わかり、ポランティアから11つ ： 
： た後も、テレビの特集や本などで復員具 ； 
： 合を讀かめるなど、闊心が持てた。 ； 

（男／l8織／神奈川／3月） ； 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・--・・・----・・・・・・・・・ 

思いがあれば

そ0気になれば 自信を持てtこ
......................................................................................................... 
：・ポランティアは本当に気持ちが重璽なも ； ： •あまり最後までしっかりやる方ではなか ： 
： のであると、手に職がなくても気持ちが ； ： ったから、物事をやり通した達成感． ： 
： あれば、人の心を●めるんだと思った。 ： （男／23歳／神奈川／4月） ； 
； （男／20歳／神寒川／3月） ： ：・様々な出会いと斬しい自己晃見があった ： 
；・自分の見する言葉一つ一つ気配りをし、 ： ； と患う。言葉にはうまく書い表せないが、 ：
： 責任を持たなければいけないという事を ： ： 何らかの自償がついたと思う。 ： 
： 学んだ。 （女／17歳／遣方／3月） ： ： （男／20歳／神奈JIl/3月） ： 
: •若い人遠の参加が多く、この様な心を持 ： ；・多くの人々と出会う事ができ、しかも自 ： 
： つ人があるということも実感して帰って ： ； 分の愈見をしっかり持っている人遠ばか ： 
： 来た。増加することを望みます。 ： ： りだった。そのため、いろいろな考えを ： 
: G'l/ 5 9歳／逮方／3月） ； ； 聞くことがで専｀自分の思いを再度蕩尼 ； 
：・健康でありその気になれば、雌でし参加 ： ； する事が出来たような気が る。 ； 
： 出来る。 （男／59歳／這方／3月） ': （女／l9嵐 ぶ奈JII/4月） ； 
.............................................. .. • ；・パザーでほとんどの品物が売れたのを見 ： 

； た峙、ポランティアというものがいかに ： 
： 記者にとって必賽なものであり、役立 ； 
： つものかが分かった。

頃／I8識／神事Jll/3月）： 

人 間
↓ 
を考 え た

人蘭は街1 人勧難
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 哲翠した・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ i・人の力の及ばない、自然の力のすさ重じ i : ・債が来たのは、もう2ヶ月もたってから ： 
： さを初めて体験した。そして、 それに負 ： ： だったからかもしれませんが、神戸の人 ： ： 

： ：・『死Jの存在。

： ない租の人閏の生きていこうとする禎さ ； 
（女／I9繊／兵庫／2月） ； 

： を知ったと賑う。
・： 遺はタフで温かい人が多く、逆に債響が ： ：・蒙が崩れて、身一つとなったお年寄り・・ ： 

（女／17東遣／3月） ： ！ 禁品認玲計潔偽、な力沃g•つ ； ： ••それで b仮設住島の中で凛としていら ： 

；・大麦な災害の中で自分だけ大変ではない ； ； て檜てたもんじいない）と感じた。
： ： っしゃる方の姿を見て、生きる って何だ ： 

； と町の人（被災者）、ポランティアの人 ・ • 
： ： ろう？ …•と、哲学的な事を考え直す湯鳥 ； 

： が、人と人として肋け合い、生活をして
（男／19歳／神茶川／3月） ： ： 金を得たように恩います。 ． 

！ いる中、人闇のつながり、人閏の櫨さを ： 
: ; •初対面の方々と数多く襖することで、人 ； ： （女／21歳／遠方／3月） ： 

： とても感じました。
： ：・ポランティアに行っていた峙は、分から ． 

（女／20歳／遣方／2月） ： ； 
； ［ 月品硲浮牡陛謹召衿。という ； ： なかったことが、 11つてくると、とても ： 

；・人一人の蒻さと団結する事で生まれる強 ： ：．．． 
（女／21織／遣方／3月） ： ； 重璽な事だlと思うことがた さんあっ ； 

・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: f さを見ることが出来た。 ． ． ： に （女／17嵐ぷ！方／3月） ： 
（男／19歳／神奈111/3月） ； 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・" 
：・当たり前の事だけど、人はお互いにこん ； 
： なに肋け合えるのだと再櫨露出来ました。 ：
； 大麦な事件ほど、 自分とは繍闘係なこと ； 
： として、挺えてし稟いがちですが、それ ： 
： はTVのト 1） ックなのだと息いました。 ； 
： あと、人って禎いなぁと感じ東 した。私 ； 
： 遍は、もっといろいろなことにがんばら ： 
； ねばと息います。 ： 
： （女／22戴／闘西／3月） ： 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・.... ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

^
J
 

喜びと難しさの間で

i1いが分かるポうンティ7体晨 A0為に9〈喜ひと騎り
,............................................................................................................................... 
；・ポランティアという立湯の露しさを知っ ； ： ・多分、私一人でしていたポランティアは ： 
た。 （女／l_6歳／神奈川／ 月ヽ） ； ： たいしたことではないと思い攣す。でb、:
；・いざという峙1こ、ポランティアが大切だ ： ： 一人一人が集東って行った事はとても大 ： 
； と思った。まだまだ日本は、金鑢的にポ ： ： きい存在となり、自分遍にも成長をあた ： 
： ランティアが成り立っ．ていく伏鰈ではな ： ： えてく れたと恩います。
； いと感じた。 (JI/ I 8戴／違方／3月） ： ： 
：・人閏って本当に色々な人がいることを知 ： ：・物事に対して

（女／20歳／這方／2月）： 

： った．環墳1こよるものも多いが、性格に ： 
、目ら動こうとする意患。 ： 

； より物事に対する取り腿み方も違うもの ： 
（男／I9戴／神111/3月） ： 

：・自分から進んで動けるようになった。 ： 
； だ。 （前向きな人もいれば、逆の人もい ； ； （女／i6重／神約11/4月） ： 
； る）ポラ ンティア団を見ても、一つの物 ： ：・人の為1こ曇く 喜びを知ることが出来 ； 
； 事を見る目は一つではない事をつくづく ： ： 
； 感じた。 頃い面、 鎌な面とbに）

た。（も16□呻 II/4月）： 
; ; •今までひたすら人に蠣って生きて言たg : 

（女／2I歳／神奈川／3月） ： ： 
； •お金は憾い （女／I9歳／兵庫／2月） ： i 

分にとって、生まれて初めて人に攣仕し ； 
たわけだが、たった1遍閲ではあったが、：

；・人の役に立つことがどれだけ鑓しいこと ： ： 自分の行為に冑りが持てた。 ・ 
： かわかった。というのは、何か役に立ち ； ； （男／I8麟／神奈川／3月） ； 
； たいと思っても、実罵どの様な行動をと ： ・ .............................................................. .. 
： れば良いか分からなかったし、実麗どれ ： 
； だけ役立ったか分からなかった。 ・ ： 

（女／20歳／兵庫／3月） ： 
; •同じ地震ポランティアに対して、人によ
； ってそれぞれ違った考えをしていた事が
； わかった。例えば、こちらが披災着に対
； して閥じように襖していても、感欝して
； くれる人もおれば、ポランティアなんか
； 必晏ないと言い怒りだす人もいたこと．

頃／I9戴／東轟／3月）
.............................................................. 
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（マップ3)
（補層期〇声：1995年3月～4月に回鉛

被災者自立を要す
・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・ ................ 

：・ポランティ 7もこれから少なくなる可託 ： 
： 性があります。これをブラスに考えがん ： 
； ばってください．

（男／20歳／神奈川／3月） ； 
： •本当に困っている人は遠慮などせずにポ ； 
； ランティアを利用してほしいe そして少 ： 
： しでも動ける人は身の回りから自分たち ； 
： でしていきましょう• 神戸は神戸の人で I :

（男／23歳／東灘／2月） ； 
・自分でできることは自分でするように。 ： 

（女／20歳／兵庫／3月） ： 
阜く目立できるように頑張ってください． ：

（男／23歳／兵庫／3月） ： 
・自分で出来る事は自分で． ： 

（女／ 19辺ぼ暉／2月） ； 
・自分で出来ることは自分でしろ。 ： 

⑭ /17歳／闘西／2月） ： 
：・年と忌うけど頑彊って自立して欲し ： 
： い。 <J!/2 0歳／東漏／2月） ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

被災者の人達にひと言

励ましの 言 葉
：．．．．．．．．．．．． 醒って〈ださ11............... . ．：．．．．．．．．．．．．．．．眉月 き Iこ．．．．．．．．．．．．．．．．・• : 

；・大変だと息い亥すけど、地域復員に向け ； ；・常に明るい気持ちを持って、前向きに生 ； 
： て頑張ってください。 ： ： 活してほしい。

〈男／2I歳／関西／3月） ： ； （男／59戴／遣方／3月） ： I •-a も旱い復舅をお祈りします。お体に ： ：・悲即印こ考えず、何でもいいように考え ： 
： 気をつけて、頭惧ってください11 : : ましょう。絶対いいことありますよ． ： 
： （女／50繊／這方／3月） ； ： （男／22戴／兵庫／2月） ； 
;.自ら立ち上がろうとしている所を見ると ： ： •一瞬1こして自分たちの財璽は鶯くなって ： 
： 何とも言えないががんばってやI :： しまいましたが、それをパネにすると、 ： 
: (j!/2 I歳／這方／2月） ： ： 世界一の町に変わる。それを手伝わせて ： 
：・頑張ってください． ： ： くれたことを感翼します．． ： 

CJ!/ l 9歳／東灘／2月） ： ： （男／16歳／遣方／3月） ： 
: • これからもっともっと不自由なことがあ ； ； •項張ってください」なんて言っても、 ： 
： ると思うけど、頑張って前向きに生きて ； ： 纏しくも何ともないと思いますので、 晴 ： 
： さい。 （女／l6歳／神奈川／9月） ： ： れの日もあれば嵐の日もあります。今は ： 
:. I日も早く以前の生活ができるように頑 : : J11ですが、これが過ぎれば天気になるの ； 
： 福りましょう。 ； ： で安心して、今度1譲氏博逼がきます。 ： 
・ （女／32歳／東量／3月） ： ： （女／20鐵／這方／2月） ： 
；・大変でしょうが頑張ってください。 ； ；．・人閏万事墓翁が．町 私も被災地の住人 ； 

(j!/2 I歳／関西／3月） ： ： 
: • 未来に向けても節四ってもらいたい の一人としてこんな大変な出来事さえブ ： 

： ： ラスに出来るように共に頑惧りましょう。 ：・
： と恩ぅ． （ 1 9歳／神奈Jll/4月） ； ： （女／30歳／東漏／2月） ； 
；・頑彊ってくださいとしか言えません。 ； ；・・人生楽あれば苦もある。生きていれば以前；
； （女／2?歳償西／3月） ： ！ と同じ日分よ．
：・頑張ってください． <Jl/ I 8繊／遣方／3月） ； 

<l!/2 I歳／遣方／2月） ： ：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： 
： ・ 頑張りまし ょ う。 •

（女／I7歳／遣方／3月） ： ................................................................ 

地域への提案
偵災者0気持ちを一つに 債災者意員を持つな

............................................................................................................ 
：・被災者問ふ鴫鴫をしないよいうにしまし : ： • いつまでも敏災害憲識を持つな．市は言 ： 
ょう。 （女／I7鐵／遺方／3月） ； ： ったら相手してくれる。そのうち何とか ： 
；・気合を入れて頑湿。これからは披災した ； ： なるさ． U!/19歳／東灘／3月） ； 
： 人の気ちが一つになることが大切． ； ：．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..…,．．．．．．．......．．．．．．．．．．．..．．．．．．．．．．． 

（男／23歳／神奈川／4月） ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： 大9なclatけ曼0
應IIこ貸IIIJ i·:·=.i~.-.:;;;~;:························· ・・・・・・・: ：・一繕1こ頑張りたい。....................................................... .. 

：・自分の街を鷺て直せ。
（男／19戴／闘西／2月） ； 

： ：． ・地填肋け合いネットワークはずっとず ！ 
（男／19歳／神奈川／3月） ； ！ っと饒けます．と言いたいです。 ； 

：・家康を亡くされた方はそのほしさを景り ； ： 
： 鱚えて欲しい。今ある命を大切に生きて ： 

（女／2I攣／遣方／3月） ： 
：・元の暮らしに一歩でも近づけるよう私は ； 

： 地重に禎い街をつくってほしい。 ： ： 一つでもお手伝いしたい。
： （男／I6攣／這 ／3月） ； ： （女／I9童／闘西／2月） ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： ：・地蠣・ 肋け合し、 ・ 

！ 頃／22鐵／東漏／2月） i 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

その他
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

i．一刻も旱＜元の生活に戻れますように。 ： 
（男／I9戴／闘西／2月） ： 

；・言繋はまだ見つけられない。
（女／2I鱗／神奈III/3月） ： 

:.また、あおう。
頃 ／I8瓢／神11/3月） ； 

:.また来ます。 （えっ？もうくるな？） ： 
（男／l9蠍／神茶/11/3月） ； .......................................................... 
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（マップ4)
（現在〇声：1995年12月～1996年1月に回≪)

ボランティア活動を通して
嬉しかったこと、悲しかったこと

闘さhる喜び 員しいー＇
,............................................................... ··························"'·····••o0••·••oO•••o0•o0• •···••oO•• 
：・車椅子利用の人と別れるとき、 （またき : ： • 本人の為に楽しくやりたいと心惰I9てい ； 
： てね。 」とドアの所まではって出てこら ： ： るので、みなさんから感謝の fありがと ： 
9 れ、手をとり、両手を合わされたとき、 ； ： う』の一言が嬉しい．
： 嬉しくもあり、止しかった。 頃／10歳／？／4月） ； 
・ （女／52歳／？／8月） i: • あんたが来てくれたんか。麒の知った人 ： 
：・自分が汗をかくより、それ以上に小さな ： ： やと安心やわ。と言われる。 ： 
： 事でも喜んでくれ｀笑頗がたまらない。 ： ： （女／55歳／？／4月） ： 
・ 頃／60歳／？／9月） ： ；・中には 『お宅が来てくれて良かった。」
: • お年寄りが帰ると言、井常に喜んでくれ ； ： と言ってくださった碕には、私でい待っ
: t:.碕は嬉しい。 （男／5S歳／？／4月） ； ： てくれる人がいると思うと張り合いがで ・
：・仮設に行ったとき、心から感謝の気持ち ： ： てきます。 （女／44歳／？／8月）
： 言葉I:態度で襖してくれたとき。 ： ；・「金えて良かった。 Jと云われたとき。

. （男／75歳／？／？） ； ： （女／48歳／？／4月）
;．嬉しかったのは、やつばりクライアント ： ；・対象書から感謝の気持ちを述べられた時o
から感謝されたこと。 1111いし、大したこ ：． （男／60歳／？／4月）
ともで喜ないのに、深く感賞されると際 ； ：・仮設住宅を巡回していて 「ありがとうJ
れる一方、嬉しい。 ； ： と喜んでもらったこと。

（男／34歳／東瀾／8月） ： ： （女／？／？／4月）
:.自分が役に立って喜ばれていると感じた ： ：・嬉しいことは多 あ々ります。 最後の言葉 ； 
； こと。 （女／50歳／兵庫／7月） ： ： 一言でその日の鰻れも吹っ飛びます。 ： 
；・必饗とされている方のお役にたち、喜ん ； ； 0／5 5繊／？／4月） ； 
； 頂けることが一書罐しいことです。 ： ：・些細なお手伝いで fありがとう」の一言。 ； 

（女／44歳／？／8月） ： ： （男／68歳／？／4月） ： 
：・ワークでは自分なり一生懸命した事が相 i: ··· ························· ·······••o00••••00,................. 
： 手に喜んでもらえた峙なんて一人でハシ ： 
： ャイでます。 （女／49歳／東漏／1月） ： 
：・心を闘いて何でも藷ってくれるときが嬬し；
； かった． 0,/7 5歳／？／？） ； 
: • 高鯵者の 々は、他人にお世話になる事 ： ； に大変品され、肋かったと言われる。 ； 

（女／55鐵／？／4月） ； 
................................................................ 

感 謝 c
 

地域とのふれあい
........................................................ 
；・人間は、問性、異性に関わらず、いろん
； な年代の方々といろんな愛情のパリエー ； 
： シ•ンでもって、お互いに支えあって、 ： 
： 生きていかねばならないと感じました。 ； 

CM/2 s歳／逮／8月） ： 
：・ふれあいセンクーなどで、仮設の人遁と ； ； 漬 1こ話をしたり、仕事が出来たとき。 ； 

．（女／47歳／？／4月） ： 
；・仮設住宅にお住まいの老夫婦の方で虞様 ； 
； が透析で、ご主人様が下半身不随の方が ； 
： 住んでおられます。ご主人様はかたくな ， 
； に頑固でなかなか心を闘いて下さらなか ； 
； ったのですが、昨年東糾司いした峙、 ； 
； 家に上がれ上がれと言われ、ご夫婦と三 ； 
： 人でホットカーペッ トの上で談笑させて ； 
： 下さったとき。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................ 

ヽ

i 
充実感

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..,・・・・・・・・・・....... 
；・自分自身のためと思えば、例え鎌なこと i 
： があっても洗い濱せる。

<J!/5 5歳／？／4月） ： 
; •利用者の役に立てたのではないかと感じ ； 
： たとき嬉しく患う．

（女／50歳／？／2月） i 
：・充実感のみで鎌なことや悲しかったこと
： は1度もなかった。

（男／55歳／？／4月）
;.. r唇をして、 気持ちが開るくなった。 」
： とェわれた時。 （女／48歳／？／4月）
；・爆宅晴における潰足感。

頃／60歳／？／4月） ； 
: •生活に漏いがでて生き甲更を感じるよ う ； 
： になったこと。 （男／75歳／？／？） ： ............................................................ .. 
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その他
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
：・自治会を作るのを陰で邪魔する話を11111ヽ ： 
； たとき。 （男／75歳／？／？） ； 
; •初めて披災地を見たとき。
．（女／40歳／？／5月） ； 
：・破災書と、以外の人との壇められない感 ； 
； 覚差に悩査された。

（女／48歳／東灘／2月） ： 
： •お金がない。 0'!/18歳／遠方／2月） ； 
； ・空白。 （女／S5歳／？／4月） ： 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

災害OB痕 心眉む屈を月いて
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

：・悲しいというか、気が沈むことはよくあ ： i •金った人に被災崎のつらい、なしい体験 ； 
： ります。この度の震災が計り知れない程 ： ： を聞かされたとき。
； のダメージを、とりわけてそれまでも恵 ； ： （女／48歳／？／4月） ： 
： まれていなかった弱い方違の生活に与え ： ；・震災で子供に先立たれ老人だけが残った ： 
； た事を、訪問先で感じるときです。 ： ： 話を聞いたとき。 （男／75歳／？／？）

（女／6l歳／？／5月） ： ：・身内の不幸とか財崖が一瞬に消えたとき
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．： ； の話を聞し、たとき、どう答えて＼ヽいのか

．．．．．．．． 辛し渭喜・辛i蒻 ． ．．．I.踪盗裟‘；目な力1忍［ふ悶盆6.7月）
；・買い物を頼まれた後 f財布を返してbら ： ； （男／60歳／？／4月）
： ってない。」と言われた崎は、なしかっ ： ；．90歳の老人から r息子の家に身を寄せ
： た。 （女／47歳／？／4月） ： i ていたが、練に気葦ねだし、孫の事故で
;. r遠くから来るなんて余裕があるのね．」 ：： 分の世話bしなければならないから』
： と碑1こ住んでおられる方に言われたと ： ： ＇。 （何と物分かりの良いと・・・・濃が出
： きは、少し悲しかったです。 ：・ た。 （女／52歳／？／8月）
： （女／30歳／？／6月） ： ： •源江浜仮設の 75歳のご蝙人の方で、私
；・してもらって当然と受け取る態度をとら ； ； 六甲アイランドの祖当になった後は餡週
： れた時。 （女／49歳／東灘／7月） ： ： 土曙日1こ伺うようにしておりました。
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．…．．．．．．．．．．．．： ： すると、 3~ 4日後に気分が悪くなり、

午前中ご自分でTELされ、午後先生が
往された時はすでにCくなられていた
事を知ったとき。

（女／55歳／東漏／5月）
• 2年後の仮殷を出ても行く先し蒙もなく
： 先の見遍しのの立たない話を聞くときが
： 悲しい． 頃／7S歳／？／？）
；・退院されてきて、せっかくお知り合いに
： た、又、入院されてしま う。

（女／55歳／？／4月） ： .............................................................. 

言葉が出ない
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l 
自己認識

力不足 屠しい自分を発見............................................................................................................ 
；・自分では精一杯しても、それが相手には ： ： •今まで、異性として好きか嫌いかという ； 
； それしか出来ないのかと患われている誇． ；： 愛情しか持っていなかった自分を発見し ； 
： （女／49歳／東漏／7月） ：： ました。 （男／26歳／遠方／8月） ： 
・廷を聞いても慰めるだけで力になれない。 ：：・自分にJl1しくなった。 • 

（男／6o歳／？／9月） ： ： （女／48歳／東貴／2月） i 
・置肋の必甕が鯖いのではないかと思うワ ： • ............................,.................................. .. 
ークをした時は、自分の活動疑間を持ち
： 霰れる。 （女／S0戴／？／2月）
;, r自分がどうしてもしてあげられないこ
： と、出来ないことJに直団した碕．

（女／48鐵／？／4月） ； 
i.もう少し知識や籠力があればと自分の不 ； 
； 足を感じたこと。

（女／50歳／兵庫／7月） ： ...................................,.......................... 

3 9~4 0 



（マップ5)
（現在〇声： 1995年12月～1996年 1 月 1こ回〖）

東灘・地域助け合いネットワークに対して
現在思うこと、望むこと、問題点など

提案
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

疑 問
................................................................ 
；・どのような基準によって、依籟を受ける
： 新るかを決めているのか，ポランティア
団体が便利置になるのか．

（男／26歳／遺方／8月）
．．仕事内容など、詳L< Illんでいるか、疑
： 間に患う。個人の判断で解決している事
； 多い． （女／52歳／？／8月）
；・わからない． （どこまで被災者と関わっ
： ていいのかわからない）

（女／48歳／？／4月〉
9 ・ホームヘルバーと同じ仕事をするのに疑
; 1111を感じて拿す．

（女／47歳／？／4月）
：・地元の支畏をするのか．

（男／26歳／遺方／8月）
•今は同じ人からの依頼を多く受けている
が、 本当に肋けを必要としている方々の
サポートが出来ているのか？
又、そうするにはどうすれば良いのか
考えねばならないと思う。

（男／26歳／遺方／8月） ； .............................................................. 

その他
....................... ....................................... 
：・勉強する機会が欲しい。

： ・話し相手、 11・ひ．
（女／30歳／？／8月）： 
ふ・ヘ・1えでは話に ： 

： ならない。それかといって聞くだけでう ； 
： っかり しゃぺって後悔することが多い。 ： 
； （女／52歳／？／6月）
・たまに来て少し首をつっこんだだけで帰
って、申し訳なく思います。

・空白
（女／47歳／？／4月）

•特になし
（女／？／?/4月）

；・空白
（女／f・o歳／う／5月）
（男／60歳／？／9月）・・・・・・・・"・・・・・・・・・..,....................... ................... 

4
 

・ネッ トワークが進むこれからの方向性（
計画）を何らかの形で知らせて欲しい。
（月に一度か2ヶ月に一度くらい）

（女／55歳／東瀾／5月）
・自主財憬の這保。

（女／48歳／東灘／2月）

•長期塁望の設定。
（女／48歳／東灘／2月）

・出来れば、もっと助けの必屡な人が何処
かにいらっしゃるのではないかと思う。
そのような人を見つけてあげて手助けし
・ てあげてほしい。

（女／50歳／？／2月）
：・ネットワークにはとても感樹している．
： 息の長い活動を望みます。

（男／46歳／？／1月）
; •前も って細かい予定表が出来れば参加す
： る人に便利と思う。尚、先に人員の予約
； を求め、碕閏1こ創約のある場合は直榛現
； 地に赴く鎌に指示する。

（男／S8歳／？／4月）
;.その根本となるポランティア精神といっ
； たものを現湯で動いている人間にも示し
； てほしい。 <J!/2 6歳／遠方／8月）
；・地元ぽ漏）の人に、もっと参加してほ
： しいと思う。 (J!/ 3 4歳／東漏／8月）
•本当に困っている人に孟差し1如べるペ
； かどうし一し犀iのか があるが…・。

（女／S2歳／？／8月）
：・ワークの振り分けの件ですが、どうして
• も鎌な所には謹も行きたくありません。
でも、それでは行く人が決まってきます。
修さんが纏逼なく行き、経験を共脊でき
るように、お考え頂けたらと患います。
今は 「行った事がある人.Jと手を約9
させていますが、初めて行っても出来な
いことはありません。利用看の方には、
不合かもわかりませんが、一度行けば
わかり、ポランティアさんの勉強にbt、
ります。 （女／44歳／？／8月）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

批 ↑ 評
.......,...,..................... ......,,...................,., 
；・学生の参加が少ないのが残念．

（男／34歳／東灘／8月）
；・現伏は非常に良い．

（男／60歳／？／4月）
；・私は他のグループにない和気相合いの非
； 賞に良い雰囲気が何とも言えない。

(Jlll/7 5歳／？／？）
；・代表の中村順子さんの情熱には頭が下が
： ります。 (1!/7 0歳／？／4月）
；・代表者を筆頭にいい人ばかりで、楽しく
； 参加できている。

（男／46歳／？／7月）
：・人の批判はいく・ゥでも出来るが、自分が
： その立湯に立った特、その人以上に出来
： る保証も自信もある人はいないと思いま
： す。 (jlJ/75織／？／？）
9 ・代表姶め幹郎の方々が誠心誠意やってく
； れているので多くを望まない。

(jlJ/7 5歳／？／？）

ム‘

現状維持........................ 
； •これからも長い活動となりますので、 あ ・ 
： まり撫理せず努力してください．

<J!/7 0歳／？／4月） ．
；・当初（小生は4月より参加）よりも事務 ： 
： 所、会員仲間、ワークの内容など、雰囲 ； 
9 気、活動内容など良くなっており、現状 ： 
： 通り続けてもらいたい。

（男／55歳／？／4月） ： 
:，参加しやすい現状を永く雌持継続してく ： 
； ださい。 （男／50歳／？／4月） ； 
：・ご苦労だと思いますが、とてbうまくコ ； 
ーディ ネートなさっていられると感心し
ています。様々なポランティアを懐の深
い受け入れ方で仲閲に入れておられて（
その恩恵に与っている一人です）素＂ら
しいと思います。何し特技のない看でも
参加できるような今の状態を、これから
も続けて頂ければ有り饂いと思います。

（女／6I歳／？／5月）
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

・.............................................................. ・ 

！ 
感謝
........................ 

;,JI(漏・地填肋け合いネットワークの活動 ： 
； 徴力ながら参加できた事は大変良い経験 ： 
： になりました。 （男／46歳／？／1月） ’ 

：・私にとっては、こんなペース（月2回）
； でワークが出来るのがT度良かったです．

（女／30歳／？／6月）
；・多くの方々が協力している姿も案讀らし
： いです。 （男／70歳／？／4月）
; •長い11l1お世話になりました。今後ともよ
； ろしくお願いします。

頃／I8歳／遠方／2月）
・ネットワークのおかげでポランティアワ
ークに参加させて頂き感篇しています。 ・

（女／5・0歳／？／2月） ： 
：・事務や様々な閏題がある思いますが、良 ： 
： いチームワークで逼営しておられると思 ； 
； ます。頑張ってください．楽しく活動でき：
：るので感謝Lています。 ； 

（女／50歳／兵庫／7月） ： 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

4 1 ~4 2 



2 「学び」から提案へ 研修におけるボランティアの声

1ではアンケート渦査におけるボランティアの声を蘭いてみたか、ポランティア研

修でも毎国、疑問やとまとい、また提案など多様なポランティアの声が出されている，

それらの意見に対して、 「ネットワーク」では、何らかの同答を提示するなと、でき

るかぎりの対応をしながら、ポランティア個々人とのコミュニ、ケーションをはかって

いる。ここでは、その一端を紹介したいc

!.認識・知識・提言・交流 ボランティア研修

震災後，jか月を経た時点で、引逹続き、高齢者を中心とした披災者に対して、地9し

に根をi長りながらQの長い活動を行うため、 6月初旬よりボランティア研修プログラ

ム (A研修． B研修）を実施している。さらに、 11月からは、 C研修を始めた。各研

修の内容については以下の適りである。

〔研修の目的〕

・ボランティア目身に「ネ；トワーク」の目的をより良く理解してもらい、また、

1ネy卜’}-ク」として活動していることを自覚してもらうこと。

・高齢者・眸害者の方々への対応の仕方について、 Iこころ［と俎際のケアの両伽

から最低限の知識を得ること「より、クライアノトとボランティアの双方に安心

感を与えることc

〔研修の莉類と内容〕

①A研修 甚槌コース

・オ，Jエンテーション (11糾間）

「ネットワーク」の活動と被災地・仮設住宅の現状説明

・被災者のこころのケアについて (1時間20分）

臨床心理十による被災者との桜し方・信頼関係の築き方

RB研修 初級コース

・介渡や介助に関するトレーニング (1時閲40分）

看護資格者による高齢者・身除者の甚本的な介護（ロールプレイ）

・被災者支援についての意見交換 (40分）

経験者を交えて被災者訪開についての固疑と急見交換

③c研修 •J フレッシュ研修

・プレーンストーミング (j 時•120分）

ネットワークの今後の活勘のあり方について

・ディスカッション（ 1貼l尉j0分）

1つのテーマのもとに各自のアイデアを捉案し討議する
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〔甜修の持ちかた〕

誓帥や受講者に無珂のないよう l同の研條附開は 2時間3吟程度とし、それぞれ

月2阿程度平H •週未の両方に設定するa

•各ポランティアが・ネットワーク」で活動を始めて 2 週間以内にA9紆修を受講す
ることとする。

. B研修は介談のプラクティカルトレーニングを含むので、 1回の受講は1炭；以内

におさえる。

・ AおよびB研修の両方を終了した受講者には、それぞれ終了証とともに、 ＇ネ 9

トワーク」の名刺（氏名樋は空欄のもの）を50枚支給、今後の訪問んとの連絡等

に活用してもらう＿

• C砂位では、それぞれの披災地のポランティア活勅を通して得た考えや知識を今

後の「ネッド）~ータ」の活勁に生かすべく、自由にアイデアを父投・捉言し合う
場とすふ

• C研修は、受講者の希望により複数団 (1~2か月毎）参加可能とする。なお、
テーマは車前に発表し、参IJuを促す。

・「ネットワーク lの研修は広く一般に公開し、区内ふれあいセンターの協力者の

方々なとの苗極的な参加をお顧いする。

2＿活動アイデアの泉 研ににおけるポランティアの声

ポランティアB研修は初級者用コースである。 C研化はベテランボランティアのプ

レーンストーミングである。双方の研修の参加者からは毎阿、多彩な意見か出されて

いる。

111イメージと現実―ポランティアB研修 (1996年 1月）の声から

ボラノ丁イアB研修は初級者用コースであるが、すでに以下のような、活動に対す

る不安や疑問と、同時に提案、アイデアなど積極的な意見が出ている。研修が単に研

修に終わらず、ポランティア同上の交流の楊になっている。 B研修参加者のポランテ

ィアの声を聞いてみよう。

4 4 



・ワークヘは2人］組で行きたい

特に自分が初めて行（所へは、行ったことのある人と行きたい／緊急事

熊が発生した場合や造退した場合など対処できない／ 1人ではこなせな

い里の什市を言われた時、 1人だとゆっくりと話も囲いてあげられない

／精神的に不安

・曜日の関係もあるのだろうが、決まったお宅へ決まった人か行（というは

ワ 避けてほしい。

1 ・男性1人での訪問はやめた方かいいのでは？

夕 相手の人も身棉えてしまって、言葉が統かない／相手の人も困っている

の 様 (ex．家手かできないなと）

内 •本当に手助けを必要としている人の情報を集めてはとうか

容 ・家車介助について

に どこからどこまでがボランティアのやるぺき範囲なのか、はっ苺りとさ

つ せてほしい／実際に、ご自分でやれそうな事までやらされる／じっと見

い ていたり、注意されたり、厭味をいわれたりする（信用されていないよ

て うで、悲しい、やる気がなくなる） ／家事介助の内容をはっきり（具体

的に）してもらいたい、でないと、ずるすると便利展のように使われる

＊助言

「今日は00時までさせてもらいますc あるいは、 00時までですが、何

をしましょうか」など、と間（

ふ •本当にふれあいセンターを求めている人はなかなか来れない

れ ・六甲のふれあいセンターは、今は個別訪問はしていないが、もうそろそろ

•あ 開始してもいいのではないか

い ・肋柑1の頂要件の再認識

・セ ・ふれあいセンターに来られる人は比較的な元気な方で、木当に寂しい方は

ン とじこもりかちで、外にはなかなか出ない

タ ・近所付き合いの苦手な人はボランティアか何回か足を迎んで心を開ける状：

I 態にしてあげれば…・・・

．の： ＊助言

利 小規模仮設では、手紙作戦などを考えている

用
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・ボランティアの仕事をも．＇とオープンにしてみてはとうか

単にボランティア券集中ではなく、詳しい仕車の内容をオープンにする

ホ・ と地元の人が培えるのではないか

・ラ：・県外から来るポランティアは今のワークにがっかりしているのではないか

；ン 今19箆災ポランティアから、単なる在宅ボランティアになってしまってい

： 9.る
ィ ・けっこう悲惨な状況を想像してくるのに、現実は落ち着いてしまっていて

ア また米ようという気にならない

離 ・自分のやりたい事と現実のギャップかありすぎて、とまどう

れ ・別に自分がやらなくても何とかなる杓容のワークが多すぎて、少しがっか

に： りする

つ ・親身になりすぎたり、個別的に相談を持ちかけられたりすると、桔神的に

い 宦くなりすぎる、そして足が遠0<
て ． ，ボランティアの集い」みたいな軽（話し合える坦をもっと作ってほしい

・何でも話し会える場があれば・・・・ 

・蔑災ボランティアとだんだん躯け離れていってるように思う。

121「ネットワーク」のこれから ーポランティアC研修の声から

ベテランポランティアのメンバーが集まり、 12月に第1回リフレ yシュ研位が開催

された。 「仮設住宅の冬を快適に過ごすために」と「東灘・地域肋け合いネ ,I・ワー

クのこれからの活動」という 2つのテーマについて活発な譲論か行われた。

また、 2月にはお2回リフレッシュ研修が開かれた。 「ホラJティア）：しての培

界」、 ［高齢者の気分転換」 「「ネ y トワーク」の子ともの対応のあり方」の3つ

をテーマに議論した。

この2回のリフレッンュ研修で出された参加者の意見を、ポランティアの皆さんに

読んでもらえるよう要約・報岩したものの—一部を紹介する a

①冬をどう過ごす一~第 1 回 C研修 (1995年12月）

▲ （仮設住宅の冬を快適に過ごすために）

・冬の快適さを求めて

居住性の向上／温かい食車／体を動かす、など

~冬の対策

外部水道の油結防止／すき問風の防止／暖厨効果の向上／疲具似が位

安全な調理器具（篭磁罪珂器）の手庄／散歩・銭湯への介助、など
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・中占毛布の活用法

六甲YMCA寄贈の中古毛布をクリーニング組合などの協力を樽て、無料や格女

で洗潅、ピニール包装した状態で仮殺住宅居住者に有料で配布、なと。

•その他

今後、仮設住宅への真の自屯~の妨げになる無俣配布を避ける／行政に対して、ハ

ード供給だけでなく人の融逍を求める／ボランティアのサー9：ス捉供のバランス

の配虞

▲ （東灘 J 地域助け合いネットワークのこれからの活動）

~ 「ネットブーク」の方向性

当分の間、辰災ポランティアとして、東灘区内の披災者向けのサービスに集中、

仮設居住者へのサービスは可能な限りの期期にわたって継続する／阪神大震災の

記憶が全国で薄れゆく中で、被災地での活動を通して完全な復腿まで人々の注目

を喚起する／さまざまな唇のポランティ了を掘り起こし、年齢届を超えたボラン

ティアの交流の場にする

~今後の課澁

「ネ yトワーク」が活動内容を桔極的にPRして、新しいボランティア参加のき

っかけづくりをする／描祉団体や行政との関係を強化し被災者のニーズの的確な

把握9こ努める／取材だけでなく、日常の活動で感したことや提言を猪極（内に外部

に発信する／1ぐランティア参加者の増加や活動の拡大が今後も継続可能なのか、

必要なのか、慄重に検討する

•新しい活動について

映画鑑堂会などのお祭り／学牛ポランティアを中心とした常設のフリーマーケッ

ト／温泉へのパスl叶痛り旅行、など

②ビクニックヘ行こう―—第 2 回 C 研修 (19⑯年 2 月）

▲ （ポランティアとしての阪界）

ボランティアとクライアントの関係は兄ず知らずの人l司七であい、 l",Jむ
問煙も多いか、生活の支援という領域では、友遥とヘルパーの中間の役割を受け持つ

つもりで、臨機応変の対応が期待されている。ボランティアがどこまでやるぺきか

（例・ 「買い物依頼で訪閾した際に、家紺を頼まれる）について、個人の判断かつ

きかねるケースも否定できないが、マニュアル化された対応は、ボランティアとして

ゃりがいを感しない。ポランティアとして、目分なりにできることを考えて行動し、

訪問先での一方的なポランティアの評価や比較（例 「xxさんはxxもしてくれ

た」）は絶対に気にしないようにc

訪問先での仕事の効率性と分担（例 i話相手と家市）、万（．の事故の対応、眼解か

4 ? 



らくる麻擦をさけふ適切な判断と対応などを考えて、必ず2人 1泉9のペアで訪問す

ることを徹底してほしいまた、可能な限りベアは、ヘテランと経験の浅い人の維合

せにして、ポランティアとしてやるぺき阻界やホームヘルバーヘのノフトの判断など

を、実地で●ぶ体制づくりが必要c

訪問先のクライアントと話しやすい雰囲気と信顆関係を築きつつ、お互いの変化の

ために、毎回逹う顛ぶれで訪問したり、 1人が張りつきになるのではなく、｛，j人かの

特定メンバーが交代で訪尚する体制が望ましい。クライアントに関する特記市項は必

ず詳細に報告吉に記入する一方、必要であれば車務局に報告すること（例：ヘルパー

のノフトの必要性）。問題が生しても、決して一人でかかえこまないようにする。

行政の住宅に関する施策についての質固や、相続・法袢相談など専門性の裔い質問

を持ち込まれることも多いが、ボラノティアではとても対応できない。 「ネ・,I・ワー

夕lの方向性も含めて、情報はできるかぎりミーティングなとの際に、みんなでンェ

アをしてはしい。

▲ （麻齢右の気分転換）

・花見や公閾にお誘いする。

•一春にはボラン丁ィア 1 対曲齢者3~4 人位で公園でピクニッタ。

・仮設住宅周辺の散歩マップを作成。

高齢者に配布し、ポランアイアもそれを散歩に利用。

・小旅行.

ーー移送サービス柑のマイクロパスの空き時間を利用して、岡本の梅林やお地

蔵さんなど近所の名所・公悛lなどに2時間程度のピクニック.
・ふれあいセンター同七の交流。

ー一ー問題は仮設住宅閾の格差の羅在化。

139お答えします―ーボランティア研修からの声に対して

11)、12)のような研修でホランティアから出された疑問などに対して、 「ネットワー

ク」では、掲示板などで何らかの答えを提案してきに以ドに紹介するのは、 3月9

日、主に生活支援フークについての疑問に対して、 「ボランティアの皆様へ、研修で

のいくつかの疑問にお答えします」というかたちで、報告された内容のあらましであ

る。

①「ネットワーク」の活動の基本的姿勢

震災直後から 1年間を経過し、被災地の人々にも一定の落ち消きが見られますc

「ネットワーク lでは、仮設住宅、既存住宅を問わず、被災地における日常ケアの

必要な（主に）高齢者にさまざまな家単介護などの生活支援を提供してきました。

現在では、ホームヘルプを専門にする既存糸且絨も立ちJ-がっており、 ドアの中での
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サーピスはそこにfFせ、 「ネ y トワーク lは甚本的にドアの外でできるサーヒスに

シフトを変えています。 （例、薬取り、通院介助、車椅子外出介助、散歩、話し相

手、買い物、荷物運ひ、様f紺い、尚単な修理、如除なと）

この 1年問、他団体のカパーをしていた向もあり、かなり立ち入 9 た内容の活動

もしていたたいたかと思いますが、以上のような全休状況をご理解ください。

②これが蚕災ボランティア・ー・ー鴫? という疑問に対して

震災時の体感は今なお身体の奥深くに恐怖とじて残っています。一見、普通の生

活をしているように見えても、ぬぐいがたい不安を数年抱え込むことになるでしょ

ぅ，いわゆる PTSD（心的外侶ストレス陪宮）で、高齢者は特にきつい不安を持

っています。仮設、既設にかかわらず、その方々の生活の小便解消や快適さに結び

つ（ことは何よりの心のケアにつながり、毎遺0唖EIこ来てくれるポランティアの

あなたの存在は希望なのです。現象面たけでなく、心の奥を見てあげてください。

③もっと困難な人がいるのでは……？ という疑問に対して

高齢者を文えるシステムは行政の福祉サービス、有阻サービス団体や企業などさ

まざまな供給キ体があり、対象に応してすみ分けながら仝体を支えているのが現状

です~私たち「ネ 9 トワーク l のボラノティアは比較的軽度の方を対象として、初

心者の方にも対応できるサービスを提供しています。現在のクライアノトは、何ら

かの縁があって「ネ yトワーク」とつながっている方々です。この縁を大切にし関

係を保っていきたいと考えています。

④ボランティアって便利屋・，．-? という疑問について

依頗の始まりは市務屈への宅話です。事務局は面話では①～③の観点で、 9ネy

トワーク」が受けるかどうか判断します c そして、受けた件については朝のミーテ

ィングで、ワークンートにしてポフンティアに紹介し、サートフスが始まります。現

場でのワーク内容は必ずしもあなたの価値甚準に合致していないかもしれませんが

あ（までポランティアは援肋者ですから、相手の価値（依顆）を侵クしさせてくださ

い。相手のできることは共にし、できないことをお手伝いしましょう。できること

をさかし、~あなたは

ボランティアではないでしょうか，
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剪 3 章点うンティ 7が9 〈る社会~「ネットワーク」そ®担11手とし〈み

この意では、 「ネ 9 トワーク」の11グループの活動の内容を、ボラノティア個人の

活動体験の中から語ってもらうことにした。日常活動の象9部や場面から、活動を具体

的に理解してもらいながら、 「ネットワーク」のしくみに触れてみよう。

1 ポランティア自由自在ー17の活動グループ

東灘，助け合いネ？トワータには、以卜の1Tの活動グループがある。 （図5参照）

生活支援、仮設住宅ハード改蛙、小規模仮設、茶話やかテント、ふれあいセンター

（本庄中央、深江浜、瀬戸、人甲 2、9噸「 3、六甲 5、六● 6、六甲 7)、ふれあい

サロノ、 1号ンティア研修、食市班、の他に単従スタッフも入った情報処理担当、事

務局の各ク` ループかある。 （注・初勁期には救疫支援のグループがあっだ）

これらのグループの活動を担当ポランテ~ィアの声を通して見てみよう。

l ．初動期を支えた力仕事ポラソティアー•4皮災難民を出さない

ポリタンタに水を汲み、マンションに住む高齢者などに命の水を運んた若者ボラン

ティア。また、仮設住宅そのものの不錨やi"宅周辺の悪斑境の改善に取り組んだボラ
ンティアの戸である、

111高鮒者の住める仮設住宅ヘー初動期の活動グループから（高椴良輔）

僕か初めて束灘•地域助9}合いネットワークの活動に参加したのは、第災から

約1ヵ月後の 2月13日です。当時、ネ 9トワータでの主な什事は、まだ、ライフライ

ンの復1日が出米てなかったのて「水汲み110番！という、いわゆる水汲みでしたコ

3月（らいになりますと、仮設住宅入居などで引っ越しが多くなりました。 3月中

旬くらいになりますと、ほぼ毎日が引っ越してしたから。あと、荒ごみ捨てとか、解

体現場の荷物の取り出しとか＿＿―-多かったです,)J札事c

そして、引っ越しなとして4月を迎えますけど、仮設住宅の人のニー・ズに「出入[l

と哀口の段差がぎびしいlというのがありましてC F11ごつくんですよねc 引っ越しぢ

とで移動中だとかに、倒れたプロックの墜が だから、みんなで相談して、そのプロ

＇夕を、理由を話しゆずってもらい、市務祈に持ちかえって、プロックにコンクり一

rとかへばりついてて1志こぼこしてちゃ凡ないから、 1個 1個ハノマーとかバールと
かで、普通のプロノクの形にして、仮設仕宅に届けるんですc -1ifにつき 2側という

ことでn喜んでもらえました。これはく）

そして、 6月になりますと、俗に言う梅雨ってやつで、雨が降ります。雨が降ると

5 ] 



図5
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仮設住宅っていうのは、元々グラノトだった所に建ててるんで、本当にひどい水たま

りで身動きがとれないんですよ。そこで、砂利でもまこうかってことになりましてま

いたんです。ちょ'とは効果ありましたけど、キリがなかったです。ほとんど··—·C・

6月くらいでしたっけ。仮没住宅では、お風呂に人るときとか便所とか住宅のなか

でも段差がすごいんです，たから、踏み台を配ろうとして、経集したんです。 「踏み

台欲しい人っ」て感じでく』そしたら、約 900通くらい応募のハガキがきて、 7月初め

から10月中旬くらいまでかかって、全員（約 900人）に配りおえました。

7Hか8月か忘れたんですけど、元々砂利の上に建ってたか、僕たちか、はかの誰

かが巷いた砂利なのかは分からないですけと、仮設住宅の住民の人か「砂利の上だと

申椅子がなかなか思うように勅かない。何とかできないか--ということで、シー～ト

ありますよね。選挙か何かのときに使うゴムシート。 「それしゃ、あれを敷きましょ

ぅ。」てことになって、その車椅子の人の部屋から仮設の敷地外に柘る所までシート

を敷きました，

今までに述べた他にも、仮設住宅の手すり付けなど、いろいろ改善しました n 仮設

住宅というものは、高齢者の方や身体陪害者の方には、そのままでは住めない状態だ

と石っても過言ではない、と思う今日この頃です。

12)悩みの小石拾い—仮設住宅の改他について J殿本弘）

届災後、家を失った多くの被災者の方は、避縣9和から仮設件宅へ移行しているa

ここで問題になるのは高齢者・降害者の多い仮設（全宅で、その中比校的便利な市街

地近辺び｝仮設住宅は65歳以Lの硲齢者か60％以＿卜で占められ、超高齢化社会を現出し

ている。私たちボうンティアは、窟災直後のライフフイン末閑整時より水汲み・瓦礫

処理叶9J壊家展の荷物引山し~引 •9越し等の言わばハード面の火事場のホランティア

と召うべ送「｝ークを行ってきた、，被災者の仮設住宅への入居か始まってからは、ワー一

クの中心を仮設住宅に移し、当初は個別訪問からいろいろな生活困窮ニーズの附lき取

り調査を開始し、一方で仮設住宅周辺の買い物先、病院、交通機関等の生活情報マ 9

プを作り配布した。困窮ニーズのうち可能なものは即時その掲で鮒決していった<)文

字通り仮設住まいの為に建てられた仮設住宅は多くの欠陥不備を抱えており、高齢者、

防害者にと-,て行みに（い欠陥作宅であったc

当初、神戸市、兵庫県の仮設住宅関連の窓口は住宅と周辺菜境に関する苫情に対し

茸任のたらいまわしするだけで一向にアクノョンを起こさなかったc

本庄の仮設で段差の為、足を滑らせ骨折するという紺故があり、いたずらに届誼な

詩腐lを空要するより巳）らの手で出来る可から解決していこうというのが立ち．ヒがり

の勅機であった。

そこで、・中に男了ボランティアか中心になり、金も物もない、善窓の労力のみのボ
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ラノティアこととて、入II段差解消の為のプロックは壊れた枷のものを求人了解を得

て宜いうけ仮設に運んたu

高齢者や悴害を持つ力は狭いスペースの中でトイレと風呂か同設されたこに→トパ

スはとりわけ使いにくく、大ぎくまたいで入らねばならない浴槽への山人bに雉粘し

如

そのための踏み台を石川県の大工さんのボランティアチームが作ってくれ、それを希

望名に配布して団ぷ。新聞・テレビ等で報じられ、それを契様に各地での後力支援

が広がっていった。泥淳む仮設内遮路の砂和1引幸の材料も、善意の一貝として区内砂

利業者に無偲提供して貰・9fこ。

洗潅物Tしの位置の上ド調槃、手すり取り付け等私たちか手掛けた作業の中には、
裔齢者・際岳者の多い仮設住宅固有のItまい改菩ニーズも含まれる。
最近、被災者の心のケアという課頌がタローズアップされている。

被災者は仮設を出てからの暮らし1匂き、住まい、肉殺の死去なと、瓦礫のように悩

みが心のなかに一杯に詰ま・＂ている。トアの軋みを直し、入 rl段差を秤消する行動が

被災者の悩みの小石恰いとして私たちに用来た小さな心のケアだったとの恙いを深(

している，しかし、仮設の現伏はまだまナ厳し（外出もせす、近所との接触もなく閑

しこもったままの独居老人も多いc

大きな被実を受け、避鑓所を出てからは給食も無く日活の道を歩まねばならない尚

齢者の中に日常生活の純持さえ困難な人々がいる。このような力々の受けITT1はあるの

だろうかc 職もなく収人も少ない人々の多い仮設の現状では、れ（先のてだてbまま

ならない人々の支援をこれから本腰を入れて取り組まねばならない。

登沢でなくとも必要な設鉗の報った公営住宅を一日でも旱（建て、家毀などの人届

紐の高いハードルを高齢者、降店者の生活支援の為引き下げねばならない、』 i」政も

政治家もこの市を爽剣9こ考えなければこの一見豊かと言われる口本で、大臣の被災難

民を出すことになるかもしれないc

2.生活支援活勤―ともに生きるということ

震災ボランティアという言葉から受けるイメージは、人命救肋なとの劇的なシーン

を想像させるものである。しかし、箆災直後の混乱期か過ぎれば、仮設住宅でのI:i'常

峠活研寺っている u それは、劇的でもなんでもない当たり前の経らしであり、当た

り前の生活を支えるのか、 lネットワーク．の生活支援活動であふ地味な活動であ

るが、ポランティアの原点かもしれない。それとともに、生活のアタセントである楽

しみや息抜きを提供しているのか、茶話やかテントの活動である"

5,1 



111あきまへん、しんどうて一•一•A さんの生活支援（芝崎信子）

高齢者は地域社会や家臨生活から、やしもすると孤立して自分の殻に閉じこもりた

がるものです。身体的な哀えや此度のような人笙災による社会的変化からくる生活の

激変は、それに J吾拍克をかけることになりまl.tこ'Aさんもそんなお一人と思われ

ますu

「お早うございます、 Aさん、，助け合いネットワータから参りました芝崎です l

鍵はかかっていませんでしに入ってす（か台所兼食堂、そこを通り越して奥の部厖

のベッドのAさんの側に行きます。お元食しなお顛を見られるか、 ドキトキする瞬問で

す。

lあんたやったんか

と目を細（聞けて答えてくれました。休を少し「（」の字にして休んでおられしんど

そうに見えます。

「今朝は、ご気分如何ですか」

「あきまへん、しんどうて

lお寒（ありませんか、外は雪ぎすふ今もチラ・チフしています''

lさよか」

とおっしゃってカラス戸越しに外を誂められるが、吉の実感はなさそうでしたロ

工 9'コ／が利き、と Cもあたたかいわ部邑で j。

Aさんば人件まいc 廃様は昨年亡くなられたそうです。 g4歳という高齢ながら

u 自分の家がいい＂と頑弧—9 ていらっしゃいます。大変気丈な方で、お了9浚らの心配

をよそに一•人苺らしを楽しんでおられるかに見えます、，長年、船場の紙惜l犀さんで蓄

頭をしていたこと、蔽年少の番頭で仕市仲間の油の付き合いか大変だったこと等、良

き時代のお話を聞かせてもらって、また半年も経9 ていません。

宥か召し上がりますかl

渭嗚を作●9てくれるか」

小さな土禍でお米を三分のーカ 9プほど洗い人にかけます，ガス台のti仕ベッドの側
とを行ったり米たりっ

澤醗の中にスープかあるやろ、あれも少し薄めてや」

「はい」

「そこにすり鉢おませんか」

流しの横に見えたので

lはい、あります」

「お粥さんをようす←］てや」

いつの問にか、流動食になっておられます，ヘルパーさん、娯さんと誰かが毎日来ら

れるようで

5 5 



「わしは我が紐やから9

が実行できるのでしょう c 杜には緊急の君話先のメモも見えます、9

歳をと 9 て、作み慣れた家、地域で暮らしたい、これ止誰にも共辿の顧いです。

しかし社会構造の変化と共に、との様な状態で歳をとろうと、願望を満たすのは難し

いことです，，辰災後の状況ではなおさりでしょう，

「共に生きる」を強く認識し、心を開器地域仕民による共助活勅、即ちボランティ

ア活動か益々大切になるでしょうc

121ほんのり化粧で会いましょう ＂茶話やかテント＂ （武田純子）

咋 3月初旬より仮設住宅0ー以居が始まりました。 日誰／：も活をせず家の中に閉

じこもりがちなお年寄り、］しの仕まいから遠く離れ、さみしい思いをしている人，．

そのような方が寄り、ちょっとおしゃぺりする場があれば．，．と、 4月の暖かい日

より移動集会所＂茶話やかテント＂がスタートしました n

ある夏叫l、テント 2張、長机6点、丸イス20脚を裁せた車かH的地に到荘しまし

た。＂アレ y‘!"その日予定している仮設住宅横の空き地に、数台の屯が駐車じてい

ます，急いでテントの設営娼祈を移動・ー・これも90本足のテントならばこもヨイ

ジョと持ち上げて移動できる訳です，， 15分程でミニ第会所か出来上がり、女ゆ甲いお

年寄りは、それを見勺るようにして待ち受けてくれますc 最初は遠虐がちな人も、テ

J 卜の中に知った顔を見かけると足阜に寄ってぎて、今ではすっかり「お馴l珠みさ

んlになって、後片付けをするときは申し訳ない気もします｀ぃ

その日のメニューは、ミニパザーとかき氷でした。テント設営とl司時に、かき氷器

のコノセン 10海ぬを仮設の住民にお願いすることや、バザーの晶物のl凍列、そして

テントの中のレイ j'ウト笞、イペノトかーっ以卜になると小道具も培える代わりに、

集まる人も多く販やかです。かき氷て童心に戻り、背話に話のはずむ人もおれば、パ

ザーの品物の品選びにジャンケンまで出てくる賑やかさもあり、 2時間のテントは、

またた（内に「満貝御礼 l といった所ですc

茶話やかテントのスタ 9フは14~5人、ミニイヘントは季節に合わせて、七夕飾り

作り、クリスマス飾り作り、切り絵、ビーズ手去等、またバザー、民謡など、講師も

本業講暉、国這師にわか講師等々多彩な頻ぶれでいつも盛り上がります。またお

茶とお菜子以外に、時折、かき水、ソーメン、粕汁、うどんの：二郭食も添えていま

丸

「今度いつ来てくれはんの？」と心待ちにされるど、つい「あした！ l と言いた＜

なる気持ちを抑えながら、ニヶ月後にも必ずお元気でお逢いしましょう、と約束をし

て帰ります，

やかて一年になりますが、今では、公園杓にある地域",I仮設住宅を主に、民生委員
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の協力も得て周辺の一人暮らしのお年寄りも誘っていただ（ことになりました，9

うつ向含加減1ごドソボ｀）話していた人が、その次にテントで逢った時には、ほんの

りお化粧をした顔に思わず「何か婚しいことありましたか？」と聞いてしまいました。

スタッフの私たちも、さわやかな雰囲気を残して帰りたいと思います。

（茶話やかテントの活動報告＆活動日誌は資料編：賢料4---0l～③参照）

3 仮設往宅ふれあいセンターの活動—ーコミュニティを産む

仮設住宅ふれあいセンターの活動は、住民の万にいかに楽しんでもらうかという意

味では、茶話やかテン 9の活動の延長線J-にあっに同時に、楽しい＾住民自身の

場」として自ヤ述営して頂くことを通して、コミュニティのない町にコミュニティを

生むことを期待されている活動である］

Ill賑やか元気な女性軍一ー深江浜から（島敦子）

1995年8月8日、 1深江浜ふれあいセンターJの捌所式を迎えた，

ホールの内も外も色とりどりの風船や輪つなぎで飾られ、お天気も上々（翌過ぎた

けど）。あとは住民の世さんの来能を待っだけとなった，~

lだれも米なかったらどうしようl

心配でしっとしてはおられず、ハンドマイクを持って住宅内を呼びかけて回った，

式開始の10時半、 50平方メートルのホールには50人近い人が集まり眼やかに開所式

が始まったのである。遅れて参加する人もあ,,て狭いホールは一杯となり、ソプラ！

歌手の独"月と住民参加のカラオ仇ポランティアによる、プラスパ,,,、演奏とギター

の弾き語り。どれもみな喜ばれ、会場の外でのかき氷展さんも大好評だった。大釣の

住民、ポランティアに支えられて深江浜ふれあいヤンターはスタートしたのである。

スタートはしたものの、果して利用者はあるたろうか，

月曜から金唖までポランティア数名で当番を決め、年前10時から午後 4騎まで開陀

した。

8月はお茶とお菓子を用意し、おしゃべりで時を過ごした。ポランティアの一人が

自宅からカラオケの投器を持参したところ、これが大受けで、少ない曲数ながらマイ

タを掲り、 「アソ、もう 4時」とうらめしそうに言われたこともあら

住民の代表の発案で、 9)115日の敬老の日までに千羽鵡を折・ることを呼びかけたと

ころ、数名の参加があり、 70オから80オの方々で＇生まれて初めて鶴を折る］という

人もいて、暑さのせいもあるか冷房のきいたホールで汗も<-）しよりであった。肖宅で

折~って下さる人や民牛委且の応援もあって 9 月 15 日までに立派な千羽鶴かできしがり、

大釣の人達を迎えることかできたc

9月15日には住民の方の舞踊、関四子'‘大学の学牛の落語、住民によるカラオケ大
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会と、老いも宕きも参加して半日を楽しくすごすことかできた，

日常的なこととしては男性軍は併l碁を毎日の様に行い、女性軍は折り紙で（す玉を

作った，折り紙の先生は住民の一人であるc また、カラオケも住民の中に先牛がおら

れ、自分のCDGを持参して歌明／廿率も行われ、多い時は20名余の参加者かあるまで

にな 9 た，9

外部のポランティアの応援で囲碁は順調に行われ賑やかであったが、 ll月ごろから、

就醜する人も出て参加者か減り、外部のずランティアもl2月で終わりにしてもらった。

男性の束館者はぐっと少なくなった。

女性軍は賑やかに元気である。

l0月から遺 2 同、編み物教室を開いた。初 El の参加者は 5盆毛糸持参者 l 名~我

々が持ち寄召：毛糸で／njいか始めたが屯糸か不足することは目に見えている。そこで、

ネ,Iワークの協力で神戸新聞に毛糸がほしいと1且載していたたき、沢山の毛糸を贈
・ってもらうことかできた， 針だけ用意してlこ再度呼びかけたところ20名の参加者

があり、毛糸たけ持ち帰・3た人や転出した人もあるが常時、 JO数名の参加者かある。

一言もしゃぺらず編んたり、しばし手を休めてはしける様に笑い、話したりお且いに

教えあったり、と、なごやかな雰柑］絨で一日をすごしている，クリスマスには帽子、

マフラー等が公滋灼ぽ集まり、抽選で住民に賠9 た，

月に 度、原谷•安元両允牛の指等臼臼源法を行っ―C いる。音楽に合わ・けて9けの

運動やゆったりとした仝身述勁をする＂又皆で歌いながら身体を動かす- g月から

始めて 6ヶ月かすきたが「次はいつ？」と楽しみに待たれているのである。

巾発的に来てくださ．Jたボランティアによってバザー、試食会、茶話会等も1jわれ

応又、公的機関による講習会も行われたょ

紺み位、カラオケ、析り紙と重複して参加している人、とれか一つたけ参加の人、

大きな行事の時だけ参加する人、ただ来て椅•子に厭かけている人、と様々たか明る（、

楽しいセンタ・-を目歴にや・っていきたいと顧っているu

12)トイレ掃除担当します―六甲アイラントから（j下光子）

吠甲アイランド北ふれあいセンター それが、その立ち，'げから私の携わ 9 た所

ですc そこは民生委目か中心となって友愛訪閑グループかしっかり活動をしていて特

に一人弄らしのお年寄りについては、毎週訪問し、安否確認、話し相手、逍院介助な

砂~；援J もおこなわれています。六甲アイラントに関しては溢路の車↑者もあり、 ・東

灘・地域助け合いネットワータ”は個別訪問は行・っておらす、ふれあいセンターの立

ち」げで初めて仕民の方々と知り合い、どんな人達とどの様に運営していくのか、な

かなか見当がつきませんでしに民生委員の力々の推点で迎営を手伝ってもらえそう

な人達を集めて頂いて話し合いをもち、手さくり状態で8月」79lオープンを迎えまし
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た。 8月はふ定期にお茶会や外部のボラノティア団体によるイベ/卜で、なるだけ多

くの人にふれあいセンターを知立頂（様にしましに住民、民生委員、友愛訪問グ

ループ、そじC私共が何度か言紅し合い、徐々に運営委只会の組織もでき、鍵譴詞

し出もあり、 9月からは定期的に開館てきるよつになりました。ある高齢のおばあさ

んは 私はトイレの掃除だけさせてもらいます」とおっしゃ'」-ag朝必ずふれあいセ

ンターに来られて、 9イし掃除をも（も（となさる姿は、まわりの者も励まされギロや

かな中にも当悉の宜任をしっかりとそれぞれが果たされる様になりました。

昨年ll月末には、あるボランタリー団体が赤倉温呆にバスの一泊旅行に詔待して下

さり、的数名が温泉につかり、ご馳庄を食ぺ普段の苦労を忘れてのんぴりと楽しい時

を過ごしましに私も付き添いとして参加させて］頁含ましたが、普段は知ることa只

きないお年寄りの方たちのた（ましさ、 （バスの休臨毎にサーピスステーンコノ°'ト

に行き飲食されたり、おみやげを買われる速さにはおどろかされました） （つろいだ

姿に接したり、また男性の方たらとのざっくばらんな交流なと思わぬ経験をさせて頂

くことができましたぐ

ここは自治会が無いめずらしい仮設ですが、ふれあいセンター独自の述営ができ、

住民の方たちによる適材適所の仕事ぶりはとてもスムースにいっています，．硯在私は、

時たま相談にのる程度で殆とイベントも住民の方たらだけでこなされているのをみま

すと、住民のふれあいセンターに対する惹識の高まりを屈します、，

ある老人 lさんは、あまり人との交流ができず、初めのうちはこわい顔して、一言

もしゃぺらず、ただ中へ人ってくるだけだったのか、お茶の時削や趣味の集まりに参

加するうらに顕なしみになり、声をかけてもらえるようになり、少しずつ笑頻がでて

くるようになり、ふれあいセンターか休陀旧でも何かの用市で連営委員の人か来られ

てたりするとすぐに出てきて、今では冗談も言ったり仕車のお手伝いも禎極的にされ

るようになったリこんな様子を見ていますと、盆災でご苫労なさった人達がたまたま

知り合いになられたのですが、ふれあいセンターを辿してあたたかいーふれあい｀＇か

でき本当によかったと思いますしまだまだ、利屈者が少ないことが問姐ですが、 人

ずつでもロコミで増えてい存、どこもi]くところの無いガたちにとって、また今後、

窟災前の所に戻って行かれる方が増えてくるにつれて寂しい思いをしないためにも、

ふれあいセンターか心のよりどころとなり楽しい仲l即）梵会所として生かされてい（

ことを願っています。

4．コミュニティ活動への屈開 に設から一般地域へ

ふれあいセンターでの活動体験を一般地域へ広げりれないだろうかと始まったのが、

ふれあいサロンであるく，ふれあいサロン紺また始められたばかりの新しいプログラム

であるか、福祉と医療を結ふ試み、多様な人々や糾糀の共同による楽しい試みとして
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注ドされつつあるc

(1)みんな手づくりー一ふれあいサロンから（橋本倫子）

地域に住んでおられる高齢者の方を、民生委員さんか誘い出して下さり、お医者さ

んの行合室やリ‘ビ＇！室を会場にして、楽しくなごやかな午後のひとときを過ごして

います口これが、ふれあいサロンですい

昨年19月より試みに始め、今年 1月から 4ヶ所の医院で本格的に始まりました，ゎ

たしたちは企画と連営をまかされています，一時間半の問に、体を動かすこと、面や

手を使うこと、声を出すこと、いろい，，な要素を取り人れて誰もか気軽1ご山来ること

や、ふれあい交流をめざす企画をたてますc

チランを作り、民仕委員さんや医院へ庄布する仕車や、手芸材料を、当H30分付で

作品が出来上かるように下準備をすることは、大勢のボランティアの方に手伝っても

らっています。当且午前中は準備に追われ、忘れ物のないように持ち物のチ t ソク

が欠かせません"2時から始まりますが、 3侶藉りに着くと、お寒い中、もう待ってお

られる方かいます迄どこの医院も20名前後、 30名近い会場もあり、スタ yフと合わせ

ると 4~50名となり、うれしい悲嗚をあげていま丸付添いの方と~に米られる方、

御夫婦で来られる方、中椅『で来られる方、診察を受けにきてパチンコで時問をつふ

したあと現れる方と様々です。以前に「お話し相手lのボランティアでお訪ねした方

もみえていて、その時は、今の一営の望みは早く死にたいこととl]癖の様でしたが、

ふれあいサロンでは牛き生きとなさり、欠かさず参加しておられますと

最初に、体をほぐす節単な体操や腹式呼吸をしたり、しゃんけんゲームで頭を使ーJ

たりと和気あいあいのうちに心も身体もほぐれてきます，次の手去の時問は又にぎや

かで、ワイツイガヤガヤと教えあい、失敗しながらも最後には可愛い作品が完成しま

す。男性の力淫も楽しそうに参加して下さいます。 ドクターの一9こl健康講座は、毎回

あります。日常の生活で特に年をとってから気をつけるぺきことを、わかりやす（話

して下さり、世許かに聞き人っています。これは、ずっと69していけば健康管迎の立

派な本ができそうです，歌の好きな方も多く、宦謡1かどの歌もしっかり覚えておられ

みんな童心に帰って大きな声で歌います。 40曲の童謡を歌集にしていて、ー同1ご丘、

六曲歎っています，二糾に分かれて輪唱をすると、いっそう座が盛り上がります，最

後には毎回、福引があります，寒い間は新品の宅気ストープを—一台ずつ出しました，

ポランティアのKさんか作って（たさった色とりどりの手編みの帽千や、お客様が作

られた折り紙の見祁なくす玉、医院からも色々な物を出していただ盛、回を重ねるご

とに景品の数は婚えてきました。（しに当たった方は大百ぴですn

皆さん帰りには、 「また来月楽しみにしていますよーとニコニコ笑頷で帰っていか

れます。
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またあの顔に会いたい、あの声をもう一度開ぎたい。そんな小さな思いからでも足

を遮んでもらえる様なサロンにしたいなあと思っています。

（ふれあいサロン活動報告＆活動日誌は資料編：資料6一①一②参照）

5・ ボランティアを支えるポランティア一学び、食ぺる

第2章では、 BおよびC研修参加者の産を紹介したか、ここでは、その担当者の声

を蘭いてみた。また、ポ弓ンティアカフェでは、毎＂ポラノティアのために心づくし

の屁食か用窟されている。この昼食を楽しみにポランティアに来る人もいるぐらい、

lネ9トワーク の店動に欠かせないだけでなく、 「＊ yトワーク」の雰囲気を象徴

する場になっている。

Illムズムズ大歓迎—ポランティア研修から（鵞池美智子）

先ず、ポラノアイ｝ア研修について、少し説明します。この叫修は、被災地支援につ

いて地元に根を張りなから旦の長い活動を続けるぺ(、 9f年6月頃から尖施していま

す。ポランティア自身の日覚を高め、活動への参加窓識を高めると共に、相且のコミ

ュニケーンョンを密にし、こころと実際のケアの両而の知識を持つことで、安心して

活動に取り紐めるようになります。

A. B. C研修について、もう少し詳しく説期すると、

A研修一甚磁コースとして、オリエンテーン—J ン c これは、ネットワークの活動目

的と活動実緑、そして被災状汎と仮投住宅の現状説明3 また、被災者のこころのケア

について臨床心理士からの被災者との接し方、信頼関係の築き方、器災でQ;影智等に

ついての講義かあります。

B研修初級コースとして、介護、介助に関するトレーニング。石凌資格者による

高齢者、身陸者の基本的介護と車イス介助と自人の手引き等の実施研修 次1こ、被災

者支援についての意見交換、経験者（ヘテランポランティア）を交えての質疑応答と

意見交挽J

c研修—-'J フレッシュ研修として、被災地の環境が変化する中で、ネゾトワークが

常に活性し、ひとりひとりが活動に各々の＂やりがい＂を見いだす為に、 A,B両研

佳を修了された方を対象に企画されています。また、その祁度、いくつかのテーマを

決めて、話し合いの場としています。

私かこの研修を担当して、まだ 5 ヶ月程ですが、おもな仕事内容は、会場の手配—

設営、講師の方との連絡やチラシ作りでした。が、最近は各研修に参加させてもらい

ボランティアの方々のいろいろな意見を聞かせてもらっています。そんな生の声を逹

くことで、私自身も勉面になるし、 「へえー。こんな風に考えれば、ポランティアも

楽しくできるんだ！」と考えさせられたりで、 1jっこう、気持ちが軽くなったりもし
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ます。

また、最近の研修についていえば、堅凶しいOX研修といつのでなく、 「お茶を飲

みなから とか「食市をしながら」何でも話す会と題して、思いつくまま、楽し（ワ

-(ワイとおしゃぺbしました。そんな普段酋の会話で集まった生の声を大切にし、そ

れを今後の研修に生かせたらと思っています。でも、本当はこういうUl：修という形で

様々な惹見を出し合い、話し合つのでな（、日々の活動の巾で、その都度話し合い、

問題解決できたらなあと思うのですが・…・・。

とにかく、これからは、 A.B, CI，1修共に月 ・回程度、予定していますので、甘

さんふるってご参加ください特に、 B、C研修は何度参加していたたいてもけー】こ

うです｀。何か、しゃぺりたいことがたまっていて、ムズムズしておられる力、ぜぴ

その声をきかせてくださいc

121ボランティアカフェ―食事班から（太美京）

’噴中、仮設住宅を廻られたり、それぞれ逹った役割任務を終えネソトワータに婦

―'て来られた方々の昼食の支度をしておりますn

猛暑の口、又寒い冬の日、外より帰って米りれた方がホ 9 と安堵の—·時に、季廊こ

添った温度差を心掛け作りました料押を、美味しく、明るい雰囲気で団槃のもとで食

していたゞけたら準備しました者も幸せな晦間です。

材料は前日、余裕の有る限り求めに行き、肉類はこちらのお店、野菜はあちらのお

店、と鮮度、素材も考慮、価格も人きな要因の一つです。私の場合、月曜と木曜/,Iこ

参加しております。当日は、朝のミーティングの 9時30分に来まして、先す、人員数

をチ上ック、お米を洗っておきま土カレーライスや炊き込み御飯は平索より少し多

めの御飯が必央です。お名前の記入を忘れておられる方かおられ、人門数か多くにな

り、最初は戸惑う車も有りましたが、現府ではだんだん慣れ、慌てないようになりま

した。平均 25、6名の様ですが、日によりましては40名参加で、この折りには前日

購入の材料では不可能ともなり、は遠メニューの変更、この時には人変でも有I)ます

が、気持らに依っては、脳の活性化に役立つ審と楽しみながら作っております勺

御飯、お汁、主菜にはポ＇）ュームを考え、牛、瞬謁肉のいつれかをお比しに、と

りどりの野菜を多めに人れ、材料からのうまみを基に味付けは健屎ふ●匂海味に仕立

てています。結構美味しく出来ます。手前味噌かもしれませんが，，菜魚も1JIIえたいの

ですが、人員の変動で無理な点も有るかと恩えます。

私方、蔑災で半境なから健康に器らせます事に感謝し、叫年，1月よりこちらのポラ

ノティアに参加させて頂いており、多くのお芹い方々との肯直な触れ合いを大切に、

これからの人牛を送って行けたら有り難い事と思-9ております，
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※吐釈

東灘・地域助け合いネ yトワータでは、ポランナイアの昼食を毎日、テントで作っ

ています。近所の県営住宅に「悠友の会lという土姉中心のサータルがあり昨年4月

より昼食作りポランティアをお99いしています．始めのころは、水均は 100メートル

ほど離れた駐申場隅の蛇"まで坂を IりFりしなければならなかったし、カセッ 9コ

ンロ 2台しかなく鉛＿一つで御飯炊いたあと、おかず作り、と大変でした。少しずつ炊

飯器、ポット、冷蔵趾、食器も増えてきて、 7月にLPガスコンロが設置 8月には

鰭所の横まで加逍が引かれ流し合もつきました。こうしたなかでの食事作りの苫労

は、 30人分ぐらいという且と献立決めですじとんな食亨でも、ワークの後、みんなで

にぎやかに食べるとおいしいものですか、作る側も次第に「次は違うものを」 「もー，

と要んでもらえるものを」となってきて、いろいら悩まれたこともあるようです。メ

ンバーの方も、引・っ越しや仕単なとで斌り、今は運 3日が「悠友の会lそれ以外の日

はそのHのポランティア・ワークにしています，

6, 「ネットワ＿ク」の裏方たち~われている苦労

ここまで紹介してきたのが、 「ネ ylワーク」の表舞合だとしたら、最後に紹介す

るのは、ネ y トワークを険でささえる要力にちである n 'ネットワータ」の活動をイ

ンターネットで惜OOO信する作業は、未来への先行投姿でもあるとまた、口々｛乃活動

の人的、物的認整を仕事とする専務局は、 「地域で共に助け合って生きる」もう一つ

の現場である。

111パソコン番で申し訳ない—情其処理担当から（滝澤めぐみ）

気かついたら情報処坪捐当になっていた。ポラノティ rを始める直前には家のパソ
コンで近んでいた。たまたまワープロを打・っていて半務の．仰tになった。インターネ
ットに閃わるようになったのも偶然たn

4月にボランティアを始めた’'，1i岬、生活支授のワークに出かけ、り後は日々の
活動の記録をワープロで入力する。叩純なから、これか私の情柑処珂の始まりたったc

5月から11仔さ町布こなった。 9月、大学生2人がパノコン担当としてやってぎた。

あるH、パソコンIn当のT君が 市民団体のためのイノターネ y卜講躯lに参加す

ると99いた。個人的な腿味でついていくつもりだったら、彼は当[lになって念Ii」で行

けないと言う。私は盆におまけから担当者になった。それで後1]の情報処理の打合せ

にも出ることになったのだ。

その後、マッキノトッ／ュのパソコン 式か寄贈され、郎料でインターネ y卜のホ

ームペーノを開設させてもらえるという話も来た。 JO月には活動記録の委員会にも出

席させてもらっ応とんとんと来たが、その後はそうでもなかった。
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ホームページには、まず活勁の説明、束灘区の被害状況など、それに茶話やかテン

トの記録やパザーの記事なども作・」てみた。でも、文吉だけで終わりではない，・イン

ターネットには “H割L'という記号がありそれで文字の大小や改行、背景の色、ペー

ジからページヘボタン一つで移動する指示なとを出す。週3日の事務所の仕車中には

手が肉らず、家でもつい締切りがないから後同しになる，日か経つく』いい加減やらな

（ちゃと参考吉と首辺lきで徹夜に近いこともした,11月下旬には少し形になっtふ
ある日、半務所に竜話かあった。商校時代の同級生で、筑波に住むNさん。奥さん

共々 15年来の付き合い．，でも、ここの市話番号は教えていないのに。今同のイノター

ネ9 卜の協力者［さんかパッコンネ y トワークにここの連絡先と私の名前とホームペ

ージ作りのお手伝いを求めます、という情報を流したらしい·•そんな所でつなかるな

んて" N さんは私たちのホームページの仕上げ担当とな—]に情報処理の責任者の斤

野さんやNさんとのやりとりは完子メール。急に毎Hかパノコンに占められる様にな

った。

やっとできた原稿を星野さんに送る．．由ほど修下が入・ってくる。直したのをNさん

に送り、“四L”の訂正してもらうc そんな往復を繰り返す。沢山修正原稿が溜まって、

古いのと新しいのを1,1逹えて送って慌てたりするうち、開始は年を越すことになって
しまった。

粘局、ホームページのオープンは1月2年。ほっとしたけど、まだまだeれからle

言うところt：。開いたものの、まだ反蓉はない。こんな仕単をしていると、直接被災
者の方のお世話をしている他のポランティアの方々に申し訳ないようにも思う a でも

将来、こんな活動の稜み頑ねがパッコンでのボランティアネ y トワータの基ぬになる

かも、と思って続けている。

（インターネット・ホームページは資料編・賓料7参照）

12)そこに「人」がいるから―市荘局から（原俊子）

事務届｝は現在、中村代表と私が週61汁、それに週3日のTさんの3人でやっている。

ここに常任幹事のSさんかほぼ毎E、ワークに出かけるし内は加わって、洒常業務を

していな通常業務というのは、 言でいえば、あの小さなプレハプ出務所のrhでで
きることすべて、とい 'Jていいだろう。

なにが大変かといえば、なんといってもその忙しさである。朝9時すぎから夕方ま

で、軍話がひっきりなしに嗚り、遠くからも近くからもいろんな人が訪ねてくる。ボ

ランティアも入れ替わりたち替わり束てば、コビー、印刷をし、ワープロ、パソコン

を使う，，また、ワークの報告もある。そういう中で、いろんな専務処理をこなしてい

かなければならない。

篭話の用付は様々だ。ボランティアの依顆であれば、その内容を詳しく聞き、引き
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受けられる事なら日時を確かめた上で、そのドに既に決まっている他の仕半の品と参

加予定ボラノティア人数も考えて返事しなければならない。原則的にワークは二人ペ

ァ。しかし、引越し手伝いなどになると、 4-5人はいるし、克も使うとなると速転

で送る人が囮られているので、そのやりくりも要る。

参加予定ボランティア人数というのか、またクセもので、協力団体からの人数はり

ストかあるのでおおよそわかるが、個人参加者となると、その日にならないとわから

ない。それでも甜在は、継紛丞＇＂もが多（、賭日で「明 1]はTさんが来る lとわかる

し、毎Hの参加者名薄から曜日ごとのおおよその人数がわかるようになった。

ポランティアの数がワークの必要人数より少なくて、ペアが舷めず、一人でシンド

い思いをさせてしまった人も少なくない。原則を守るためには、今Eは人が少なくて

無、と判新し、後日に変更するなどの対r心が必亜だろう。が、その一方で、依頼者
から直接竜話を受けた私には、助けを求めている人がそこにいる、なんとか今日紅っ

てあげられないだろうか、という気持ちもあり、そのへんの揺らぎでポランティアの

人に迷惑をかけていて申し訳なく思っている。

その反対に、ワークよりボランティアか多くて、いざ仕事を割り振る段になって、

数名がすることなし、というのも実によくあることなのだ。ボランティアのために仕

車をつくるのも妙な話だが、そういうときは、急きょ仮設仕宅巡国などを入れたりし

ているa

東灘，地域助け合いネットワークのポランティア，ワークは、依頼があってのもの

だから当日までとんなものがあるのか予測がつかない（茶話やかテントなとの企血も

のは別にして）。だから、ワークの数と内容、ポランティアの人数といっのはまず合

致しないものと思っている。その時々で柔軟な対応かできるようにならなければ。

酋話はこの他、ボランティア志珈者だったり、新聞社だったり、イベントの閥い合

わせ、支援招力凹体からの最近の状況伺い、講帥依頼、物品の提供申し出や東灘・地

域助け合いネ y 1~ ワークの活動を教えてはしいとか、 1'， AX してくれとか、まぁ、実

に次々とかかって（ふ

それから、米訪者も多い。アボをしてくる人だけでも、＂も間をずらして 11に3組ぐ

らいの時もあるのに、そこへ突然やってくる人も必ず、紺日一人はいる勺米訪者があ

ると狭い事務所の半分がうまり、対応するのは中村代表。その横でij好意をつけている

と酋話。話を閉いていると、もう一つの篭活かりかりたした。とる人がいない, FAX 

の受信だったc ワータを終えて戻・ってきたポうンティアから報告のファイルをもら・9

ていると、宅急便がきた。受取の最巾に、いきなり「今日、行ってきた家ねえ 9 9 

・」と話しかけてくるポランティア。印刷機を使いだす人もいたりと、仕項は一向に

はかどっていないのにグッタリしてしまう。

ここまで吾いてきたことは、一日のうちのほんの一部分、仕事のご（一部にすぎな
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しi。

匹で偽ついた神「＇の東灘で、東灘・地域助け合いネッドフークがこれからどのよ

うな話動を展開していくのか、その｝f向性と意思確認は常任・，車会、幹車会で討諷

決定されふ決まったことを呉体化、実現化させるために事務局が仕¥をする＂関係

者との連絡渕蒋、習料づく糾知FIの活勁記録をきちん｝つけ、渚動を広めるための

情宣（パソコン通信もその一つ）も欠かせない。

全国の多くの団体—個人からの寄附金で活勁しているわけだから会計管理もいい加

減にはできない。寄附金だけでは足らないので、これはと思う所へは活動社の助成串

甜をすふ助成金が出ればき 9 ちりした会計報告も作らねばならない3 母近になって、

茶品やかテントやふれあいサロンも別会叶になり、各々担当ボランティアかいるので

幾分楽にはなったが。毎l]の＇J-ークに付随する仕卓と並t』して、こういった先々の活
動のための仕車もけっこう多い，

ここの事務局か勺こんなに毎日忙しいのは、差っと人を相手にしているからだa 生

きて、生活しているお年寄りが、そこで困っていたり、孤独な思いをしているかりだ。

私たちが少し手を貸してあげることで、その人が生き続けようとする）Jになっている

んしゃないか、そのことで私たちも励まされる。これか「地域で共に助け合って牛き

る」ことと思えるからこそ、大裟たけどやりがいもある。

最後に、東灘・地域助け合いネ y トワーークは、—年 3 6 5日、そこに集まるすぺて

の人たちの屈託のない笑朋とm気な活動、明るい雰固気に満ちていて、半務局の「苦
労」もずいふん救われていると言っておきたい。

（注． lネットワーク」事務局では毎日、活動日報を作成している。資料編．衰料3

噸～⑫滲照）
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2 共生社会の担い手として・ 「ネットワーク」の組織とその遅営

iネyトワーク lには、当初から定められた芽凜計画があったわけではなく、地域

の人々の要望に添って活動をすすめている間に、活動や市業が自然発生的に生まれて

きている。もちろん、新しい活動を始める際には、東灘区内や神戸市内の中での、他

のポランタリー団体の活動とのハランスや行政との接点を、たえず留窓し配店してオ

すめてきたu

多くのボランタリー団体が撤退した現在も、 ＇ネットワーク」が活動の 99を広げな

から活動できるのは、地元住民によるポランティ 9'が半数以上を占める組織であるこ

と、人々の淫望9こ忠実であり、そのことに常に柔軟に対応できる運営方法をとってき

たことによっているの， 「ネットワーク l0)絹織の特微は、 17の活動グループがフラ

9 卜な作業共同体をつくり有機的につながりなから活動している点であるn

そして、こうしたダループの活動を緑の下で支えるのは，，務局である。現在「＊，

ト『Jーク」の事務局には 15人の専従スタッフがいる，・ギラノティアは基本的には本

人の都合の良いときに活勁すればよい。しかし、 9ネ yトワーク」全体の活勁の引き

継ぎや連絡や外部}の交渉、会計処理をするために、その作業に貢任を持つ専従スタ

ッフか必要であるっ当然、＂従スタ yフは有給（世「勘種の給与が払えるかどうかは別

として）でなければ続けられない。 H本では、一般にボランティアというと無僭の活

動と理解されているため、ボランタ 'J-B1体（市民活動団体）がふつうに活勁を継続

するためには専従スタ yフが不可欠なことがなかなか理解されていない。

いま「ネットワーク」には、ほ19毎日活動しているポランティアは5名を超えてい

る。

l ~フラットな作業共同体~轍とポランティアのあり方

17のグループのボランティアリーダーは、月 1回、昼食時にリーダー会議をもゞC

有機的に連携をとりあっている。

「ネット「）ーク」の活勁の意思決定や方向性については、 3か月に 1回の幹忠会、

(3名 '） -ダーは4名参加）また、片 lleJの常任幹事会 (4名）で、討議している。

ポランティアからの提案は日常の朝のミーティングや B研修、 C研修を通して稜極的

に取り入れ、叩改善につながるもの、方針に活かすものを逐次吸収している。

911小地域婁団（疑似大家族）の魅カ一「ネットワーク」のポランティアたち

「ネットワーグのボランティアたちは大きく分けて、 GJンルパー（退喩者）、②

学、＠勤め人、④主姫、の4つのI目からなっている。

この ，1つの届はいつもまんべんなく活動している 3 そしてこれは、たまたま偶然に

栂成されたわけではなく、各居の人材が揃っていて生き生きと活動できるように、リ
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タルートの方法やメニューの梢成に気を，，り、人材の供給を計画的に行ってきた結果

である。なぜ、このような配虐が必要か'3つの野由がある。

①どんなニーズにも応えられるように、また、とんなボランティアも受け入れられ

るように。

②組織の活性化のために。

R車業や活動がより地域に逃合し受け入れられるために。

たとえば、主婦居のポランティアにはもとよりヘルバー感覚が備わっているし、勅

労者は組織的感覚を身につけている。／ルバ一世代は豊かな人生経険を持っている。

こうした多様な屑で構成される組織の魅｝］は、それ自体が小地域集団であり、凝似

大家族の雰囲気も持ち合わせていることである。祖父社から孫の世代までのメンパー

の関係から意欲や癒しの力かかもし出される。現代社会で失われつつあるこのような

人問哭係を休験できることか、エ不ルギーの源泉にもなっている。ボランティアの評

価に関しては、経歴出身、学歴、百帯、所属、家族なと属人的姿索は一切加えず、

1今のあなた」で捉えるようにしている。興味本位のうわさ話は悼み、気枯らのよい

距離感を互いに保ちあっている。提供できるすへてではな(、 80％の力でより長くか

かわれるような配意もしている。

また、ホラノティアに継続して活動してもらえるように、食事や交通費の提供、保

険の幣備、研修の充実、ポランティアの疑問に応える垢や桟会をつくることなどに、

気を配っている。

(2社会をつくる主体ー一新しい形のポランティアを求めて

ポランティアにもいろいろあら従来型のポラノティアのタイプに施設型ポランテ

ィアが多く、それらは対紋者や職員に感謝されるが、萱任件や礼会性には乏しいとこ

ろがあった。

「ネゥトワーク」の活動の中でポランティアに期待される役割はそのようなもので

はない。 「ネットワーク」の活動では、自らホランティア活動をしたいという自発性

に加えて、自らのワークに査任を持ち、各自がさまざまなレベルで企画を寸て、それ

を某行する主体となる。そのプロセスの中には、ボランティア個人が成長できる機会

や垢が豊菖に存在する。それが、 「ネットワーク」のポランティアの特徴であり、こ

れが、 「＊ットワータ」のもつ可能性をつくっているといえる。

ボランティアをされる対象との関係においては、ボランティアの力を得ていつしか

自立の歩みを始め、共にパートナーになってい（インタラクティブな（双方向性） OO 

係を大切にしたい。

「ネットワーク lは、ポランティアが社会の有益な活動をも←＇と担えるし、担うべ

きというスタンスにたっている。ある意味で社会の生産の部分を助けたり、 9旦える）j
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を持った団体に成長できればという思いもあるn

131仕事がリーダーをつくる—~ーポランティア・リーダーの育成のプロセス

どの団体でもそうだみうか、立ちヒがり期に力を発揮できるホラノティアには、か

な約の経験ある人材（リーダ-)か要請される。

東灘・地域助け合いネ 9 トワータの立ち上かりでは、既存ボランティア団体で主力

になって活動していたメンベーが数名、最初の段階で参加していた。所属団体の活動

が休止していたことが理由だ9 たが、そのことが立ち上がり期の大苺な力になったく9

しかし、＇）ーダーに仕専が史中しすぎて、過剰ワークになっていった n

また、茶99やかテント（移動集会所）の可業を始めたときに、数名の')-ダーでポ

ランティアをコーディネートするのはむずかしく、阜急1こ＇)ーダーを育てる必要平か

られた。

そのため、まず、仮設住宅ごとにポランティアの中から仮設担当'） -ダー（各仮設

に2名）を決めるという、担当制をしいた。リーダーには地9じドランチィアを悦先；；

せ活動の継続と地域性を前面に出し、ポラノティアは日常活動の中で、場所・曜日を

決めて仮設住宅の巡回をした。

釦製担当リーダーは朝のミーティノグで必要な数のポランティアを引き速れて、担

当の仮設住宅を回った。さらに、月 1回は、茶話やかテントを持って担当の仮投住宅

に由かけるのだか、その時には、巡回訪問で出会った住民を呼び出すということにし

た。この茶話やかテントで、後々、ふれあいセンターの運営の中心部分を担う人材を

発掘できたという成果もあった。

9 ．ありがたい地域外からの支援—「ネットワーク」を支えるネットワーク

「ネ 9トワータ」かここまで活動を続けてこられたのは、さまざまな地坂外のネッ

トワークの連携や支援によるものが多い。

きわだったものだけでも、 YMCA関係からの物資やボランティア、さわやか揺祉

財団等、在宅支援団体からの芯悶金や情報の集約発信、 l応援する，h民の会」からは

スタ 9フの配置など、枚挙にいとまがない他に多数の団休、個人を合わせると、尖

9こ500件以上数多くのネ yトワータに支えられて今Eに至っているのである。さまざ

まな団体と迎携でぎた結果、資金や物資や情報を梵められたのだといえふ

震災以前に作られていたネットワークは現在の広がりの2~3割で、立ち上がりは

そのつながりによ-,て助けられた。以後は、訪問匝体をまきこんだり、個人的なつな

がりでひろげ、新しく獲得したネットワークか全体の1割ぐらいにのぽる。

（表4参煕）
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表4
東嘩 ー地域助け合しヽネ・ン トワ ー クのネットワークマップ

i[『お廿辺渥封
2アイセック
3アジア協会アジア
友の会

,4•岩号叩虚
5応援する市民の会
6大阪ガス
：1:神奈Hl；塁亜i当iじ
8岸和田女性会濃
:3-
10解脱会
uサープ
認類ゎ細瀾如暉1
13サ.,/トリー労組

26ヒューマンスターズ
筑ぼほえみ
沈悠友の会
29ユニペール財団
蹴拷淳紺会
31わかちあい阪神
32WACアクティプ
クラブ
33ワイズメンズクラプ
34わかめの会
35シルバーカレッジ
剖湿羨社鐸化協奎

14市民・連合ポランティアネットワーク
15璽心父母の会
絹和沈狂可；；；；窃岸逍泄翌涵四恥＃＃
17杉並区役所嘔員有志
；岱摂淳饂
19長岡まちづくりネットワーク
烈淫呻
烈地慎鵬傘9頃棚疇
22日木ポーイスカウト
23ハウジングスタッフ僻
24東灘区こども会連絡会
25清

1朝日厚生文化事業団
2オホーツクの会
3応援する市民の会
4大阪ガス
庁庄神第lIi悦荘五iじ
6岸和田女性会議
吃京都福祉生協
8経団連
9コウペペビー濶
闊堺西＇~北i面姦
;u器わ翌面福諏団
12市民 ・連合＃99テi1i，卜9-り
揺摂浬社協
騒賤英社奎哭化協釜
15長岡tち9（わ卜りーり

初迷北沌湧濯頃l
28東京ワーコレ

16世田谷朽ンティ7協会

醤忘謬
29阪神・淡路大震災復輿

I躙たんぼぼの家
競日菊舶撮禦点
121函如；固封荏＃溌強翌
22東灘区D-9リークう1
23連合
24ワイズメンズクラブ
25神戸新聞文化事業団
2瀾人民生クラプ

基金
30調布ゆうあい福祉法人
31ハウジングスタッフ儲
32釜石大槌地区五校連絡
協議会
33大阪YMCA
瀦掏卸l幽締茜辺迫
35澤田チャリティ'Iヽ ザー
茄東灘区社協
37笹川平和財団

7 0 

（団体のみ） 1996. 2月現在

1アジア協会アジア友の会
2アメリカンファミリー生命
3応援する市民の会
：雌條珂甜謳
5神戸西たすけあいネットワーク
6神戸中央たすItあいネットワーク
7西宮たすけあいネットワーク
l疇 屁臣尭呪併院協奎
；荘ヨ点ゴ茫ぢ：I,;;必珈出紐如奎
暉窃宅掘袖ザ邑ビ只類託
収さ＃蛉濯祉財団
12市民活動にインターネットを広げる会
13市民・連合ポランティアネットワーク
14情報センター
諏北た和松槌§
l硲
茸栂斌講査計向紺郊功
18阪神大震災泄元NGO連絡会
浪寅灘区社協 訟稟灘区役所
20ゆいの会 郊輯匡咲容市民福祉振飢協姿
21連合 2翡祖即関祖U

25西宮たすけあいわけーク
26マイムマイム
沼；コ茫ゴ巴i呑改
碑鄭董裁如馴滋栞亜が窓固
29がんばろう神戸

］あいの会
2アジア協会アジア友の会
3アメリカンファミリ一生命
4イナハラ儲
渇打暉加Ji品裾社

6応援する市民の会
7大阪ガス（パザー物資）
8ポップハウスキャン
（ポスクー・チラシ）
illls京都福揖饂
呵 ＃呻和1岨i鯰
韮I.．'斑 が描祉細
12市民・連合朽ソテ47
i介りーク
閲都市生活生協
韮秘祖ざ品社
瞑江祖暉麟
16'ヽ ウソノグスタッフ
切潤禰瞑祁鴇
18ワイズメンズクラプ
19大阪天王寺中学
20わかめの会
2け涸僻
況証茜柑荘住凍援釈1
23丸高繊維儲
24ソャスコ僻

25多紀郡社協
2躙 アイ
切府紀灘l泉腱所
28うhい台生涯教育切9-
29元気村
呵轄センター
叩 l誨如J虻西勃
臨田柑医院
33宮地クリニック
34川原医院
35ちびくろ救援隊
36市原社協
37がんばろう神戸
38兵靡県災害対策部
39東灘災害対策部
40大阪YMCA
41神戸YMCA

注：罪理苗届は震災以前よりつながりのあった団体



ふ地域の内に根ざし外へ展開する一 「ネットワーク」の移植と増殖

「ネットワーク：の活動は地域の内外で江Hされ、 不 9 トワーク l方式が移植さ

れたり、増殖か行われている。

III求められる支援プログラム一地域内のネットワークの展開

饂への運常移菩後のふれあいセンターの運営をめぐって、束薬区内ふれあいセン

ター交流会か鴻かれている。当初、 「ネッ トワーク」が関わっているセノター8カ所

の参加で加かれたか、第 2回目からは区内協力所の全貝出席で開かれるようになった．

ふれあいセンターの運営委員会の半分以上は自冶会とも董tよっているtめ、この交流

会は区判l仮設往毛地域住民組織の協議会の様相を野している，， lネy トワータ』はこ

の地域ネ yトワークの世話役、事務局となっている。今後は、 1捐催場所を持ち回りと

し、持ちICり地域のセンター運営委員会と共同して、事務局を続けることになってい

る。この地城ネットワークのための情報やJウハウ、プログラムの提供能力が問われ

ている。 （資料編資料5参照）

121活動モデル l作業、ノウハウ等）を通して一・被災地・地域助け合いネットワー

クへ
一方、東灘・地域助け合いネットワークを各地に移植して、被災地全体をカパー.ci

る地域ケアの体制がとれるように活勁をしているe

既に、市民・連合ホランティアネ 9トワークと連携した神戸西・助け合いネ 9トワ

ーク（須磨区）、神戸L|」央・助け合いネ ,I・ワーク（中央区）の他、東灘・地域助け

合いネ yトワークの参加者の中からの株分けとして、西宮・地域たすけあいネットワ

ータが設立されに協力団体としてマイム・マイム（尼崎）も加わり、これらの団体

では、東灘・地域助け合いネットワークのJ,9ハウが生かされていふ移送サービス、

茶話やか子ント、茶話やかパラソル、研修等の事業は各暉本の共通したメ― ーとな

っている，
市民・連合ポランティアネ yトワータとの連携事業は(891年4月までで、その問、

疇車染モデルの提供、共催半業の開催などを協力して行うこととなっている。東灘

・地域助け合いネットフータはTh民・連合ポランティアネ＇トワークに、 ［東部事務

所」を梃供し、また、車業モデル及びJウハウを提供することで、 「市民・迎令」側

からアトパイザ 0） ーフィーを受け取る関係である口
このプロジェクト終了後も、被災地の地城助け合いネ yトワータとして各団体が地

域ケアの供給団休として活動できるよう引き続き述携・文援したい。

了l



13収頼関係を築＜―-講師、パネラー派造

4月から11月まで言1・38回、月平均5回の派造を行ってきた。ボランティア活動への

理解と広かりのネットワーク化に期待を寄せ、今後も継続的に実施予定．特に、代表

幹車の中村順子か（財）さわやか袖祉財団のリーダー研修会講師として、定期的に全

国の市民互肋型団休のリーダーと交流し、信頻関係を築いていたことは、嚢金・人材

・情報・物資の迅速柔飲な供給につなか・9た、平特の関係が危機管理ネ 9 い）ークの

形成に最も重要であることを教えられた。 （表5参照）

この経験に華づき、さらに、実態調査をふまえて緊怠時の団休間協定を策定してい

きたい。

14)ボランティアを増やすー一勤労市民ポランティア脊成晴陣

被災地復興と支援を目指す市民レベルのポランティア揆成を目的に、特にサラリー

マノ、 OLを対象に実務入門諧座として開催。 II月に第1回を開き、既に70名が経f。

年4回判似予定である。

「ネットワーク」から、力りキュラム編成、講師派追や紹介、など全体の企画協力

にあたり、修了者は、各助け合いネ yトワーク団体に所属し活動することになってい

る。 （構成団体は仝労済、市民・連合ポランティアネソトワーク）

4. パートナーシップを求めて•——行政との関係

「ネットワーク」はポランタ ，J一団体（市民活動団体）として、自立の道を校索し

続けている。自立していることによってこも行政とも真の連携・パートナーシップ

ができるのではないかと思っている。

11！ポランティアを手足に使う時代は終わった 情芸の共有

3意でも述へたか、ボランタ，）一団体は自分たちの活動で手いっぱいであるから、

地域全体、地域の本当のニーズや他のボランティアの活動も見えない。それをポラン

ティアや市民に見せてくれるのが行政の一番大ぎな役割ではないのかと思う。

ニーズ調査9こしても、同じ仮設住宅に行政の調査が、笞察、消防、保他、福祉捌係

の4つか人る。そして、ボランタリー団体も地元たけでなく、全国隣校でいろいろな

所が入らそうするとどうなるか。真面目な住民は調査に 7~8件は谷えることにな

る。これでは、住民から、一本化してほしいという声が出るのは当然であるc

せめて、行政の関査はれ政内部でまとめてヒアリング調査して、その結果を情報公

開すべきではないかく』ところが、こちらが、公開される情報についての甘理をきちん

とする（たとえば、責任者を決める、安否確認にしか使わない、絶対もらさない）と

いうことで、行政に公開をお願いしても、いまも、なぜか答えは「公開はできない l

7 2 



表5

疇師・パネラー派遣などの記録 (1995.4~1996. 3) 

會•-·

'95 巫ホオ mgm. /<ネラー 全磁 995 諏材 暉 Rn1.，，<＊ラ ー 全 n麟 支翠•血ブ亨翠・-

4 
・日経新聞／大叛支社 ・NHK大阪（芝崎信子） ・NGO連絡会議 (4/i2.4/2G）

． ＇ミセ スJ ・茶話やかテン ト企面会議(4/13)

月
・NJJK／大阪．京楓高松 ・幹事会 W9.4/13. 4/IG. 4/22) 

．鉗日新聞／神戸支局 ・市民・速合ネッ トワーク(4／以）

・歴経新IIJI／神戸総局

•神戸新聞

5 
・続売新聞新聞／大阪 •神戸市と V団体の懇談会（旦＂裕志） ・仮リーダー会議 (5/2)

• 神戸新聞 •WACヘルバー研修（中村順子） ・幹事会(5/3.5/15) 

月
・毎日11i聞／神戸 ・阪神大震災・被災地を応攘する ・NGO連絡会艤

・NHK／高松 オホーツク市民の会 （中村順子） (5/9. 5/JO. 5/18. 5/24) 

• 読売新聞／大津 ・阪雌路大震災から学ぶ ・NGO仮設支攘辺む会 ・鼈み台配布 l!t田谷朽協

1 
・NHK／東京 バネラー （中村順子） (7／5. 7/l2. 7/26) 大阪ガス
．続売新圃／神戸 ・「阪神大震災と ・ヒューマンネッ トワーク ・神戸西助け合いネット
• NIIK／大阪 ポランティアJ兵瓜聾 研究会(7/19) ワーク立ち上げ支援

月
・7ジTV 1)ポーター〈中村順子） ・東灘ネットワーク連絡会 ・くらしのぺんり帳配布
・神戸新闘 ・「市民互肋型団体さわやか (7/2I) 1000畢
・毎日新聞 リーダー研修会」 ・神戸i!!i肋1}合い ・ふれあいセンクー
・院売新闘／大阪 叩（中Fl順子） ネッ トワーク会議 （深江訴，瀬戸）
•朝日ねっとわーく (7/2I. 7/27) たちあげ支籟
..ill刊文春 ・東灘書哀対策会議 (7/17) （六アイ北・内）
・文芸匹 ・神奈川県超党訳視寮団
・サンTV 受入(7/'a)
・嘱民運動帷進本隠 ・協同の苑開所式
•朝日新聞／大阪
・大販府企画Ill整祁
・尼鯰被災市民ネットワーク

・サンTV ・大阪市立婦人会鱚 （中村順子） ・市民・連合ネットワーク

・日経 11l1 (5/10, 5/11. 5/16. 5/31) 

・サンケイリビング

・インテリジェン ト

•関i!§TV ・仮設改著会議(5/13)

・東灘区v連絡会(5/23)

・応援する市民の会(5/29)

・東灘区社協評議員会(5/30)

・・東漏区ネットワーク連絡会

(5/10.5／26) 

・峙事週償 ・東区社協Vr攘成講應 ・NGO追絡会 ・杉並区重員団裏稟受人

8 
・覇18断llll ・「大埼震からJ横浜市 (8/3. 8/9, 8/30) ・全労災介護VTR編集
・毎日新間 パネラー（中村順子） •神戸四スタッフ会議 ・ふれあいセンクー
・檜戸斬聞 (8/9, 8/22. 8/29) オープニング

月
・文化放送 ・東区ポランティア G累江浜、瀬戸．
・紐売駅間 グループ連絡会 六アイ北六アイ南）
• N 『IK／大阪 ・戴 9歓災寄“'以；．讚会議J ・ホームヘルプシステム
• 神姦JIITV 研究
・サンテレピ ・神111l子供サマー

6 
・サンケイ新聞／神戸 •高鯰者の今後の生活を考える謀 ・市民・連合ネットワーク

・NHK／高松．大翫 同倅（芝崎信子） (6/6.6/17) 

月
・毎日新聞 • 6111 r明日の福祉への提言J長崎 ・仮設住宅支塁会議(6n)

・MBSラジオ／神戸 （中村顛子） •高鯰者財産管迎研究会(6/8)

フェスティバル

•西宮たすけあい
ネッ トワーク

・市民活動支鑽システム

研究会

・日経新聞 • 6/11 r震災復興体験をふまえたこれから • NGO(G/9.6/14.6/21.6/28) 
・神戸新聞 の市民活動J(9F光子） ・幹事会(G/10,6慮）

•朝・日新聞／渾 • 6/20伊丹ふれあい公社ヘルパー研修 ・東灘ネブトワーク連絡会(6/16)

・続売新聞 （中村闊子） •ふ41セン運営会織(6/18.6/2-L 

・共同通信 • 6厄4東瀾区もっとポランティア謙座 6/28) 

・神大附JII小 （星野裕志） ・応援する市民の会(6/19)

•月刊オール関西 • 6/24ユイ・フォーラム （中村順子） ・ふれセン深江浜(G/25)

・NHK／神戸 ・『阪神大震災直興フォーラム』 ・インクーネット活用 • r鋤労巾民向け， •朝日新聞／神戸 中央労柑協 セミナー ポランティア
・NHK／大阪 バネラー （中村順子） •神戸洒スタッフ会議 研修講郎J

. rポランティア活動に (9/4. 9/12. 0/26) 全労災ー市民・連合ー東澱

月
あたって」 （中村順子） ・NGO遮絡会議
マープル主鎖 (9/6. 9/13. 9/20, 9厄 • r災害とポランティア」

・「仲問づくりのための ・東漏区ポランティア連絡会 綱査プロジェクト

• Iくらしの木』 • 6/3晒合塾エンリッチ講座（中村順子） • ならまちづくり (6/2） 私糞J (9/8) ヒアリング

・ロータ リークラプ

・コーブこうペ

・県立女性センクー

（巾村順子） • III民・述合ポランティア •六甲北ふれセン立ち上げ
銀女性センクー讃崖 三役懇鱗会(9/14) • 本庄ふれセン立ち上げ

・『市民と市長の ・市民 ・這合ネットワーク ・ロークスガーデン開所式

ふれあいトーク．J 幹会(9/14) ・市民活動システム研究会
・「インテリジェンスJ （中村“仔） ・コーディネーター

・iii民互肋型団体 （中村順子） 養成企國会議(9/13)
•さわやかリーダー研修会 ・W/ICアクティプ

（中村顛子） グループ運営(9/20）
・束量ネットワーク連絡会

(9/22） 

7 3~7 4 
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10 ：霜唱i-』·炉大•一・エル・コープ
•町llllけービス公社
・SV̂／百恒
・鼠噂
・応芯印ル渾
・サンケイリピング
・インクークエスト

lll :＝iu幽
月 ’田ねっとわーく
・NIIK大阪
・日本、

・グラフ i檜戸J
・兵庫県（ニュ一ひょうごJ
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・WAC「ふれ以わっとJ
・信a輯這4磁
・兵緯即““
•NHKII阿NAC

121 :直叩蜘（四
•長岡まちづくりネッ トワーク

月Ii一(l畑・連 (12121}
・兒A協ポラセン （切刀）
・峙瓢遁'i (12/'l.7.20 
・東北放送
• N(1k 
・旬B放送A炉
. 出M珊
・NHlv';澤
・「ふえみJ鑓凡珀濱讃l
・イズミヤ
・NIIK／靡日

講師・パネラー
・市回勘絵頃災瓢螂ぅー
呻ヤスコミをどう見たかJ

裟パネブー償坊fム）
• r今、9ぷ坪ランティアかJ

ゼンセ厄
調（中H順子）

• さわわり財団リーダ→附廷ミ
講（巾覧

・償製恥み9匹収鱈貶
掲まちづくりにむけてJ

四皿ハネフー（中H順子）
・ホームヘレぐー2級闘g
WACやわらぎ
寧 (I1村順子〉

・ぼ銭軒＂揖給 r影紺駁：まちづく
り9-→RSg
調償

,J軌厄頂シンボジウム
シンポジスト（巾r賣仔）

・震災と地資Jくり京精付なH畠
朧罰（叶村順子）

・暉如くりJ褐茫戎ンター
鯛 （四 ・)

• JA主催ホームヘル←鉤釘霞鮪
壽（中

・棒同ヤJパーぐる一よ竃滋会
鯛(~)

・賽1回 1竃珈眠ポランティア羹成

鵬璽l - -a 
0呻

・即況響醤顎覇
・ポフノアイアN9罷
纏 a輩償子、元年）

・市民・連合

脚"“U黒炎棗如 ＊ーラム
鯛 G撲瞬

会議
・NGOl!ill四薗四a0/4.IO

・NGO支援鉗柘遍 (10/6) 
•五・喝資リ”合いネッ トワーク
スタッフ会議 (10/4.11.2'.l) 

•六甲アイランド北ふれあいセンクー
運 Q0/1)
・販璽ヌポランティアグループ吋斃会

(11)/13) 
・常む付切会 (11)/13) 
・市民・連合ドランティアネットワー
ク現噸口＂肛這 員 (10/)7) 
•神・鱚韻肪”‘ネットワーク
ポランティアランタ乃鼠ヽ (IM沿

• I叫9-システムl;:JI財
羹 U煎剛ぃ匹(I四
．暉躍繕鍼刃曼システム日関す
霙綸凡＾（瓜/'JJ)
・全←ポランティア駐嗚の
集い(10/'JI)

・学習会 IかU；；苓径」 OVI) 
・全労済介讀ピデ4割作俎菖 (IU2 
・仮汲且宅凶が全Jくりフォーラム

Ul/-0 
•ふれあいセンタ→笥応礫 (j1/6)
•第4回虻M褐除 (11/9) 
・東蘊邸ランティアグループ漣絡会

(IVIO) 
・東璽5tットワ＿ク遠絡2幹事会

{IV13) 

：塁乱む溢存盟四
ワークスクッフ会議 (IJ/21) 
•椿MCA暉~(I秘

・賽20回隋ヨキワニヌ●醸咄• J 
(12/l) 

・「一システム呵
瓢u ． •馴叩 (12/l)
・顛鷺泣勺れあいセンクー交齋会

(12/5) 
•東ポランティアグループ議ばさ

(I碑
・疇 軌鼠‘)アネットワーク俎議

02/15) 
・草（呻和 ．団勾全国
ネブトワーク追帖隕饂諄栢＂コ財ー
ろ意 ．．蛤 (12/16) 
・NGO刃む淋絲員 0ml) 
•ふれあいセンタ→＂む遵亀 (12/4)

支援協力事業
•源n添よれあいセンタ一随課令
断 (I函

• 六甲アイラント惰ふれあいセン
クー紐蒻鑓ヤ巧び込み

(J硲
・渭武郷リ9波鵞システム庇式
面碑箪蜘
・県ポランアィア協会アンケ-
ト協力 (10/1&-} 
•さわわり憫油斑0 00/l8) 
インストラクク→駅渭陣予人

・多
汎るれいセンターイペント
受入れ
・謀昆耕且辺b湯場輯 アンケー
ト協力
・東憲呻 rゥォークラ，JーJ
・「ワイルドフラワ-J桟辺瓢層＇
a 

・瀬戸ふ池いセンクー親庫珀"
C呼吟 (IVI) 
・ブPアイラント頂よれあいセン
ク→應霞鴻祝珂5&AIMり
•六甲アイラン円t;.!れあいセン
夕~
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である。

ポランティアが活勁しやすいように、地域の利益につながることには、情報の共有

化は絶対の条件であろう。

プライバシーの問殴があるというのだが、要はポラノティアや市民かまだ信用され

ていないということだろうか。情報公開かないばかりに、こちらでも独自の凋査をし

なくてはならず、ポラノ丁ィア自身や活動に大きな負荷がかかった。

仮設件宅は出入りが救し（、実既に仮設の自治会の人迷もそれを確認てきなくて困

っているということがある。

また、情報公開についていえば、地域の窮齢者や陪害者についてもデーターが出て

こないく，老人ケアに際しては、それがないと、とんでもないこと（持病を知らすに処

置をするなど）なって、取り返しかつかないことか起るという危惧もある。

逆に、行政はポランチィア団体に情報提供をさせ、手足として使うということがあ

るのではないだろうか。巾民をアリパイづくりや情報の一方的吸い上げのみに利用せ

ず、 1育択の共有化や一部権限の委譲を大胆に行ってこそ夏のパートナーになるのであ

る。

②公の場所は共用を一—拠点の提供

「ネットワーク」の話勁拠点は立ち上げ当初19月半の1911こ3固も移転している。

結果としては幸い、現在の区役所の巾庭を行政から借りることができた。

この間の場所探しは、'）-ダーにとってその都度 lもし見つからなければ活勁を閉

じるしかない」と思わせるほど悩み深いものであった『、軍話、ファックス、コビー機、

印刷機、ワープロ、パッコンについても、すぺてが蜀うのに2ヶ月を要し、そのl9109

不便やロスタイムは活動の質且の低絃、減速となった」これらへのエネルギ—ーを、立

ち上げの時だからこそ、ニーズ把握やニーズに沿った活動にふり向けたいものであるc

131必要な市民活動甚金—資金の確保

差し迫ったニーズに対応することを先決として生まれた「＊ y トワータ」に資金の

目処などは持ちょうもない。個人レベルの寄付が初勁期を支え活動を軌逍に乗せてく

れたが、大窟災という特殊事情下でのことであるm

このような状況卜においては義援金の柔軟な連用、さらに、市民活動を平時から支

援できる白由な市民活動甚金などが検討されるぺきだろう。
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第4童應諭コミュニティをう〈る一「ネットりーり」0今靭鵡

この存ットワーク」の記録は過去の「活動報告ではないこれは現存を確認す

る「経過報告」であり、さらに未来への「展望報告 iでありたいc

いま、 「ネッい はボラ 9タ，）ー団体として地緑糾織や地域諸機関と耳を並

べ、それらをリードするようなコミューティづくりに踏み込んでしま—，ている。ここ

では、まず、 「＊，トワーク」のポランティアとコーディネーターの現実とそのあり

方を整理するとともに、震災ボランティアの地域活動モデルを提案してみる。さらに、

新しいコミュニティをづくりを和うためには、 「ネットワーク」がどのような問題と

課題を持っているのかを明らかし、 「ネ yトワーク」の末来への課題を見てみた。

1 さらに広く、さらに深くーーボランティアとコーディネーターのあり方

地域の人々の要望があって、それに対応するポラ/ティアかいて、活動が生まれる。

コーディネーターはその両者をつなぐ接点であり、スムースに活動の流れをつくるこ

とが什市である。ボランティアをする側とされる側の関係も雖しい"ずランティアの

引き際などについての窓見も紹介して見よう。

l ~支援される捌との人間関係•一くじけず、さりげなく

ふれあいセンターの迎営9こかかわるまでに、瀬戸（それに付随して魚綺第 1、節

2）、本庄、深江浜の仮設住宅では、ヒアリング淵究に入ったり、茶話やかテントの

活動などで地域の人々とのコミュ―9 ケーションや人間関係ができていた。 （（エ古、御

影は他のボランタり吋引休が入りやすい場所にあったので、他のボランタリー団体に

任せた）

瀬戸（それに付随して魚崎第1、第2)、木見深江浜のふれあいセンターでの姑

動が軌道1こ死り始めたころ、六'"ァイラノドの 2つのふれあいセンターの運営を1fせ

たいという話が持ちあかったn 六甲アイランド北ふれあいセンターは500戸、南ふれ

あいセ／ターは」500戸対象という大規模なものだった，， （現在入'，.'アイラントには7

つのふれあいセンターが建設されている）

Ill雨降ってポラソディアの位器固まる一一ふれあいセンターでの体験

六甲アイラントのふれあいセンターには、はじめから行政と社会福祉協議会がから

んでいたc 社会福祉協議会が友愛訪問e)ポランティアを呼びかけ組紋していた口そこ

へ、 「ネ y トワーク」に管理遮営を任せたいという申し入れがあったものの、当初

「ネ yトワーク」で引き受けるのは猟理だと判断した経緯もあった3
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敢終的には引き受けることになって、行政や社会屈祉協滋会と 3回会議を歪ね、オ

ープンの日を迎えるが、その日は思わぬ展開となる。住民のひとりか、オープノ会場

に激情してあらわれたのである。避難所ではリーダー格の人物で、地域住民が土役の

ふれあいセンターをなぜポランティアがし送るのかという不快感やとまどいを持たれ

たらしかった。事情は説明したけれと、感情論を述べられるのでなかな力収拾できな

か,tこ。その場に役所の喘員も同席lていたか、援護発再もなかった。 「ネットワー

クl側は、そうした人物の存在も知らされなかったJ-、住民からの非難の矢面に立っ

て、ふんだりけったり、結果として貧乏（じを引かされた。

その事件の後、 「ネ 9トワーク lは、一部札民の案にしたい南ふれあいセンターか

ら一旦全面的に弓l（ことにしたr しかし、その後問もなく、 「ネットワーク」にもう

度帰ー，てきてはしいという依頼が舞い込むc 第二者的切易oJボランティアに入ぅて

もらいたい、楽しいイペントや催しを~してほしいというのが、その理由だったようだ，

うまくおさまるまで、 2~3ヶ月間の軋礫があった。

最終的に、 fネットワータiiな、ふれあいセノターの運営委只の 人として参加、

週間にーロの当番を引き受けることとなった。

仮設入居者はその全員が自宅をなくし、ある人は家族を亡くしたなとの疫失休験者

で占められ、日常生活の切りもりに神経をさく H々 の中、自分の生活以外にさ（力1こ

はl浪界がある，，又、目己表現に9澤さや悲壮感も否めないのかも知れない、，このよう

な深届を理解する必要性と越しさとをおぽえ介一件であった。

12)同じテーブルで~ドのふれあいセンターでの教訓

行政土迫の卓業でのポランティア団体の協力の仕方は、必ず、地域住民と行政、ポ

ランティア団体の 3者が同じテープルについて活動や車業をすすめなくてはいけない

ということ。

そもそも、行政主者の事業に、ポランティア団体が協力するのかよかったのかとう

かも鵡として残ったのではないかその分、六軍アイラント以外の市街地のふれあ

いセンターの活勁を深める方が窓義があったのではないかという意見もある。

13)自然に聞く ふれあいセンターの成功は仮骰地域でのローラー作戦

仮設住宅はどこに誰が入っているのか、わからない。表札を見なから、地元ポラン

ティアと応援ボランティア又は新人ボランティアが糾んで、一軒軒ヒアリングに入

ることから始めた。この峙、注意したことは、相手にいやがられそうなことは避けな

がら問くこと口年齢、家族構成、常話番号なども話の成り行きで自然に聞けたら菩き

とめるということで、その時の記入諏打累を見ると、毎話番号が空白など完全に記入

できていないものがいくつもある。庇いたことを目の前で謁査用紙に記入しないこと
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もこころがけた。

また、分担を決めて、同し地域に同じ人ができるだけ訪問することにLた。いつも

固じ顔が訪問すれば、住民の人にとって—一つの安心材料となる。いつの闇 1こか、頷見

知りになり、お茶でもという関係も生まれはじめる。

実際、仮設住宅には、母子家庭や老人のひとりぐらしも多く、ヒア •J ング誨査に答

えることに対して慎重になるのは、身の安全のためにも当然のことであろう。ヒ―r'J

ングをするボランティアは人生経験Q〕翌かな年齢唇の方か安心されるということがあ

った。

こういう住民の方とポランティアとの個人的な、コミュニケーシ Tンか成立する中で、

ふれあいセンターおいて活躍してもらえる人材発掘も可能となり、ふれあいビンター

の 速営のイメージなども浮かんだ。

ふれあいセンターのオープンまで、センターらしく幣える（買い物など）作業は

「ネソトワーク9でとりしきった。その後半年くらいは「ネットワーク」で管理速営

をしたが、半年の後、すべてのふれあいセンターの管理運営は付界糾節をつくって住

民0手に返した。

立ち上がりの運営には協力するか、できるだけ早い機会に住民の方に笹理連営を移

管するという「ネ 9 トワーク」のスタンスを実行した結果であり、その後は当番制の

ある所では当斎とプログラムや催しのサポートに徹している。

141ポランティアの引き際ー，その見極めのポイント

ふれあいセンクーの活動はいまは完全にうまくいっている。その理由はボランティ

アが完全に黒子になっているからだc 住民との距離の取り方かポイントとなるが、い

まは「度いい距離感がとれていかやや不足気味ぐらいの関係がいいのではないか。

ポランティアが前面にですぎてはいけない。 「ネ；トワーク lがかかわっていない

他の地区の例だが、うまくい'てない｝ころは、お金と鍵をいまもホランティアがに

ぎっているなど、ポランティアが出すぎているところである，

窟災直後の外部からのポランティアの引き際についてはいろいろなことか言われた

か、とのようなボランティア活動の場合にも、引き際は大切な問翅だろう。ふれあい

センターの管理運営を住民に返すときも、それぞれ特徴があって時間差ができたc

引き際の目安がはっきりわかれば苦労はないわけで、なかなかそこが見極められず、

住民から、ドランティアはもう要らないというような声が閲かれるウースもおこる。抽

象的な表現になるか、引き院の見極め、その兆候をつぎにい（っかあげておこう。

①それまでは、全ての要望に応えなければと思っていたのに、ある時、してほしい

という要望に応えるのが何故かしんどいと碑じてしまう，9

②住民が勁いているのがわかると、もうそろそろいいんだなあ、と思う。

81 



Rリーダーっぽい人が地域にあらわれる。

（逆にそういう人があらわれないと、いつまでも自立できないのかもしれない）

もし、引き際のマニュアルがでぎたら、ボランティアの自己診祈に使えるのではな

いたろうか。

2, コーディネーター論—ー多様性を認めるカ

仮設仕宅で担当リーダーとなった人たちは、ふれあいヤンター遅営の時には自然に、

そこでも •J ーダーとして活躍している。リーダーか現場かり帰ってきたら、その日の

ワークについて、よく話を聞き、そして評価できるものは評価するっ

コーディネーターが育つまでには3~4年かかるといわれている。基礎理論は必要

としても、甚木的にコーデ9ネーターは実地の実践の中で育つものである。人は100

人いれば、 JOO通りに違う、，ケーススタディの稜み堕ねか、その人の財産となるから

だ。

Ill受けとめる・説得する一つ室いのわかるコーディネート

ポランティアとクライアンいのコーディネ・ートは「ネソトワーク」の日常業務で

あり、この仕事を遂行する際には、次のような点に留意している。

まず、コーディネーターはクライアントに対して、クライアントの生活のしかた

や価値観をきちんと受けとめられる人でなければならばい。タライアントそれぞれ

の弄らしの追いをわかった＿卜で、それぞれの多様な価値翡を受けとめる力をもって

いる必要かある。さらに、相手を大事にし、主体を相手に函かなければならない。

古い言い方では自分を殺すということである。もちらん、無理な要求などに対して

は、納得してもらえるように話せる力も必要tぶゆめゆめ、自分の思いが逹うから

と、有分の価億観を押しつけたりしてはいけない。反対に自分の思いと違うと批判

に回る人もいるかそれは論外u

一方、ポランティアに対しては、タライアントに対するそういう対し方をきらん

と距って説得できる力が必要である。

クライアントと、ボラ 9ティアに対する双方向のaーディネートの能力を持つコ

ーディネーターを育てるためには、実践を積み市ねるしかない。束灘・地域助け合

いネットワークでは、リーダーが1西んだり、疑関を持つケースや問迎に対して、研

修や，Jーダー会議で納得のいくまで話し合うO'Jーターが阻面する解決しなければ

ならない問題か、そのリーダーを成長させ、その解決のたびに新しい価値観をまた

一つ身につける機会となる，

12池域性が鍵 6つのコーディネート

82 



さらに「ネットワーク」におけるコーディネートを細か（品れば、以 FO96つのタ

イプがある C9

①企業と市民とのコーディネート

企業が市民に対してモ）なとの提供をわうイベントを企画した楊合など、 ：ネッ

I・ワーク」はそのイベノト遂行のための人的協力などの」ーディネートを行うc

倒をあげると、ふれあいセンターオープン時に、 P社からノャンプーの提供を

受け、 「ネットワータ」のポランティアか協力して数千個を住民に配布した。また

J社から節分の巻き寿紅」を数千個提供を受け、 「ネットワーケ」が配布の仕切りを

すべて相当した。

② 社会福祉協誠会と巾民とのコーディネート

社会19祉協議会から支援の提案があった場合、それを市民につないでいくコーデ

ィネートを行う。

例をあげると、岩手県の社会福祉協議会から被災地にボラ 9ティアの派造という

ことで、 1995年5~8月の4ヶ月問にわたってポランティアの流追を受け入れた。

また、兵庫県多紀郡の 5つの社会福祉協識会からは継続して2つの支援を受けてい

る， 1つは、仮設住宅への月ー徊の持ち込みの昼食会であり、 2つはポランナイア

のリフレシュのための多紀郡への門帰り温泉ツアーである。

③ ボランクり一団体同士のコーディネート

活勤エリアか近接する団体同士を紹介し、互いに活動の補足をしあえるような朕

係づくりをサポートする，これまでの例では、西宮・地域たすけあいネ y トワーク

、尼助で活躍するマイム・マイムなどの団体についてQ9支援がある，

④地域約紐団士のコーディネイト

東瀕区1村の13のふれあいセ／ターの運営委員会の交流会などを引き受けているが

これは地域組織同士のコーディネートの一例である。今後、ふれあいサロンなどを

実施してい（中でさらに増えてくるものと忍われる，

⑤ ポランタリー団体と助成財且1などとのコーディネー 1ヽ

被災地でのポランタリー団体の活動に対する助成について、ポランタリー団体に

助成を受けるノウハウなどについて助言、アドハイスを行う。これまでの例では、

H木財団、さわやか福祉財団、市民・迎合などからの助成の助言を行—ポこc

R 行政と市民団体とのコーディネ・ート

ふれあいセンターやふれあいサロンの活動の中で、行政の施鉗の紹介をする場や

機会を行政に捉供するなどの、コーディネートを行うし

以上のような多彩なコーディネート活動を東灘・地域助け合いネットワークが引受

け、実践することかてきたのは、地域の実梢を把握していることにつきるr・ ［ネッ

トワーク jの日常活動の集桔とじてさまざまな地域の惜報が集まり、結果として、
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情報収集や発信の役割を果たすよっになってきたといえる。

コーディネート活動やそれに拇わるコーディネーターに最も虚要で必要とされるボ

ィノトは、そ09仕事がコーディネートを任される両者から、継続かつ伍栢感をもっ

て受け入れられることであるく，そういう意味で10)、コーディネートする団体（コー

ディネータ-)が、どれだけ地域性を持っているか（地域に根をはっているか）、

日常の信頻関係を持っているかにかかわってくるといえる，

2 救命から命•生活の維持へ →震災ポランティアの地域活動モデル試案

何度も繰り返すが、初動期の最も重哭な関題は地域の人々の要望を知ることであっ

にとにかく、どこにとんな要望があるのかを把握できないことが問題だった，

そのため、従来から閾わりある高齢者を訪ねたり、吊り看板を掲示、ちらし配付は

したものの、それでは間に合わず、上地に詳しい人に困った閾題を見つけてきてもら

うことから始めた。町の中に1貞察隊を出して、ニースを拾

策を弄しt,,
また、同時に日に50~70名のボランティアのオリエンテーションを進めなくてはな

らなかった。しかし、それに対応できる'） -ダーを数名しか確保できずスムースな活

動ができにくかったp 初動期の混乱の中での活動には、リーダー的働きのできる人か

不可欠であな 「ネットワーク」規模の活動でも最低5~6名のリーダーが必要だっ

た。

活動を開始して 3迎問後、やっと「ネットワーク」の組織図らしきものができたし

その問、ワーキングチームと事務局チームの窓思且嘩が充分はかれず幾度か苦い思い

もしtこ。
以上の反省から、普段から地域でいかに有能なリーダーを育てていくのかが、最人

の課題であると考える。これまでの活動の糾験かい 「英災ポランティアの地域活動

モデル lを提案したいく，このモデルの中で、地域のリーダーを肯てていくことができ

ぷtごろう C （表6参照）

I，命の救出期 笠1期

災害か起こって最初の3日間は命の救tl1期である。この間行政の出動ははとんどあ

てにできず、地域内での助け合いがすぺてと考えておいた方がよい。ここでの人口規

段は約1000人。これを従来の地緑刹織だこ考える必要はない。丼戸のあり楊所、避難

所の確認、食料の滋遠も含め、必要な貼話し合える友人や知人を持ち、高齢者や陪害

者なと誰がどこに住んでいるのかという確認ができる程度のゆるやかなつながりをふ

だんからつ（っておくことが必要であるe このとき、行政からの要援設者の情報公開
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表6
震災ポランテ ィアの地域活動モ デ ル

時 1つの規団槙体がカパーでき
召区・期 必要な活動 る人口 と必要な ポランティア地域活

ポランティア デル

・地域内での緊急な助け ・ 1 0 0 0人規模

・従の緯ど来磁で害の者認は地でななどきく団、のる所高、体在齢ゆと者地いるう合い (2~3の町でボ精ラ一ン杯テ） 

認 きる、ゆるやな． 生 ・地域の住民同志が助け ・地域住民が ィ
命 合う ア
3 の ・情報食の交料換、毛布の かなつながりをつくっ
日 救 水や 拠出 ておく
間 出 ・避難所の開設 ・ポランティア活動の拠
期 点の物色

・物姿 . 1万人規模（小学校区
・団体は15程外ト度部ワ必市ー要民ク。団づ（水 ・食料・衣服）の 且当） ふだんから

4 生 供給 ・ 日50~7 0人のポ 体とのネッ
El 命 ・情報の提供 ランティア くり
＼ の
・情避難報所の集の約運化営 人（外海戦部朽術乃17の投単入純労） ・・活活動動拠基盤点設の置整備3 維 ． による

持 ・行政の窓ロー本化 働作業をこなせるポラ ネットワークを駆使し
4 期 責任者の配置

・日ン常テ地ィ域アの基本単位 てを事俊務敏機に能の立ち上げ
か
月 ・ニーズ把握のできる地 ・行政の対情策報本提供部と連得携る

元のリーダー をとり を

• 高の継齢続者サ・障ポ害ー者トなどへ ・ I 0万人程度
・東ッ1灘0ト万ワ・人地ー規域ク模助の活をけ合いネ（毎日30人のポラン 動で、

4 生 ・情報提供 ティア） カバー
か 活 ・地域福祉ア活活動動 ・顔の見える規ォ，、模フに できる
月 の ・地域ケ ヘの移行 ・継続できる ンティ •この単位を l 団体のエ
以 維 ア リアとし、このような
降 持 ・人の心に寄り添えるポ

規相ー模乗ク効すの果団る体をこ生がとむにネッ トワ期 ランティア よって
・出来アのれ比ば地率元をポランテ
ィ 50％以上
に
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の問題も浮上するc

,_命の維持期―第2期

命の救出期に次いでライフライノの役旧する迄の3~!ケ月までは、水、食へ物、

醐 9なと命を如げるための物貸の供給が必要な時期である，，一つのずラ 9 タリー団

休か、毎日50~70人のボランティアを投入して、人911万人規模のコミュニティをサ

ポートできると考える。東灘区を例に取れば15~16紐織か必要であるc

小学校区に匹敵する、エリアで、徒歩なら20分、自転車なら 5分の爛域であろうか。

（自動車は交通の遮断で機能しない）その後の活動範囲、あるいは小学校が地域の防

災拠点として役割を果たした多くの事例をみるとき、都市部におけるコミュニティの

サイズは 1万人規模程度を基木半位と考えるのが適当ではないかと思われる。

蜘部における近隣はあまり規模を小さくしすぎると窮屈になり、かといって大き

すぎ迫きても機能しないリ 1万人を多様なプログラムでつないでい（、人々の関心

と興味のライノでつなぎメッンュを細かくして地域全体をカバーする。そんなく 1月

人関心メ 9ン勺ーの地域ゞが有効となるだろうc 人々のこの時期の動きは家族～近所～

友人～知り合いへと勁線を描いている口この自然な動きをもう少し意峨的に活性化さ

せることが、本当に有効なコミュニティとなるたろう c

組織的な人的、物的、財政的な支援を必型とするので地元外の団体とも日常的にネ

9 トワークをつくり計画的な供給体制を儲えることも大切である。

ポランティアは地元供給かおよそ艇理なので、外部ポランティアの協力を必要とす

ふここでも、ふだんから外部のボラノタリー団体、市民活動団体とのネットワーク

が必巽になるだろう，活動の内容は物資供給や交通、情報網の代替作業で生活の基盤

を整備することか巾心となる。このため多くの匿名の外部ポランティアでもマ y 「ン

グ次第で相当な効果をあげることができる口

また、この時期に最も必迎なのが、拠点とリーダーである"j団体5~6人の有能

な，）ーダーかいれば、ポランティア団体は立ち上かることかできるし、外部からのポ

ランティアをコーディネートし、ボランテ~イアの活躍の場を提供することができる。
1万人関心メ、'/ュの活動からリーダーを育てたい。

1万人単位の地域での地域ニーズを的確に素早（キャッチし、活●］につなぐ能力は

平素からその地域で活動し市民の良い意味でのとりまとめの活動の中からでないと生

まれてこないつまり非常事態に対応する能力は日常の総)Jであるといっことが今回

ほど証明されたことはないだろう。

今後の都市部における地域活動は1万人を近隣単位とし、どの様な方法で住民をつ
ないでいくかがポイントになってい（ものと思われる。
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3· 生活の維持期—―第 3 期

避難所から仮設住宅や一時的な住居に作まいを移した3~4か月以降は、生活の維

持期に入ふ継続して生活のサポートか必要な人々は高齢者、陣害者、また避難所や

仮設仕宅で生活棗境が著しく変化した人などである。この時期、一つのポランタリー

団体がカバーできる人口却楼は約JO万人程度，，毎日30名程度のボランティアが活動す

ればサポート体制かとれるだろう..All20}j弱の東灘を伊lに取れば、 2つの団体でフ

＊ローが可能であるように思われる．，特に仮設住宅の高齢化率は最高12%、平駒でも

42％という超高齢化地域であり、きめ細やかなEl常的ケアや健康づくりのプログラム

が必婆であるしとはいうまでもない。

お且いに頗見知りで名前を呼びあう人間関係の中てはしめてよいケアができる。し

たがってあまり規校を拡大しすぎないことがむしろ大り］になってくるだろう。

又、応授ボランティアについてはライフライノの復1日とともに活動の土体を地元仕

民ボランティアに移行し撤退をスムースに行うことが必淡であろう n そういう構図が

できるよう地元ボラノティ「の立ちあげや力づけを計画的に打っておくことは、 く被

災地の白立＞の観点からも大切なことである。

ポランティアの役割が急激に変化するので、ボランティア自身も出来ることとでき

ないことを自覚し無理な安諸け合いは極力さけなければいけないa

3 新しい地域コミュニティをめざして•--「ネットワーク」の課題と展開方病

これまでの活動展開過程を整理し、非常此にも対応できる人々の関心と興味をつな

ぐコミュニティづくりを提案してみる。さらに、外部ウォッチャーから新しいコミュ

ニティをづ（りを田う、9で「ネ 9 トワーク」のもつ問題と課題についての指摘を受け、

「ネットワーク lの未来への課題を考えてみたいこの課題をも受けて「ネットワー

ク」かとるぺき方向性と方策、組織整備のあり方について見てみよう，

1・ 4つの活動レベル―これまでの活動展開過程

lネットワータ」には特別な活動の原則や方向かあるわけではない，しかし、特徴

らしきものはある。思いつくままにあげれば、 地元のポランティアが中心になる」

嗅諜第一、事例や実績を通して支持やネットワークをひろげる」 「状況やニーズに

敏感て柔軟に、そして機動的に対応する などであろうか。この結果、活動の内容で

は震災救援柘動⇒生活支援活動⇒コミュニティ活動へと幅を広げてきている。ポラン
ティアも、少し力はいるが誰もができる震災ボランティアから高齢化閾胆に対応でき

るボランティアヘ、さらに加えてコミュニティ活動に関わるポランティアなど、ひろ

（深く、多面的な対応が要求されるポランティアヘと変遵しつつある。

これらの変遷に対しても、ボランティア間のフラ y卜な関係を大切にしつつ、議論
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や研修を董ねながらどんどん責任ある仕事をしてもらうようにしている。 「ネ・ットワ

ーク！はボランティアの集まりやすい場であるとともに、そこで市民として成長する

場であろうとしてきた。

さらに、すでに見たようなさまざまなネットワークをつくってき如 「ネットワー

ク」自身が多くの人々や団体に支えられているが、そのことはひとまずおいて、需災

ポランナィアの地域活動モデルに従えば地域的には、以下の 4つのレベルの活動展開

に整理できる。

鐸設住宅地域惜lのネットワーク（「ふれあいセンター交流会」など）

②人口 1万人規模での地域ネットワーク（「ふれあいサロンの活動」など）

③人口10万人規模での地域ネットワーク（「ネットワーク」自身の活動）

＠叩地域・助け合いネットワータ（「各地，助け合いネットワーク闇の連携」）

①、（①はある秤度軌道にのって活動か展開されている。いま、とりかかっているの

は「ふれあいサロン」である。

2 ・それぞれの興味を軸lこ一ー「1万人関心メッシュ」の地域づくり

ふれあいサロンでは、現在取り組んでいる医存檸関のサロンに限らず地域に存在す

，，あらゆる社会資源、行政、地域組織、 「ネットワーク」が共同し、お互いの持ち味

を最大限生かしていこうと考えている。仮設住宅のふれあいセンターとli9し方式で、

地域リーダーを育てていこうとしている。ふれあいセンターや茶話やかテン 9で培っ

てきた経験と）がヽ＇クを注ぎこみ、新しいコミュニティの有り方を考えている。

近隣のプライハシーに踏み込まず、しかも緊忌時には女否確認がすぐできるコミュ

ニティ。面を細かく区切った両隣的近隣ではなく関心や興味による行動を基軸にした

コミュニティのあり方を模索したc サイズは 1万人秤度。すでに見たように徒歩20分、

自転車5分は小学校区（約1万人）に匹敵し災害l軒後の初動を見たとき、まさに人々

はこの範囲で家族、友人、知人と女否の確認作業をしているのである，いかにその地

域の範囲で友人、知人を持ちうるのか。地域に溶け込めずこもりがちな住民も関心、

軍諄おが合えば9llじみもできふ個々人の動機を日常件の中に組み込んだ地域づくりを

する時、活き活きしたコミュニティの形成につなかるのではないだろうか。大きく言

えば、民宅主義の実験場である、といえるかもしれないc

これまで、ふれあいセンターの時もそうであったが、コミュニティづくりの中で、

ポランタリー団体が地縁団体と共同で何かをするということはあまりなかったc しか

し、 1ガ人規模のコミュニティを考えた場合、既対団体とともに活勁することを抜き

にはその実現は不可能である。既存団体も仲間として、また、分野の異なる市民団体

とも協力しあい自由でゆるやかなつながりのあるコミュニティづくりを考えたい。

そして、このようなコミュニティづくりは行政の協力は得ても、行政に任せるべき
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ものではない。なぜなら、地域で暮らす人々の心の部分にかかわることだからた。人

と人のふれあいの衷びを担うコミュニティつくりは、ポランティアに{fせなさい、と

行政にも提案していきたい。

3. 確固たる活動理念を一•—外側から見た「ネットワーク」

今後の課題と課題解決の方向を考えるため、外部の人々に「ネットワータ」かど0)

ように見えているのか。日頃から！ネソトワーク！をウすッチしているジャーナリス

トである宮本進・・さんに寄稿をお願いした。

東灘，隠且曲11合いネットりーク1こ罰待するもc
宮本進一（通信社記者）

•••• 
東漫・地域助け合いネットワータは隙のない団体である。仮に隙があったとし

たなら、活動が行き詰まったり、あるいは、これまで活動を続けられなかったの

でないか。実際、多くの団体が不本意ながらも撤退を余儀なくされたり、活勁規

・校の縮小を迫られた。その最たる原因は資金である，現在を残っているグループ

の中にも資金繰りで告しんでいるところは少なくない。

阪神大震災の被災地におけるポランティア活動か、直後の救援活動から心のケ

ア、コミュニティづくりへと変わっても、また参加者の出人りがあっても、各凹曹

・体1ことって当初からこれまで全く変わらないものかある。その一つは「有俣ボラ

ンティアヘの数百円が払えない人たちをいかに文えるか」という前提だ。展災前

の家賃が 1Jj円前後、中には数千円という被災者もいふこのような人たちを支

授していくためには、どうしても原則として無償であることが要求されてくる。

この点、 「ネヽ 1トワータ」は「思いだけではポランティアはできない」と、早く

から資金確保1こ努めてきた。協賛回体や個人は多数に上っているが、器災前から

の地域福祉への取糾みも含め、実績が認められたからであろう。こうした協力者

の後押しを受け、 「ネットワータ」は資命に見合うだけの、あるいはそれ以上の

成果を上げてきたと言える。これはマスコミにも感んに採り上げられて周知のと

ころだ。別の区のあるポランティアも「研修やふれあいサロンなど、うらでもや

りたいのだ訊と話すほどだ，，そして最も大事なのが、被災者がどう受け止め、

哀ットワーク」参加者がどう思っているかたが、これまでのところぱいずれも

：好評のようであるc

ポランティアの流行がすたれ、今は活動を終えた各団体の報告苦ぱやりた、と

の関係者のボヤキも聞かれる。しかし、視在も活動を発展させて~いる「ネットワ

ーク lの場合は、これからのあり方を採る材料とじCの怠味合いが強い点で他と

8 9 



は異ならもちるん将来のための君極な報告者の—つであることは目うまでもな

，し心

胃頭すこし長くなったが、以上から冨ミットワーク」は隙がないと感じられる
• ・ • : 

理由がお分かりいたたけたと思う。従→て箪者にできることといえば、隙のよう
:，.． 
なものをがすことぐらいである。後半部分では、被災地内外の二つの先駆l杓団体

．の取組みを紹介するか、 lネットワーク」と比較することで、 ＇ネットワーク」

か社会のとの位智にあるのか、さらに、今後どのような頂揺」がnj能なのかに

ついて考える際の参考になれば幸いであるd

◊無理のない息の長い活動を

そもそもポラノティア活動とはどうあるぺ送のなのか。ある関係者は「日分の

生活のリズムに無理な（組み込まれているのが理想lと話している。ここで敢え

て「ボランティア羹を持ち出したのは、被災地0j多くのポランティアが無理し

・ているのではないか、本業をおろそかにしているのでないかとの疑問があるから

だ。地窟発生應後からほとんど休みらしい休みを取らずに（あるいは取れずに）

活動を続けてきた方々、特に中心スタ 9フの人たちは相当に苫労をなさったので

はないかと恩われふ仮設住宅の入居期限は法律上は2年と定められているが、

言屡／山の例をみても分かるように、長期化は避けられない。ましてや万出位の仮設

が建つ神戸ではなおさらだ，この際、できるだけ多くの人か参加し、無理のない，

形で息の長い活勅が可能な手法を考える必要があるのではないだろうかとはい

え、この問臨の答えが簡粗に見つかるようなら苦労はいらないが・・'o

「ネットワーク」では、ボランティア参加者はA, B, C, の段限別研修を受

けることかできる。ホランティアの心枯えから人り、 93年寄りの観察ポイント、

介護技術の修得へと進み、兼後のC研修ではネットワークの介画運営について恙

見を交わす＿ C研修に限らず日々のミーティングでも、参加名が日頃の活動の中

で疑問に感じたことを臼由に発言し、 「ネ yトワーク」の運営に反映されふ時

：には新い活動が生まれるきっかけにもなる。特に行政について言えるのだが、

：現楊の多くの職が疑問を感じながら廿事を続けている糸且織形態に比べると風通

しがよく、臨機応変な対応か可能だ。このような研修制度は、従＂りの地域社会が

壊れ、介蔑を必要とする高齢者か多数顧在化した現状では大きな窓義を持芦例

え行政か登録ヘルパーを増やじCも、週2屈4時1目という如甜1度下では、介護

技術を修得したポランTィアのニーズは引き続き席いことが予想されるからだ。

また、 「いトワーク」が将来、ポうンティア研経講座を事業として展開してい

く場合にも、これまで研修を受けた（あるいは今後受ける） 「ネットワーク」参

加者の活躍する機会があろう。
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・◊「泉北たすけあい」にみる底辺の拡大

一方で、さらにポランティアの輪を広げるため、新たな枠99みをつくることも

可能ではないだろうか。 2l世紀の長ガ社会を迎えるにあたり まず市民ひとりひ

とりか窓識を変える必疫かあるとよく言われる。そのような潜在している人たち

；がネ 9 トワークに気軽に参加できるようなやり方を打ち出す必要かあると思われ

・る。昨l叶に開始した「ふれあいサロン Iはポランティアにとって時間の制約が

：あるが、そのようなやり方の~つかもしれないく，殻近の「ネ 9 トワーク J の活動

：をみると、家事や話し相手、移送サービスなと、必ずしも高度な介談枝術を必要

としないケースも多いようだ，この点、同し「たすけあい」を目的とする大阪府

堺市のサーピス生産協i司組合「呆北たすりあい」 aぅ手法は参考になるのではない

か。同•令家庭に介腰技術に差がある複数のポランティアが9Il々に入り、その人な

りにできることをする。サービスを受ける高齢者の側にすれば好きなホランティ

アもいればそうでないボランテ~ィアもいるが、 Ifどもと同様、サービスする人

もいろいろいていい。それが酋通であり、その方が高齢者にとっても刺激になる

。」 （佐藤秀次会長）とい和高齢化や少•f化、核家族化が進む中で、家庭的雰

囲気吝両9こし、家族本抽域で支える取糾みだしプロのトライバーがサービスを

・受ける側の都合に合わせ、ポランティアの側を送迎するンステムを取っているの

が特徴である。その際、受け手のプライハノー保護のため、ボランテノアを意図

的に遠方の家に人れるようにしている，また、同様の理由からケースの検討はし

ない。泉北たすけあいが時問預託●Jを採用していること（東灘lズでは［神戸ライ

フ，ケアー協会」が同制度を採用）、ポランティア間の「やっかみJを生まない

よう研修やミーディングの類いを一切実施しないことなど、 「ネットワーク」と

の達いは大きい。一部の「＊ yトワーク」関係者の方が詳しい「泉北たすけあい・

」の例を出したのは、両者がいずれも211せ紀を見挺えた活動を展開している点や；

、その活蔀Iが大きな剪力にまで発展する可能性を秘めている点で共通しているか'

らだ。 「ネットワータ lか今後、底辺拡大のためにどのような独laの手法を確立

していくのか大変興味深いところである，．

被災地l0で活動を絞ける団体の中で注目されるのか北l名の「がんばろう！ ！令,:,

戸」だ。比較的被害か少なかった北区だか、 6千を超す仮設が建ら、同団体の支

揆の対象も仮設入届者に集中している。仮設阿地内での自治会づくりに始まうた

行政への粕渡し、さらに行政や他のボラノティア団体、 l笈疾栢袖機関との追携な

ど、やり方に違いはあれ、 「ネットリーク」との共通点は多い。また、世代問、

地域関の交流を深めることを目的の一つとし、手芸教室や君造教室をふれあいセ

ンターで開いたり、兵暉県北部の町から有志を招いて、仮設団地内で物産展など
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の各種イベントを実施したりしている。最近は、企業などの人的、物的支援を取

りつけて、中呼校区屯位での住民による自主防災体制の整饂また、ハーパーラ

：ンドの建物内でボランティアの交流スペースを設けたり、仮設住民らかつくる＇

神戸プラノト」低品を売り出すことなどの企画を進めていふ一連の活動からみ

てとれるのは、支援する側とされる側という閲係が、おそら（どの団体よりも早

く解消されつつある点だ。同団体と「ネットワーク」はこれま―吋蒻力関係ができ

ていると郎くが、今後も、他の団体も含めゆるやかな速携を維持していくことが

必要であろう。

◊活動を支える独自の理念が必要

以し、二つの団体を・CJI堺げ、それそれの活動を箭柑に紹介した。 l泉北たす

けあい の楊合はh政とは~行政にはできないことを独自の手注で実

・践している点、 「がんばろう！ ！神戸」の場合は行政や企業などを巻き込みなか

らも独自性を絆持し、自由な発想で「福祉ポランティア」を超えた取組みを進め

・ている点を弥濶したつもりである。これらを踏まえ「ネットワータ」の今後を考

えると、なによりもまず、確固たる活動理念を打ち出す必要があるのではないか

と思われる。これまでその都度披災者のニーズを先取りし、柔飲に対応するやり

方で成功してきたか、これからは長期にわたる活動を下支えする例かが求められ

：ょ入例えばマスコミの世界でも、最初の1年は全てがB新し（全力で取り組む

が、 2年目からはどの時期にはとのイベントがあるというのが分かってしまい、

妙な「慣れ」が生まれてしまうことがある。良い例えとは言えないが、何となく

お分かりいただけるものと恩う。ポランティアをする側とされる側の双方が納徳

し続けられるようなやり方とでも申しましょうか、そういったものか必要である

n西宮のあるポランティア団体は福祉に特化し、公的介護保険の導人を1こらみ、

特養ホームの運営に向けて準備を進めていると聞くが、これなどは目的を明確に

している例である。

「走りながら考える」という表現がまさにぴ9 たりのこの 1年でしたが、どの

団体にとっても将来に阿けて店分たちを見つめ直す時期にきているようた。その

中でも「ネットワーク lは何かやってくれそうだと期待している団体の一つであ

る。

； 最後にポランティアの皆さんへ。これまでの活動を拝見して、そして将来を展
＇望するに当たり、皆さんがいることで神戸の街かどれたけ救われていることかと

、改めてその点を強くします。近い将来、 「神戸はポラノティアがいなければ成

り立たない」とまで言われるような日が来るのではないでしょうか99
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4 コミュニティづくりを担えるか一「ネットワーク」の方向性と体制整億

課題解決の方lb」を考えていく点から宮本進一—さんの指摘を整理をすれば、以下の 5

点になる。

①早くから資金確保9こ努めるなど「99のない」対応をして苔た

②無理しているように見られかちな被災地のポランティア活動の中で、研修制度を

取り入れるなと、ボランティアの現在的、将来的な呉望に応えている

③潜在している人々が気軽に参加できる新しい枠糾みをつくる必要がある

④支援する側、支援される側という関係を解消する工夫が必要である

⑤今後に備える確固たる理念が必要である

これらに指摘にも答えながら、課題解決の方阿や今後の活動展開や組織整倣のあり

方についてふれてみたい。

11)令l 寸宰能力を高める—-「ネットワーク」の課題解決方向

まず、①②の指摘は当然のこととして、今後も考えてい（必要がある。③以降の指

摘についても、今後 lネyトワーク」なりの答えを出していく必要があるけれとも、

関題や課題はもっと複雑である。というのは、 「ネットワータ」の活勁経過は震災救

援から個人の生活支援、地域コミュニティ活動と広がってきていることであり、活動

の拡大を被災地、ひいては社会a汰きなニーズとして受け止めていくことを前捉に活

動してきたし、今後も考える必要があるからであるa

この意味では③に閲連して、活動が拡大していく中で安定したボランティア活動参

加者があっても、伯向的に不足となる一方で、さらに一般にボランティアは地域コミ

ュニティ活動のイベントなどへの参加を好み、これまで主な活動だった従米型の地味

な描祉ポランティアヘの参加か少なくなりがちである、という問題と課懸を持-てい

る。また④に関連して、他人支援のみならず組絨の支援の課船もあり、政策的、取業

的に問題や課題をたてる必要がある。以上のような問題や課題を解袂するための実践

に迫われ、⑤で指摘のような確l"たる理念が持てていないのは確かであるが、それに

は単なる理念にとどまらない以下のような活勁の方向についての検討が必要であると

思われるっ

①ボラ 9ティアのリクルートが大苫な課迎となっている。いまポランティアは地元住

民、若い世代、安定的に活動参加のできる人、特技や的門的な技能を持つ人の9順で

求められていると言えふ 「ふれあいサロン」などのような地域に密朽した活勁や

コミュニティ事業のプログラムは、同峙9こ、もっとも優先度の高い地元仕民ずラン

ティアを確保するチャンスでもある。これらの企圃:庭施はその地域にあってポラ

ンティア参加したいと考えている住民にとっては「参加機会」であり、 「ネットワ
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ーク l にとっては「接近機会」である。

確かに現実の作業ではポランティアはコミュニティイベントか、個人の生活支援

かという＿名択—•的を迫られるような状況を持ーぶていふ地域コミュニティの話勁

を地元住民ポランティアのリクルートチャンスにできるような多様なプログラムの

企両と辰開が求められる。

＠若いl且代の参加については今後の活動)j向をにらんだ、現在の活動や活動拠点とは

呉なるもう一つの活動の体系と拠点を準錨する必巽かあるのかも知れない。これま

で遥論されてきた新たなポランティア＇）クルートの場としてのボうノティアーポス

ト構想を、若い人を中心に他のホラノティアにも開かれたものとして、さらに具体

化する必要がある。

R l記の地域に密若した活動や事業およびそのプログラムの企画能力と並んで組織支

援への要請においては政策的な能力を求められる，また、他のネ 9 トワーク、行政

体、国なとへ蔽第9闊牢してい（ためにも介画ー政策立案能力の向上か必要になって
いる。

④柔軟で機動的な lネットワーク」の活動は多くのアイディアを牛んでいるにもかか

わらず、このアイディアを具体的な企両にし、実施してい（ためには、多くの尖務

と時判を要すな，これをフォローできる専従的な人の確保がさらに必要である n

⑰上記②④の人材を確保する lふめには、企業の社会頁献力政と述携して企莱からポラ

ンティアや人材を旅造してもらうことも一つの方策である。また、自前で人材確保

を行うためには賓金が必要であり、その一助としてある種の収益甲業の展開が必要

となる。

Rさらに、地域を支える早業として、既に議論されている移送サーピスや配食サーヒ

スや高齢者用レストランなとの有償卓業の展開を桔極的に樅討する必要かある。ま

た嚢災ボランティアの地域活動モデル及びふれあいセノターやふれあいサロンの経

験を牛かし、ポランティアに支えられたポランタリーなT|1民話動が機関屯役となる

新生コミュニティヘの99広い検討と捉案が必要である。

⑦以上のような展開をしてい（ためには、展災対応型の組描から脱皮する必嬰かあり

、新しい地域コミュニティづくりを推進するにふさわしい組織のあり方を検討する

必嬰がある，，特に企菜や民問団体との連携をさらに強めるような組織幣備をすすめ

る必毀かある，9

121ポランティア・ポスト構想・一「ネットワーク」の諜題解決へ検酎中の方策

上記の課題紹決方向のうち、①③の多様なプログ9ム開発や企画・政策立案能力l5J

上に関連する地域コミュニティづくりの事業・検討のフレーム、すでに幹事会で検剰

されている②⑥に関連するホランティア・ポスト構愁、及び（S⑦に関連する企槃や民
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図7 図6

「ネットワーク」の地域コミュニティづくりの事業・検討の枠組み
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lill団体との連携を強めるための組織糀備の方向、について述べておきたいし

(j)地域コミュニティづくりヘ ―事業と検討のための枠組み

これまで「ネットワーク」は 9地域コミュニティ」や「ボランティア」との閥で様

々な試みを展開してきたといえる。この三者によるコミュニティの新生への手がかり

をつかみかけている。これまでの地域コミューティづくりへの市業を位笹づけるとと

もに、今後の事業を検討してい（上での枠磁且みを別図のように考えてみたc

この三者との関係では、 l地域コミュニティ」との阻lで「茶活やかテン 1ヽ」から

「ふれあいサロン，に全る車業を展開してきたが、さらにこれまで以＿tーに新たな亨業
を生むことで豊かな展開が求められている。 国ランティア」との間では様々な慟き

かけを行ってきたが、新たなホランティアリクルートの楊や媒体づくりが求められて

いる。

さらに、三者の関係に止まらず、企業や行政体を含む専業や砂r99率を租極的に行

ってい（必要がある＂ ("16参照）

②もう一つの活動拠点ーポランティア・ボスト構想

改めて学生を含む幅広い）呂のポランナイアをリクルートし、将来の「ネ yトワー

ク」の財政的な自すをも展望した「活動拠点 l として検討をi」ーっているc

ポランティア・ポストは

①駅前等地域内のー等地9し立地しチャリティ朝叶Jやパザーはと収亡珀茉叫易／②地域

住民とポランティアの交流の場／Rポランティア券集・応券の筒便化をはかり99広い

屑のボランティア参加が0199となる場／④区役所9中庭の拠点とは対称的な、 「ネット

ワータ」の 2つめの接ぬて「有俣事業」を行う場／⑤他のポランタリー佃休の京務所

機能を提供するなど支援機能をもつ坦

などの機能と役割を持っている。

収益事業や有個市業を行うことから、ポスト全体もしくは収益事業部門を有限会社

化するなど、経営貢任か明らかになるような象9絨形態を選択することも検討されてい

る。

③企業との連携を一一これからの粗織整備の方向

現；の「ネットワーク9の最大の問臨は、既に袋災ボランティアを超えた活動をし

ているにも関わらず、紐織は狽災対応型を脱していないことにある9』

地域コミュニティをつくり支える組織として、さらに社会へ向かって開かれた、非

営利事業体になってい（ことが必要である。これまでの内部の作業や活勁のグループ

主体に構成される組織を牛かしながら、これらと並行して外部の企業や民闇団体の人

々に参加してもらえるような’組織炭開の方向，を検討している。 （悩 7参照）
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図7

これからの「ネットワーク」組織（意思決定の仕組み）の展開方向

ポランティア活動グループ及び協力者
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第2部

東灘地域での主な活動団体と

その活動内容





第1章活蘭1fJ接点を成りて＿主な震災ポうッタリー目体の概況

東灘区には、さまざま誕災ポランタリー団体かある。避難所が最も多い時には120

ヶ所あったところからも 3ケタを超える団体があったことは容品に想像できる。また、

コミュニティレベルの地絃組織の対応なども含めれば怨像もつかない程のグループや

組織が活動していたと思われる。

ここでは、 「ネットワーク」の活動を客観化するために 2つの組織、魚蛉小学校復

興対策木部、」ープ神戸ボラン,,アセンター、の活動をとりあげた。

1 避難所・地域・組織— -4 つのボランタリー団体

東難・地域助け合いネ y l・ワークの活動記録を行ううえで、同じ地域の異なるタイ

プの回体の活動実態を概括しておくことか、 「ネットワータ」の活動の窓味を多面的

に把握できるのではないか、という点から魚崎小学校復興対策本部、及びコープ神戸

の救援対策本部の二つの異なる団体の活勁実態の概括を行った。

「魚崎小学校復典対策本部」は避難所を拠点に坦域づくりの祝点もあわせ救援復興

の活動を行った。 「コープ神戸救援対策本部」は物資供給を主機能とする生活協l司組

合が約合員の助け合いや赦援・尖全確保などの観点からポランティアとともに救投活

動や友愛訪閥を実施した。両者は、いわば地城型と莉織型とでもいうべき活動団体の

代表的存在でもある。

これらの活動と並んで、ここでは活動の概括をしなかったか、もうー・つの代表的ボ

ランタリー活動団体に情報センターがあな 「ネットワーク 1は在宅の高齢者等を中

心に救授活動を行ったが、情報センターは避難所のネットワータを行うことをメイン

の仕市とし、 2月10Hはから 3月未まで東灘区のホランティアの受付・調整窓Elを担

当した。両者は、在宅対応型と避難所対応型といえるが、情報センターの活動の最大

の特徴は避雑所間の情報網をつくりあげたことであ1)、情報と同Uがこ蔽盛期には、避

磐所への直送荷物の 1割、避難所問移動の100％を受け持ったといわれる。また、 t肖
報センターは3月末には区の保倒所から撤退し、事実上の活動を終えた展災救投型ボ

ランティア0)糾織の一つの典型でもあった。この点でも今も活動を続ける「ネットワ

ーク9と対比をなしているといえる。

「ネ yトワー，'1を東灘地域の中において把え、評価しようとする時、少なくとも

上記のような活動団体との比校や述携の中でみることが必要だと思われる。今回は取

り合えず2団体の活動を概括し、展災救援活動への地域対応のあり方を考える第一歩

としたい，
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2 魚崎小復興対策本部・「ネA9-9」•ユ-1 神戸の接点は~員会の議論から

二つの団体がどのような接点を持ったのか、どのような枯徴を持ち、今後をどのよ

うに屈望しようとしているのか、地域委員会での議論を収録してみたq

遥談会出席者）

高砂春美氏（魚崎小学校復興対策本部長） ／林 律子氏（コープ神戸ボランティ

アセンター） ／中村順子氏 (lネットワーク」代表幹事） ／司会，佐野幸二氏

（事務局）

活動では接点はなかった

司会 あれから早くも］年経ちましたが、みなさんには今なおさまざまな活動をされ

復興に力をつくしていらっしゃること、心より敬服しています0

さて本l1は震災時の各団体の状況を振り返りながら、第一ーに避難所とコーブこうべ

と東灘・地域助け合いネットワークの活勁にどんな接点があって今日に至ったのか、

第ごにはこれからの活動にむけての地域の展望なとをお話しいただきたいと思います。

まずあの当時お互いどんな接点かあったのですか？

高砂 助け合い＊，トワークと僕らの活動は全然接点がなかっ広僕らは外に目が向

けられない。助け合いネットワークさんは外に目を向けてくれたわけですから、それ

でいいわけ。そういう関係なんですよ。

林魚崎小学校のクリーン活動にはいつも呼んでいただきました。直接、高砂さんか

企画されたものではなくても、あそこのクリーン活動にはお手伝いを必ず出すという

ことはしてたんです。

高砂僕か中村さんと会-)たのは 4月ぐらいの市長との恕談会fとったですね。

中村 そうね、高砂さんとの出会いは4月でしたね。コープさんとは多分2月頃咆接

申し込みに行ったんです、協力団体になって欲しいということで｀，そしたら、コープ

としてはだめたと、くらしの助け合い0)会、そこの部分だけと協力を結ぶというんだ

ったらいいと言われたんです凡

林 助け合いネットワークからもしf1Jか要諸があった場合に、在宅文援の要開なら受

けると。しかしそれ以外の協力はその時点ではしないと、その時の貢任者のはつきり

した決断で。

司会 それは他の組織についてもそうだったんですかし

林 はい。自分達の内側のポランティアさんに対してもそうでした。活動は広げなく

ていいと。専務局の対応力以上のことを諸け負ってトラプルが起こるよりは、目の届

（小さな範囲で、という考え方だったんです。
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ボランティアのポジションは？

司会 次に団体の特徴、ボランティアQ沖寺微などそれぞれいかかでしょう。

高砂 魚崎小学校の方は極端にボランティアというのは後方支援だという位置付けを

しましたからね。ポプンティアかヘッドになるというんじゃないんだと明確にしまし

た。その辺が1也とはちょっと迩うかな。
中村 私述の目標としてきたのもいつも地元のボランティアをリーダーとしてい（こ

と n そして応援部隊をサプにつけるというやり hをず—'っと敢初からかなり意識的に

してきました，人体同し考えですね。外から来たボフンティアが支援にまわ—9て、地

元の人が避難所を通常するんだと、それを助けるのがポランティア戸という考え方は

私逹も根本的には全く一希行だと思うんです。

林 コープの場合は、志願してこられたたくさんのポランティアのためにしょうかな

いなと重い腰を上げたというところはあったんです91ど、 5月6月の辺で大きく槻構

改革があって、ポランティアを大きく、組合貝活勁を供給と同じくらいの位置付けに

するということで。今までよりは栂祉活動の向が高まったんじゃないかと忠いま一dねっ

応援ボランティアとの関係

司会 いろんなずランティアもおられたようですが、その辺はいかがでしょう。

中村 生活を全部持ち込まれた＂わがー丼辛かった。別にきちんと自立した生活かあっ

て、活動としてポランティアをしてもらえる叫iいいんだけどもc i白まり込みは生活

と活動が全然区別できない『，その人も出来ないし、団体も出来なくな—9 てきて、その

リズムに流されていって。あれが一蓄辛かったですねuだから泊り厳禁9こゴールデン

ウィーク明けからしましたc 追い出された 3て怒られたけど。

高砂 僕も 1週lIIlは辛抱したC 1 週阻1 くらいでもう切れちゃった。こんなんや—'と・9

たらだめだ、それで避難者の各部固の代表者を全部呼んで、それから始めたんです。

ものすごくけんかしましたぶ甘えの部分が入ってきたから

林 第2期のことになるんですけれども、コープ住古ポランティアセンターが立ち上

かった時の黄任者が、絹級続括部長なんですが、ボラノティアl隊の活動ふりを見て入

学の暉［会の密室みたいな屈しを受けた。絶対正義を振りかざす、うるさい学生逹）

ていう感しで見てたもんですから、ポランティアそのものに拒否反応があ—J ↑んです

ね，

中村 確かに学生は力になってくれたけど、常識はずれのところがあって、地域から

遊離して信頼を失（したことがあったわね。隣のマン／ョンから怒嗚られるしc 「l

週問我慢したけともう出来ません、何ですか、夜遅うまで騒いで。 l って、ものすこ~

う怒られた。
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楽だった組織ポランティア

高砂 ああなったらボランティアもねえ。僕等の均合、やりやすかったのは国ウファ

ミリーにしても松ドにしてもリーダーがいるからね。そこに話をしておけばね、それ

が下まで伝わるから。松下の方はハー 1面i、国立はケアの方a ケアの方はもう経験者

しか人れなかった0

中村 だから組織的なボラノティアの受け人れをしはったわけ。私等は約紐的なポラ

ンティアプラス圧1到的に僭人ヘースの人が多かったですか社協1こfiったけど仕事が

ない言われたから、助け合いネットワータ紹介されてきたとか。そうやって一人づつ

米る、それを束ねて一つのワーキングの形にするというのは体懐すほどしんどかった

ねu

司会宿泊付のホランティアについてはどういう見絆を持たれてましたかn

高砂 そりゃもう、侠らの場合はね、夜中の作業かあります。いないと困る。

中村 うちみたいにB中活動にしてるとね、泊まりがものすごく困った。泊まるとこ

ろ確保してくれって、利用者のおばあさんのところに泊まらしてもらったり、ポラン

ティアのところに泊まらじてもらったり、結局トラプルの元になったりじCね。その

世話するたけで2、3時間割かれるんだか恥辛かったですよ、 2、3時問でもあの

時はね。

ポランティア活動の悲しい接点

司会 団体「月の1-iブルはありませんでしたか。

中村 3月も終わり頃になるとニーズが分からなくなってc 行き先であ万いにパッテ

ィングするようになった。それか活動の接点であーサたというのは悲しいですね。ポラ

ンティアが来るから活動を続ける、資金が残っているから続ける、ニーズがあるから

続ける 継続の勁機も1元んとのところいろいろあったね、、

高砂 中村さん、設初の頃、僕等かケア始めた頃があったしゃない。あの陀1こ閑迎が

人きか―'たのはね、ポランティアも時々しか米ないから、いわゆるケアにならないわ

けね。それがね、焦蛉にあちこちから入ってくる。僕等はきちっとやってぅてるのに。

だから、誰かが調整するセンターカ式っていうのはやっばりやらなきゃいけない＝

中村 しかしね、あれを統制すべきなのか、自然淘汰を待つのか、まだ未だに結論で

ないんですけど。いずれにせよ、被災者の利益にこそなれ、迷惑につながることは避

ける方法を検討しなくてはね。

ポスト震災への活動

司会将来に向けそれぞれの団体から蔑災ドランティア活動に関する提言が出てます

けど、こういう姿勢が大悪なんですね。例えば高砂さんの方は平霜の地城ボランティ

103 



アに戻るんだと。それを通して将来の東灘の地域栢祉を作り上げていくんだとJ ネ 9

トワークはネソト「｝ークで将米ビジョンがあると思いますし、コープは』ープで将来

どうあるべきかという課題か当然出てくる1まずだと，それぞれの造った団体がとうい

う将来ピジョンを持,,ているかといっことは朽えなければいけないし典味があること

だと思いますね。

高砂 この前行政の地域福祉諜に行ってきたんです a 東灘の均合はその面で立ち遅れ

ているんしゃないかと、地域の全体の今後のあり方というのをここらで考える必要か

あるんしゃないかと。そういう活動をされてる人を集めて論議する必衷かあるんじゃ

ないかと。コープさんにしても東灘助け合いネットワ—]クにしても、もっとも＇と地

域どの密着というのが必要になるわけですね。そこからもっと接点か出て（るんしゃ

ないかと赳いますね，

中村私逹のテーマも既存団体や糾紺をどれだけネ y トワーク化するのかっていうの

が今巨lの震災を発端にありますから、そこでがんばっていただいて。みんなで土壌を

つくりましょう。高砂さんも避難祈が終わったから終わりにすると赳 9てもら 9たら

だめ、地元活動もしてもらわないと。

高砂僕はそうしゃなくて今までのボランティア活勁から、尤の原点に戻'たわけ。

やはり子供会の活動であり、焦l椅l町協議会の活動でありね、そういうものに怜ったわ

け。その外にじゃあ、中村さんがこれはこれでいいから米てくださいと言うんであれ

ばまた9IIですけど。

林 簑災のお蔭だと思うんですが、コープはポランティア活勁も供給と同じぐらいの

力を入れなあかんということがこの間で分かったんたと思うんですね、，栢極的になり

ますよ。行政のネットリーク会議にも出てますけと、在宅禅祉の分野とかポランティ

・「センターだとか何もかもごっちゃにして論議するから、全然進展かないように思う

んですね。民生委員の活動なら民生委員の活動、在宅女援のネットワークならそっち

0}Jだけ、 ドランティアセンターなら連絡会みたいにしていって情報交換をするとか、

持ってる資材の貸し借りをするとか。 方、研修なんかば緒1こしたらムダがなくて

いいのにと思うんですけとも。全部いつも~0

司会 それを縦割り「のれん」ンステムと言うんです。

21世紀の地域ケアをめざして

中村行政との関係はやっぱり難しいから一云では言えないけれともね、地域活動を

通してどの部分で行政と共同作業をするのかということをやってるのね，，何か・舟者に

やりながら、大きいうねり）で変えてい（というのが私のやり方なんですね，ひとつが

ふれあいセンターのお手伝い、あるいはふれあいサロンだとか、地域を面でとらえる

ということ。生活支援というのになると私逹もかなり今までやってきたんだけれども、
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依頻者のドアの中に入っていく仕事についてはプライバノーの問題かある、なおかつ、

そこの中の領域を担当する、市の福祉振興協会もあるし、コープさんもあるし、ライ

フケアー協会もあるし、いろんなグループがあるわけです凡私達はドアの外で出来

る作業で、一見的なボランティアでもできる、移送とか薬取り、散歩とかね、 ドアの

外からサービスを線でつなぐという、その線を細かくしていって面にしていくという

活動を展開してい（。地域ケアという観点で。それには了供会とも民生委員ともi」政
とも仲良くしたいわけ。それか 21世紀の高齢化社会の地域ケアにつなかると思うのし

臼砂 ふれあいネットっていうのを作る、まちづくり推進委貝会というのに僕も入・コ

てるんだけども、メンパーを集めなさいというふうに言ってるわけね。経しそうだけ

ど≫このメンパーを中心に集める努力をしましょうよ。

司会展望が見えてきましたよリこの研究会での出会いから、今国に発信できる地域

ケアのモデルができることを期待しまして、皆さんのご活躍をお祈りします。
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第2章地縁コミュニティから~魚崎LJ嘩校復興対策本器0活薗

「ネットワーク」は東難区全域を対象として活動するのに対して、魚崎小学校復興

対策本部は避難所である学校を拠点にして学区」：エーアィを対象に活勁をi 」~ったし

「＊ットワーク」に比ぺ狭い地域範囲ではあるが、それだけに住民にと.,てより身近

な活勁として、参考になるところが多いともいえる。

出来るだけ細かい市実経過と併せて、活動段階のモデル化、今後の活動への「 1(！ 

の提言lをまとめてみた。

1 避難所から地域ケアヘ—•一魚崎小学校復興対策本部の活動の概況と経過

魚崎地区は、地元住民とポラノティアの共I司による避縄祈運営から地域ケアの屎開

へ、という特色を持っていふ地域での展閲、ポランティ「との共働、経過の制函な

どを見てみよう。

I. 仮設住宅の現地建設も提案―—地域ローラー作戦

焦的小学校区の被害状況は仝壊」， 700戸、半壊 500戸、死者 323人と極めて大きく、

小学校・ヘ、の避懲人数は初9ぅ約 2,9)00人、二曰目 750人であった』

復興対策本部は小学校に股けられた避難所の本部であったが、地域のまちつくりと

一体化した避難所遮営をモットーに、学校を拠点に地域nーラー作戦を行った。その

内容は次の五つに分類される。

暉品老人の182人の安否確志。 (2月6日福祉単務所の名箔で確認）。

Rこの結果、高齢者、ねた苫り老人、 l倍害者なども対象にすぺきことが判明，ケアが

必要な50人について介護、 3月中旬には、綿密な介設記録とともに行政機関へ引き継

ぐ。

③地域内の家届の被災状況調査， （2月中旬から実施）

麟の関合と並行し、地元の被災者が地元に建設された仮設仕宅に入れるように、仮

設住宅の建設可能な場所、い数の渕査。また、再建ィヽ能な住宅を阜期解体して用地を

確保したり、公圏等の用地を木格的に測里し図面をつけて現地建設を神戸恥こ製諧し

弁。 (2月2]口に提出）

R地域内の様々な店舗の開店状況調査。被災者の便宜と面業活勅へのバックアップを

H的としている。この情報をミニコミ紙や掲ふ板などを通して避郊所、地域にPRし

たわ

避難所のリーダーは入き（以下の 4つに分かれる、，

第一のタイプ 地元住民（被災者）主導型。
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第一のタイプー一労校長主浮型

第三のタイプ-----n部ポうンティア土恙型
第四のタイ9-―市隊員t挙型
魚崎小学校は第ーのタイプーし、復呉木部と並んで4片には被災者による運営委員会

がてき、協同遠営に移行している。第二～第四,_,タイプは衣食住の知期的提供という

施設内の活動に終わり、町づくり、地域つくりを長期的に行うという観点からは、第

ーのタイプか望ましいのは、いうまでもないょ

2・ 5 タイプのポランティアー—活動の分担と共働

魚I印也区は神戸市への綽人の折りに、財秤区を作―’ており（年間予算7千万n)地

要［出後、リーダーは財iか区の議長と交渉i,、1月24日に区艮決裁で震災対策荷として

l丁h円の支出を受けた。これにより、前記のローラー作戦をはじめ、東灘区東南部

の避難所をつなぐJネy卜なと地域全体を対象とした活動を行い、また地域外とのポ

ランティアとも広く協力することができた。

焦鮪小学校避難所と魚崎地区を支えたポランティアグループには以下の五つのタイ

プかあったc

捻ーは、東京国立市で介湮福祉ポランティアを行っている団体で， •9 ァこ')-国立 。

1 月 29 口から 4 月 951~1 まで泊り込みで平均j0~15人／El力参加した，9

第ゴま、松 f君屯気労組からのボランティ冗 1月31日～4月末まで20~30人／日が原

叫として日菩わりかっ暉りで参加した＂

第二は、地元のrともや若い人。 r媒走族 lのような事をしていた人がたいそう活趾

したc

第四は、住宅解体に従事した建築業ポランテ~ィ冗先の仮没行宅俎没用地の測呈等は

彼らの協力によっている。

第五は、関西建祇家ボラノティア，．油砂氏の知人が彼の活勅を聞き協力を申し出たも

ので、約70人の建築家や研究者からなる 加藤阪大助教授を代表に「魚崎まちづくり

協涵会」を発足させ、仕宅條理、再建の相談に応し、 4月9日には住民参加のまちづ

くりシンポジウムを行ったc

これらのホランティアのうち、松下匿気労糾ポランティアはパソコンを使った物資

の管理やJネソトの迎営を主として担当し、ファミ 'J..国立は介渡活動を担当、建梨

業・建築家ポランティアは専門性を生かした活勁をした。これら 3者の述携を、地域、

企業、専門家のトロイカずラノティア体制と呼んだしまた、災害ポランティアは徊人

ベースで動くと、活動の指示なとに時憫が取られてしまうので、個人参加のポランテ

ィアも上記のいずれかのグループに所属してもらい、ホランディアに股災者の衣食住

の手当て第のH々 の避雑所活動を任せることによって、復輿対策本部は地域的活動に
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重点を移すことができた。

3・ リーダーは地域ポランティア団体から一活動の3段階と経過

魚的地区は、地元住民とポラ/ティアの共同による避難所連営から地域ケアの挺憐

へ、という特色を持っていふこれは以下のような 3段階にわけることができる。

①初勁対応的段党 (2週問、地域リーダー＋地域仕民有志によるコアグループか一元

的に対応）

②専門分化段階 (2~3ヶ月、第 1段階のリーダーのもとに専門別に組織ポラノティ

アか分担、地域ケアヘの展開）

③地域定着段階（避雖所解消の時期までm 被災者や埴緑団体りーダーや行政機関への

委譲）

特に、第~段階の地域リーダーについては、すでに見たように誰かなるのかが決屯

的に直嬰である。このリーダーは地域に拠点をもち、かつ地域密着型の活動をしてい

るポランティア団体の'）-ダーの中から、災宮以前に決定し養成しておくことが不可

欠ではないか，

事実経過の概要は表8の通りであるが、ライフライノ関係では、 1月19日夜には学

校の奄気がつき、水は2月半ば（地域によっては3月末）に回復した。 1月27Flには

プロパノ用風呂 3台の捉供があり、必要物登は大阪で買いとと Q)え、リーダーの知人

のクルーザーで泉大津から音木港へ運んだ。 1月25日には校長と交渉し給食室を開放

してもらっていたため、食専でも弁当以外の温かい御飯や汁ものの捉供ができた。当

時神戸市では 850円で弁当と菓子パンを提供していた。もし、給食センターが開放さ

れていれば、 400円で共同購入による自炊が可能だった、という怠見もあるu

医療問題については専門家が集結できる基地をつくる必要がある。独居老人、寝た

きり老人、障害者の人々には食事やトイレなどだけでも通常と異なる配慮が必要であ

り、行政だけでカバーできないのは明らかであるn 何処で誰かどのように取り組むか

は火問題である。実際は、校区内の町医者の人々がローテーンョンを組み、 1月25H

から 2月末まで大阪府の医師団が組織的に朝晩2回の巡回をし、その後、学校前の東

灘診療所を24時間体制にしてもらっている。その他、食品管理、 トイレ管理、ゴミ処

理など衛生閥題か大変だったが、夏ならもっと病気が発生したのではないかと推測さ

れる。

今回問題となった心のケアについては、ケアポランティア団体の人に見てもらった

か、 「ケアの必要な人はいない」とのことだった。授業か始まるまで、校庭の--角で

火を焚いていた場所が皆の溜まり場となり、酒を飲み愚痴をいうことも多かったが、

これが息抜きの坦となったようた，また、独居老人介護システムやイベントなどによ

って人間関係がつくられ、このことか結果として心のケアになっていたのではないだ
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ろうか，

学校との関係は、ここでは線を画するという方向を取った。 3月1こ講堂を明渡し、

卒業式、入学式が実施され、授業は2月l3日から再開されに給食室は3月に明渡し、

4月か昇常通りの給食が行われている0 この代替として家庭科教室をfかりている。
教眠員には、迎鮮月這営には徹底してOOわってもらわなかヽけた。このため、学校との

郷ゃトラブルは全くなかった。
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表8

事実経過の概要

時期
|

1

／
ー

剛

期

事項

・焦崎小学校開放述営委J1として携帯の鍵を用いて小学校入

・災害対策本部設歯（グランドにチント）

•安否確認'(指定避麓所と実際の避難所が—一致しておらず難航

・遺体安置所の指定を受け、逍体搬入が始まる。追体確認開始（～

25日）

・被災者全般の「よろず相談」、医療チーム編成開始。

・ 「淡路屋」より弁当、 「サミ y卜合同」より＜1-ナ差し人れ。

・寒さ厳しく廃材を利用して校庭で暖をとか口動車内での仮眠多

し。

・魚綺地域の住民から救助作業の依頼が殺頷lする。その指示作業を

開始する。

・焦輝域火災の消化活動に徹孜で対応する (3日間）。

・簡単な名悔作成を開始するが、移勁か激し（完全なものにはなら

なかった。

・食料の配布が鴻始されると、避難祈以外の披災者か食料を求めて

米ふ

・被災者か家屋の伶J壊1ごより石のみ首のままで避薙所に来て、衣料

等の要望が多かったか対応できず、小学校にあるものを捉供した

が、不足したc

・乳幼児の食料とオシメ等がネ足し、潤逹~にも手問とふ

・小学校の侶健至を借りて、負傷者、死老の対応はじめ、地元開業

医1こ協力を求めて対応するe

・午後10.001こ救援物資の毛布が 3.000枚届き、直ちに配布する。

・午前8時、御影地区のガス漏れ事故による避難を実施。18El 

l 

I 

ヘu

I 

l 

・高齢者、障害者に避薙勧告が出ていたが、完全には避難できず、

小学校に 100名ほど残る結果となった。

．哀たきり老人、肘害者など41名を救急咽 トラックで赤塚山高校

・「サミット合同」

1本。

より再びベナナの差し入れ。食車は 1人バナナ
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初

期

・午後6時、避難勧告解除c 多数が還難所に戻る L

・遁難者の教室利用始まるc

l9日 1 ・飲料水の苦隠寒さ対策、暖かい食市の要望多しn

．避'ini祈の長期化を予勅し、長期計画を立てはしめる，．

・牧資担当をH氏、食単担当を］（Kに依顆し、日ら貸任者となる。

・少しずつ9ドランティアが来訪する。

・小学校内の送弔開始e

・救援物済の人荷が安定。

罰11• 本部の移動、物資虹碑所の移動を実施a

・緊急宅哨を没置。ただし、本部専用はなし。

・学校の先生C)協力により、名薄を作成q

21日1•水洗トイレ使認餡人力で利用―nJ能にする"I、イレの水の速搬

I 開始。
・避難者の職瑚復帰かはじまり、日中は人手不足になる。ポラノテ

ィアも不足n

一警備隊を編成。地区内の見回りを開姶する。

22n | ・前R連絡のあー」た合l司葬俄が中止となり、苦佑が殺到し、対応に

凸底行政側に相談したか、例ら対応かなか—9 た。

23日I•市災害対策本部に対して、避難所の共情を報告し、対応を要望す

る。

・大阪府医師会により救設固来る，地四開来医と引継ぎを行う。

24日 1 ・魚崎財産区より災害対策究 1,0001ガりが計上される。

•上記予宴により、調理器具等の購入を大阪府の知人に依頼。

・大版府医師団により 1日2回の回診開盆高齢者に喜ばれる。

25日 1 ・避難者を集めて初めての集念自Crに向けての協力を要請a

i予輝,,こ給食室の使屈を依頼し、許口／を徘る，
I • I●かい食弔のための物翌を求めるか難航，＿舶闘取ま諏りに行
く。

| •生鮮食料品、缶詰等を「連合 l に輝0 2円後より少しずつ人手
・給水車巡l亘l始まる。

26日 ・24日に依頼した物資を、タルーザーで青木港へ。

・給食室での淵理開始。

・仮設風呂の提供あり、設低するc 局齢者を侵先して利用させる。

・温かい汁物の提供開始。避難者に喜ばれる。

28日I・仮設l、イレ5合を初めて設鼠

Ill 



29[1 ・迫体の搬出終わる。

・介護ポランティア団体（F)の代表s氏末る．． 2月3日よりの協

]-30日j三こ[M)ーの一労99和戸7:代表□認ーる口日よ
·•I浮校内の水道復lu。

・介證ポランティア団体 (F)の開始，， lローフー作戦」 （後述）

の杢力に。

・屯器メーカー (M)の労組ポランティアの開始。物資竹理、食事

前 捉供の主力に。

1 ・「ローラー作戦，開始n 地域内の高齢者、障害者のケアを中心に

期 し

2月初め ・仮設住宅の地元設晋に向けての地域内凋資、行政への要望吾捉tli

2月末

をijう。

・地域内の店舗の開店状況潤査とレポートを関始．

・地域内の他の避難所とのネットワーク (J ネッ lー）設函。

ーアメリカケア（ポランティア団体）よりカナダテントの提供を受

けて直ちに建設し、本部機能、物資倉庫として使用を開始する3

•関西/ニアライフアトパイザーのカウンセラーによる魚崎地区内

の訪問活動を開始する。

• 2月19日より装西建築家ポランティアによる住も相談を開始する

~山梨賑のポランティア団体よりファクシミ'） 10合の提供を受けて

、地域の避難所へ提供する.I後にJーネ y 卜に使用）。

・避難所の駐車楊の尊理、管理を始める。

・自転車・栄車の駐輪場を投蛍し、笠理を始める。

-2月13口学校●1より学校を再開したいとの申し入れあり、避難者

、ボランティア、教員等の協力を得て教室の確保と大そうしを19~

つ。

魚崎地区7か所

難者だけの運営となる。

•伊丹市のH社よりパソコンの提供を受けて、物資管理、名箔作成

等の入力を開始するc

- - -、．.1 ・ミニコミ誌「せせらぎ」刊行開始。・カナダから大テントを校庭に設置。本部機能を移転し、物資倉庫

112 



~J 

中

期

、ポランティア宿舎、コ：ュニティーセンター。 (4/-g) 

・建築家ホランティアの協｝）により、 「まちつくりノンボ」を実施

・避、 自身による運営に向けて、運営委の結成、業務の引逹継ぎ

｝ 開始u
ー 「解体隊プロノェタトlによる餅体受付、解1本作業を開始する。

3月 I -3月12日をもって、ライフライ/が回復したため、 「せせらぎま
1 つり」を開催し、外部の食事と物資の提供を終わる。

I ~ I・卒業式、入学式と授業の花常化に向けて、講堂、教室等の使用者
1 4月l5HI の移動を1jい、学校側に協力すふ

i I・企業ボランティアM社、 F国立ポランティア団体による卒菜牛、
I 入学牛に花のプレゼントをする。
・教覗員の異動者に対して、避難所でカンパを行い花束を9曽る。

·•I'学校の昼休みに企業ボランティア M社が、 M社保蓑所「ユニト

ビアささやま」へ 260名の小学生を招待してくれたc

・地域内の高齢者、陪害者のケアを地域の民生委員、社会福枡協議

会、保健所に引き継ぎを閥始し、 4月15日に完了する。

・4月15日にF国立ポランアイア団体の活動終わる。

|．避類所による運営委による運営が本格化

後 I，）月16日!. Iまちづくりシンポ」 （第2回、第3回）を実施。

: :;月30日に企業ポランティアM社の活動終わる，J

～ ・気候か暖かくなり、食品衛生上の問頃か生じて冷蔵庫を要望し、

1 行政の方からコンテナ冷蔵庫が設置される.,(5月）．

期 I8月27日1・諏住宅、公営住宅への転居なとに関する要望杏を行政に提出。

・8月27H避難所を解消する。
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2 魚崎モデルー→囲彫所復興対策本部の3段階の活動モデル概要

前記の 3段階モデルを晋返化し、今後の活動の参考に供するため、それぞれの段階

での作棠や問姻を以ドにまとめてみた，

I. 【第1段階：初動対応段階l

0期間

魚崎小学校の場合、被災当n(1月17FI)かり 1月末まての約2週間。ただし、今
後、阪神大哀災の教訓から糾織ポランティアの体系的動員がスムーズにはかられるよ

うになれば、この期 l関は 1 週間ないし数日に短約されるであろう~，また、されねばな

らない。

〇主たるタスク

地域内の人命救助、負傷者の手当て、搬送

遺体の普理、火葬の手配

地域内の被害状況の把掘 CA的被害、物的被；；含めて）

米財道具の搬出

避者情報の関査、把握（名箔作成）

．＿此避類の培所」としての避姪所の整仰

1週間分ないし数日分の衣食住の砿保

0組織体制上の特徴

リーダーが必要（魚崎小学校の場合、高砂氏）。第3段階までを見通した場令、')

ーダーには地域住民（被災者）自らかあたることが絶対的に必製。地域の行政糾識、

および、避難所となる施役（主として、学校）の戦貝とのパイプが太い人物が、とく

に望ましい，この点、後に述へるように、外祁ボラノティアの長（地域密祈性か欠

如）、避難所となった施設の長（当該施設本来の椴能回復に専心するべぎ）、行政

（外部団体）の長（そもそも拭能麻舛に陥るという前提である（．、機能回復後もポラ

ンティア、緊急救援物姿の受人れ等、後方支援にあたるべき）は避けることが望まし

ぃ， 避難所述営は、被災店後はどうあっても、ある秤度混乱するのはやむを得ないc

第 1段階においては、このリーダーを中心に、地城住民の有志数名が」アグルー Iを

作って、良かれ悪しかれ一元的に対応するほかない。なぜなら、大規校災害ゆえ、行

政組織は機能しないこと、外部ポランティ了もその実質的初動には数1.1を要すること

か前提だからである。

〇今後の課題

上記の'） -ダーか存在しt・点か魚涌小学校の特徴である，．しかし、＃布しなかった

（がゆえに、避難所が大混乱に陥った）ケースも数多いまた、地域，J←・ダーの不在
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ゆえに、外部ポランティアのリーダーがそのまま避難9和堕営にあたり、第 1ないし第

2段階はそれなりにカパーできても、突然の撤退、過度の介人による混乱を招いたケ

ースもあふこの意味で、地域'）-ダーを前もって決定、英成しておくことが不可欠

である。したがって、極論すれば、避難所運営の成台は、災害以面にかかっていると

も言える。

地域「Jーダーの候補。民生委旦、子供会、地域の協謀会、少年スポーツ団体等の'）

ーダー。地域に拠点をもち、かつ地域密着型の活動をしているポランティア団体の'）

ーダー『9

2. 【第2段階：専門分化段階］

0期間

焦峰1造井交の楊合、ファミリー国立、松ド君器労紐ポランティアが入った2月初姐

から撤退までのおよそ 2カ月間この期間は、災害の規模、各遊難所の個別単情によ

り左右されるだろう。しかし、外部ポランティアが超長期に機能することは困難であ

るから、長く見桔もっても3カ月程度ではないか。

0主たるタスク

避難所連料の組該化，効率化

援助物資の搬人、仕分け、在扉人せ理

近隣避難所とのネットワーク形成

Jーネット

地域内ローラー作戦（地域内市情の把握、分析→対応）

独居老人閲査とケア

高齢者、哀たきり老人、降害者の劇査とケア

家屋被災状況調査 9仮設住宅建設、住宅再建へ向けて）

店舗開店状況調査（被災者への情報提供、地域振嗅に向けて）

〇組織体制上の特徴

第1段階で形成された地域型'）-ダーを中心とする本部の傘下に、専rり分野別に特
化した外来の組織ボランティ rをタスクフォース（専門部隊）として樹（ことが重要n
これにより、ボラノティア組織のもつ専門性・紺琺力か生かされると同時に、外米で

あるがゆえの地域性の欠如が補われる。また、多くの個人ボラノティアの対応に本部

が頂接に煩わされることがなくなる，9

3・ ［第3段階：地域定着段階l

0期間

魚綺小学校の場合、厳密に言えば、フ 9 ミ，)一国~、松下喧器労糾ポランティアが

lJ 5 



9噂的に活動を終え、被災者自身による運営委員会か正式発足した 4月15日以降、避

難•1鋲となる 8 月 27日まて．，ただし、それ以前の 2 月 3 日から、以下に述べるよう

な各柚タスクの地域件民、地域団体への移涼、定着が段階的に図られているa

0主たるタスク

第 2段階における各種タスクが基木的には継続する。つまり、避難所の日常生活の

運営（衣食住の提供、四境の整価など）、地域内の高齢者、降害者のケア、仮設仕宅

建設へ向けての環境幣備、仮設住宅への入居援肋、生活女援なとであるn これに加え、

復興へ向けた各種ィベントの開催などが加わらただし、これらのすべてについて、

被災者自身、または、被災地域内の践存団体に運営の土休が移行する点が第3段階の

特徴であな

0組織体制上の特徴

外部ボランティアの動名は短期的には、打華を受けた地城被災住民、機能麻痺に陥

った地域団体を代替する重要な役割を果たす。しかし、被災者の桔神的回復、経済的

自立、地域社会の復邦のためには、外部ポランティ了（組織）は、地域に永続的に定

着できるケースを除いて、段陀的に撤退することが望ましい。

魚崎小学校の場合、避難所l棺］の日々の運営は、松下定器労糾のポランティアから、

被災者自身が楳成する運営妥貝会に移行した (4月15日から止式に）。地域内の老人

介護は、国寸ファミリーから19礼市務所、民生委嵐、保倒所に移れした＾

3 阪神・淡路大霊災の体験を今後に生かすための JOの提言一避難所の体制を中

心に

以上の活動の概況や経過、 3段陪モデルを踏まえて、今国の経験を今後に牛かすた

めの提言を以ドにまとめてみた。この提言は、魚埼9J消収区で蟷勁をペースに避難
恥あり方を中心にまとめたものである。

l L提言1 避鰤の機能を身の安全と当面の衣食住を確保する「一次機能」、生
活復興を支援する「二次機能」に区別する。ー J_J

今回の衷災では、避難所が担うべき様能についても洸乱か見られた。

畷瀑能が短期間の緊急避熊機能であるのに対して、一次機能は生活復典支援機能

であり、概ねライフラインの復l日から仮設住宅等の住居を確保するまでの相当の期問

が想定される。避難生活を早期に解消するため、従来の～次様能に加えて、二次機能

についても地域防災計画で想定しておく必要がある。
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I 提言2 学校施設は避鰤和して利用されることを前提として、機能を十分発
揮できるよう、施設の耐紫・面火性、収容能力、利便性を再検討するc

L __ -------

今回、多くの学校か避雖所となったか、広さ、椙造、設備などの面から考えても、

これに替わるべき施設はなく、今後においても避雑所としての役割は大きい．

このため、今国の霰災で見られた関臨点 (Ul避難所の施設自体が大きな被害を受け

た。②杞磁が適切でない。③収容能力を超えた人数が避難した。④ライフライ／等の

設備の不他なと）の改善に1,Jけて検討する必要がある。

また、学校は、教育懐能の早期回復の観点から一次機能を甚本とし、二次機能に対

応する避難場所と二段構えで対応すへきである＿

---

提言3行政職員・教職員が出勤できない事態を想定した対応策を検討する。

----__—---__J 
今同の笛災では行政喘員・教喘貝目身も被災したことや、交通機関の途絶もあり、

当初の 2~3日問は出勁できない暖員も多かった。

全毅員がすぐに出動できる態勢を整えることはもちろん重要であるが、初期段階の

対応について1胡巌員か山幼できない事態も想定して、それに苔わる体制を折り込んで

おくことも必要であな

一--------
提言4 避難者中心の避難所運営のための組織づ（リを支援する。

今同、避難所の運営については様々な形態が見られた（単例報告参照）か、避難者

自身が組織化され、避難所迎党の巾心とな—9 て「 1 日も早（自寸すること」を目杞と

してきたところでは寸ち朕りが早い傾向が見られた。

一次機能の段階は、行政戟貝等か中心となって述営すべきであるが、二次機能の段

階では、避幾者中心の避難所遮営かなされるよう、糾餓づくりとその運営（活動）を

支援することか大切である。

［提酋5_＿救援は「モノロどけではないc- ---- -- -

何らかのケアが必要な人の受入れ態勢を整備する。

高齢五｀｀人、幼児｀：力ニのーーロニ足害時にーニ／場

になることが多いが、今回これらの人の受入れ態船が十分でなかった面も見られた。

今後、これらの人を受け入れられる①設佃面（冷暖房設備、昼敷きの部屋など）、
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騎渡面（食市、保健、医療など）に配慮した整偏に加えて、：al心理面（心のケアな
ど）の機能を暉することも必要である。

提言6 安否情報など、避難者の基礎的な情報を迅速に収業できる態勢・槌供

— ーでき_:__9ースーテムーを".._する° _7 
今国の投災後、避難者の安否硯認の問い合わせが各避魏所やI|Jに対して多くあった。

それに十分に応えてい（ためには、各避薙所での避難者の仕所・氏名写の甚磁的な

情報の早期確認が必要であ9 たが、混乱のなかで十分な対応ができない避幾分もあっ

たn

これらの情報は避錯祈でしか収集できないものであり、後々の対応に生かすために

も、迅速に情報を収集できる態鈎、提供できるシステムを整備する必要がある。

|—• ----—--•一• ---------
提言I 遼雛所の運営にはポランティアが不可欠であり、ボランティアをコ-!

ディネイトするための態勢を整備する。

--------

避難所には、避難者を支援するための仕事が様々な形で行在し、その対応には労力

はもとより、技能、専門知識の祝供なと、ポランディアの存在が不可欠であっt←3

しかし、ボランティアヘの対応が十分でなかった苦い経駿から学び、効果的にホラ

ンティア活動が行えるようなコーディネイト態勢の整備、人材の差成が必要である。

救援物資は、①施設での「儲蓄」より早期の「鵠達」

②被災地隣接地域で集積・仕分け後、避難所に配送

できるシステムづくりを目指す。

た、避難所の実情に応じた］

うな方策を検討する。

―-―--．＿ J 
物斑については「備笛」の必要性か言われているが、数十年から百年というような

周期での大災害への対応としては、非現実的で無駄な面が多い。 「備蓄」は最lヽ限1こ

して、必要な物資の早期「涸達」に直点をおく方が現実的な対応である。

また、全国各地から送られた救援物登は地域・品種に偏りが見られ、必娑な物資か

届かず、不要な物登は処分せざるを毎ない状屁もあった。このような無駄をな（すた

め、救援物資は被災地隣-地域で集積して仕分けを行デてから、必要物資を各避難所

に配送するノステムを検討することか必要である。

今同は実物供与に」1：まったが、二次機能の段階では、避難所にもある程度の運党資
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金が必要となるので、妾援金の一部をそれに充てられるような方策も検討する必栄が

ある。t'＿地域コミュニテ：ー活動を這するなかで一災害時:こもリーーダー/_9プ
：発りし得:人＿材を:成して戸＿ ＿ ］ 

今匝、地域のa：ュニティ活動のリーダーか遥虞所，）ーダーとなった場合に、門浩

な運営が行えたケースが多かったか、このことは、 1す頃からのコミ 3 ニティ活勅か災

害時にも人きく役立つことを実証している。

今後、日頃の地域コミュニティ活動が活発に行える支援し、そのなかで災吉時にも

リーダーソップを発揮し1丹る人材を養成しておくことか重要である。

，提言10__→;．施殷：；；域のこ―ュニテーィセ，；ーとしー；位三;1バー災拠点と
しての機能も併せて整偏する。 ー］

---------一.~

地域の中で学校ほど広く、堅l団な建物があり、地域住民との関係が密である施設は

他には見当たらない。

当面は、乎校施設を利用したイベント等を通じて避難祈に対する認識を高めておく

とともに、将米的には、学佼を地城に開かれたコミュニティセンターとして位置づけ、

防災殺能も併せて蒋備していくことが必要であるc
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第3章ポうッティ7恩知{/)1ロセスー一生活協同組合J-1こうべ{/)活位

コープこうぺは自身が大きな被宮を受けたうえ、神戸市との間で緊急時の物登硫禄

招定を結んでいたところから、物資閥達に追われる状況にあ—,le, しかし、生協のも

っイメーゾからボランティア希堪者が糾合員も含めあいつぐ状況にあり、これに後押

しされる形で窓口を閑き、ポラノティアセンターを開いていった。

これらの経過を受け、すでに見たように供給と同じ程度に組合貝を中心とするポラ

ンティア活勁を位置づけるように、コープこうべは変わっにこれに至るプロセスと

その問迎を見てみるぃ

l 震災被害 500億円—ー物資顧達と被災者救援の間で

まず、コープこうべの目身直後の状況、ホプンティア支援窓口の設置と閲涎点、コ

ーディネートのあり方について見てみようク

1 ．神戸市との物資確保協定履行~満身創須―d辺...苫ヘ

阪神大庭災ではコープこうべも大きな被害を受けたリ職員（パート、アルパイトも

含め）本人の死亡がj]人、家族の死亡 104人、組合員にも多数の儀牲者が出たc また、

その倒煉で笞伽員が死亡した、本部ピルを始め店舗や上場など、 12施設か全壊、半咳

6、重度の損偽も14施設9このほ・3ている。しかも、これら椙壊施設の半分以上が、束

灘区に集中している3 激展の住吉周辺を本拠地に発展してきた歴史があるだけに、被

害は店舗や商品はもとより、本部機能やコンピューターにまて及んだ。後日、被害総

額は 500信円と発表されている。

そんな中で、私の勤務する住吉コープセンター（芦屋市、東灘区、灘区の組令貝活

動を推進する卓務局）が入居しており、後に、ポランティアセンターの設立場所とも

なる＇ー［ープこうべ生活文化センター」という建物も、'’重度の憬併’＇と認足された。

築後10年程のピルであったか、住吉Iii束側の国遮2号諒ぞいという位置では被災はま

ぬかれない，9

しかし、周辺のコープこうぺ問渾湘的は、軒並み倒壊して使えない。傷つきなから

も「生活文化センター」は、震災当日から生協の緊急対策本部設習をはじめ、本部の

仮の移転先として、経理部や醗品部なと、大勢の戟員を受人れ応また、近隣住民の

避難所として、翌日以降は遺体安習所として、ふだんの何倍もの人が出入りする湯所

となったn さらに、数日間はセンターの前庭で、柩の組み立てが行われた，載員は、

その間をすり抜け、渋掃の2号線のたえ問ないサイレ／の音を背に適用□へ急いたも
のである。重度損傷のこのビルをこんなにフル稼倣させなければならない程、東灘区
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のこの一帯の被宮は目をおおうばかりであった。

東灘区には（コープミニを除き）、ンーアやリヒングセンター甲南など8つの店舗

かあるか、うち 3店舗は全壊 J也展当日はわずかに岡本店と甲南店で店頭敗先ができ

ただけという有様であった。そんな中で、 ーこんなときこそ、食料品やH常生活用品

を供給するのかコープの使命」と生協の総力を挙げて、物資の確保や店舗の再開に最

大限の努力かなされた。さらに、コープこうへは神戸市と1980年から「緊急時におけ

る生活物資確保に関する協定」を結んでいたことから、室災直後（当日朝）から嘩員

を市役所に派遣し、日治体への物資調達を開始した。

この点では、物不足のパニックや便乗位上げを最小限に押さえる役割を果たしたと

して、マスコミからも評征されている。

ところが、供給面を支える人手が足りず、平時、福祉や文化なとの組合員活勁を担

当していた載員（もともとこの分9fの人数は少ないのだが）までもが、応授に回った。

さら1こ、各店長も、店舗の正常化、施設、職員、商品の調整に迫われ、それぞれの地

域の角『合貝活動にまで目を向ける余裕はなかったのである。

また、芍話がほどんど使えなくなり、生活文化センターの私のフロアでは、やっと

回復した 2本も、一刻を争う商品発注や店舗との速絡に独占された状態で、福祉担当

者が受話器を振るチャンスはないに等しかった。

これら 2つの理由、つまり、①ボランティ了の申込みや依頼に対応できる（コーデ

ィネーター役）担当者かほとんといなかったこと、②弔話が使えなかったことか、震

災直後のポランティア活動への取り糾みを遅らせたという反省もある。

砂ちろん、紺合貝サイドではコープ委鼠同志の地域のつながり、助け合いの会 1

奉仕会員、サークルのネ ,I・ワー・タなど、だれに指示されることなく、地窟当日

から、ボランティアを始めたのであるが、それをコープが一つの波として組絡iす
るには、もうしばらくの時間を栗したのである。

式• この時期、いち早く、全国（漿外）の生協からの応援が続々とやってきた。

物資、トラック、人、と大きな｝］であったと思う c 大規模災害の団後は、こうい

ぅ匹的な一命令系統を持った、何をするかという目的を持った、アゴアン付、 l 

チームとしてまとまった人数—一活勁が、即効かつ強力に機能するということを教'

Iえてくれた。

―--------_ ＿＿------ ---」
2・ ニーズ待ちを変えられず―ようや(1月26日に窓口

こうしている間にも、受話器を蜜いたほんの数秒の間ゲキをぬって、全国からポラ

ンティア志望の篭話が入るようになってきた。各マスコミカ震災の被害状乱を流すと
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同特に避難所などのポランティ了の様子を報遺しはじめたのである。しかし、後にも

述へるが、室災後一週間目 (2'日）に、生活文化センターを訪れボランティ了を山し

出た大学生は 1まだ受け人れる余裕1かふい」と断られている。

ところが、ついに 1月26日には生活文化・センター5階にポランアィア支援窓I」が設

涸されている。門前払いの—件から数日後のことである。それはど、この時期は、コ

ープこうぺはもとより、被災地全体が刻々と変化する先の見えない状況にあったu

区役所や主な避薙所は泊まり込みホランティアでほぽ澁杯であったことと、マスコ

ミ1こコープがポランティア窓口を作ると発表したことから「ポランティアをしたい l

という宅話か殺到した。 1月26日のずランティア支援窓l」設置から、 1週間で、 JOO

人近いボランティア登録申込みがあり、 2月3日にはコープポランティア本部か設立

されることとなふこの時点では、朽開のメドの立たない文化活動相当瞭目も、ボラ

ンティア支援にまわり、 (2月1曰からは、本部全体が三木に移転）上喋員6人、定

時喋月6人が配詣された口この"12月」日には、ポランティアニュース 1号が出され、

Ad紙 9枚の商単なものではあったか、毎目のように号か桔み璽ねられた。

第3号によると、 2月2円現在のポフンティア申込み239のうち汗動110、依頼1こ

ついては中込み8、うち、活動4という数字が残っている。すぐにでも活動したいポ

ランティア側の熱気の高まり、エネルギーが感しられる一方、依頼件数の少なさが、

助けを必要とする人々がまだまだ自分からSOSを発信で吉る状態ではなかったこと

を示している。ボランティアの実働率はその後もずっと半分を越えることはなかった。

ここで反省すべきことは、第一にコーディネートカのぷ足である，，加えて、イマジ

ネーションも不足していたと言わざるを得ない，．今回、コープに申し込んだボランテ

ィアの特徴をあげると、①ボランティア経験がな（初めて⇒②被害が大きすぎて、何
から手をつけたらいいか、わからない⇒③コープに行けば伍かあるだろう、となるよ
うに思う。とりあえず、飛び込んでガム／ャラにやってみるというタイプではなく、

［コープがニーズを見つけて紹介してくれふ活動の選択肢が柑意されているc 休み

たいときは交代できる。 トラブルのときは処理してくれる」と考えた人か多かったの

ではないだろうか中には、 ，-研修を受けてからーとか「活動を見学してから登録す

るかどうか決めるl という人もあったらしい。この牝徴は、ボランティア梢神の大小

ではなく、行動様式が慎軍ということである。しかも、家車のあい間の短貼l用でも役

に＿Vちたいという面も多く、 「有効にコーディネートされる」ことを望んでいたと思

う。確かに＂臼発的＂はポランティアの必須条件には違いないが、 「コープだから→

と申し込んだ｝J堂の「ポランティア像,,こ少し想像をめぐらせば、 「はい、登録は受

け付けましに自分で探して活動を始めて下さい」とか、 「朝10時までに事務所に集

まって、その日のことを考えましょうJでは実働につながらないことは、明らかであ

る。
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また、私自身を含めて、従来の＇助け合い活動」 （在宅福祉）のコーディネイ l‘ ヽ

つまり、ニーズかあってポフンティアと結んでいくというパターンから、す（には切

り替えられなかったことも一因である。宗災を前にしても「ニーズ待ち」をしていた

のだ。このころの (2月前半）、ドランティアニュースはさかんに l披災者のところへ

出向き、何がしてほしいのか、話を囲け、できることを探せ」と呼びかけているc

3. 5つの方法ーよいコーディネイトの方法は？

では、いったいとうすれば、早く活動に結びつけられたのだろうか．』

①事務局を役割分担する（できればポランナイアの手で）

ー登録受付 → グループ化につながるような聞き方、や］ができるのかを聞く

［［面麟修ーオラ／ティアのルール、マナー、緊急醗ゃ報告紐

・活動メニュー作り → 掏束時間の強的などバリエー・ノョンつけて

_ •一・― >コーディネイト

②ポランティア活動スター I• までには、必ず、半務局との面接、ミーティングをし

てお（，その効果はつぎのようなものだと思うc

・雰囲気をつかむ。仲問意厳、活動jウハウ、事務局との信頼関係ができれば、

やり過ぎ・やり—9 ばなしを防ぎ、継続的な活動へつなげる。

＠グループ化を念頭に闘いて、車務局が動く。

（曜日・地域表など、大きな紙を貼り、記入していく，，）

・昭日・時間搭・地域・希望の仕事内容など堕なってグループ化、できればリー

ダーや連絡網作りに発展させる。

a)地図や、ニュースをポランティアに配布し、ボランティアと京務屈の相互述絡を容
易にする。

．避難場所、フロ、店、交番、病院など被災者1月情報はもとより、ポランティア

の自宅、クリーン活勁塩所も入れた地図を1砂ンティアに配布。

・活動祖合武のニュースではなく、提案型に。スケジュール表（集合場所、持ち

物など）、活動メニューをのせて、ポランティアヘの偕報としてのニュースの

配布。

（共通の賀料を持っていると話がしやすい。咤話のリビートが省9t、短時l用です

む」被災地を総訪閻して、地図の塗りつぶしに使える）

⑤コープの内部の他所展、地域内のポ9ンティア団体に聰知を得てあく。

・市民から見ると Jープなら内部で通じているはずと、ボランティア関係の篭話

かいろいろな部門にかかる。 トラプルを防ぐためc

•他団体とのネットワータが、緊急避雑になったり、活動のヒントになったり、

反面教師になったり。後で必ず役立つときがある。
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以Jこの提案については、 「初動期jにこんなにのんびりしたことができるわけがな

い・・,…という声が聞こえてきそっだが、パニックのときに即、これたけの準備ができ

なくても、意識していることが大肌．登録受イ）や、儲別対応のコーディネートに追わ

れる中で、市務局が(j)---Rのような作業にある程度時間をさく勇気かあるかどうかで、

1ヶ月後2ヶ月後の活動の広がりが大きく達う。

まして、車務所や単務経費、広報手段、瞭員なとめぐまれた状況にある寸ープでは、

最初の種まきの段階かもう少していねいに行なえたのではないだろうか，ニーズ待ち

ではな（、ニーズキャ 9J-能力のある、また、多様な人々か参加できるプログラム開

発のできる、ボランティアコーディネーターが必要で、現門戟として養成されること

を廂う。

2 3-1•999997t}クーの活動一ー住吉9ぅンテ,m,ーを中心に

やがて体洞か少しずつ整っていき、 2月2,1日には地域に根づいた継続的なボランテ

ィア活勁の拠点となるぺく、コープこうぺのエリア内に 8か所あるコープセ／ターご

とにポランティアセンターが設立されることとなる。

l. ポランティアの目から—●―"住吉ポランティアセンターの問題点

私の所属する住吉ポランティアセンターも登録ボランティア14l人でスタートした

のである。それまで、．l(フンアィア本部で行われていた、家の片付けや水くみなどの

個別対応、たぎ出し、物資配布、避難所対応、クリーン活動などは続行しながら、 3

月～4月には復典イペントの手伝いがふえてゆく。

ここで、生活文化センター 5Fを拠点に活勁を展開した”ボランティア隊＇を内側

から見るため、 2ー3月の間リーダーのひとりであった釦尾大輔さん（当時甲南大3

年）にポランティア側の気持ちを語ってもらった．

くレポート＞ 1 ＜問題点＞

（第1期）

哀災後、いったん県北部の実家に痛・3たが、伯かせずに ・ボラン子ィアしたいが

はいられない気持ちで、 1月23日神戸に来た．コープこう 受人れ先が見つからない

への青少年活動の分野でサ yカー指導をしていたので、生

活文化センターに直行したが、 「今はボランディア受入れ ・1週間目でもコープポ

どころではない」と断られた。しかたなく、すぐ近くの東 ランティア受入れ体制で

灘区役所に行（と、すでにた（さんのポランティアがおり きず，

、パケツリレー式に物資搬入をしていたか、手が余ってい

る状態だった。とりあえず、そこで一泊したか、もっと役
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立ちたいと患って、翌日には、市役所まで歩き、 i雁一受入 ・ポランティア余剰と不

れてくれそうな、長円区役所に行くことに決めた。 足の調整できず。

行って間もなく、長旧でもポランティア受人れを中IIし

だしたことを知り、周りにいた12名程でポランティア受入 （初動）

れのためのグループを作った。かろうじて、社協の理解が ，受入れ先のポランティ

得られ、部犀と甫話を似りもドランティア登録、腕章作り アヘの罪解度が活動を決

避所の地図作りなど事務局的な仕軍を始めた。一方、外 め如

に山て活勁しながらの、ニーズ探しも行,,たか、このころは ，ポラノティアグループ

何よりも、＂物資 （たとえば大人用のおむつ）か必要だ すお＿1-りのための、

った，，役所には全国から救援物盗が大且に送られてきたが ［拠点探し

先に符理ありきで、区外の愈庫にいったん納める方式、手 専務屁機能
I 続きをして出してもらうのが大変だった。また院害者の安 ニーズ探し

否確認活動をしたいと申し出たが、この時点では名領を渡 ・ボランティア活動の折

してもらえなかっに役祈の立楊はわかるが、紺かゆくて 1り合い

たまらない思いたった。逆に、虹爛からも、ポランティ!1物資の公共牝
アの要求は代表かまとめて 1l-1 1回時間を決めて、言いに 配布の公平性

I 来てほしいという要諸もあり、住民への対応に加えて、ボ 、プライバシー

ランティアの対応にも滉乱を極めていたようだ。が、この

麟が、ボランティアグループ間のミーティングを促進し ・ミーティグ］の

リーダーやチームワーク作り、避難所車情やトラッタの貸 ・ネ yトワータ 大切さ

し借りなどの情報交換、役所との交渉力なと活勁の組み立

てに役立った。

大学のレポートの期限かせまり、後ろ髪をひかれる思い

で 旦実家に戻ったところ、 1 月 31 日コープから「~ドラン

ティアを組織するから、仕切って（れないか、という毎話

があった。 2月初、生活文化センターに出l祠くとすぐに担

当職員に引き合わされた，すでに、 5階には10人程のポラ

ンティアが米ていたが、初Eか2日9lという人ばかりで、

活動は始まっていなかった。とりあえず、戟員の指示で、

同センター 2階で行われていた罹災証明のお茶出し、 トラ

ッタ］台を使っての避難所回り、コーヒーの炊き出しなと

を始めた。しかし、長仕lで経験したボランティアの熱気や

| 

・コープのポランティア

立ち上げ

1/26受付窓Iコ設笹

喘員からの

↓ 

2月、'） -ダースカウト

活動指示

II (2月前半）

ボランティア側からの盛

緊迫感がなく、コープの仲間にそのことを話すととても共 1 り上がりに欠ける。

感してもらった。

このころコープには、ボランティア登録が殺到し、ボラ 1 ・素人・学生のコーディ
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ンティア隊の拠点である生文セ／ターにも平030人、土・ ネイトカの限界

口には50人近くが訪れ応対するだけでも数時間を要した。 ー対応能力をこえるずラ

こんな中、藍格のある様な人が l灰療関係で頁献したい」 ンティアの殺到

と来ても、学生の目分達にはコーディネイトできなくて、 ・ポランティアの姿勢

困った。 9旨示待ちの人も使いにくく、 「～に行きましょう →活動へつながるかと

か？」 「O人で～に出ます」式の提案咽のボランティアが うか

すぐ活動につながっていった。だんだんに担当の覗員は本 （専門）分野限定咽

部にある三木に引き」＿げていっていたc
I 
, 9旨示待ち型

ボランティアは横枯びということで、野、会議を行な，＼掟案（目発）型

い、ディスカ 9ション形式で活動に関して、決厄していっ

たが、このやり方にはメリット・デメリットがはっきり出

た。

＜メリット＞

・問題の共有化で、明らかに登沢な要求や底険を伴うもの

を排除、倒別対応の函囲や活勁内容を共辿理解できた。

・活動先で池ち込んで帰ってきても、 ミーティノグで活力；

を取り戻すことができた。

<デメリット＞

・コープポランティアの過半数をしめる主婦屑は佼のミー

ティング参加は無理、学生主導になりがちな上、主蝠の

望む2~3峙問（自宅周辺）の姑勁コーディネイトはむ

ずかしく、離れてゆく結果9こなった3

・「だらだら話ししている時間があったら、少しでも活動

に出たら・・・・」とか、 l要領が悪い」という暖員側の1化

判的な目。

・依頼の聞きつばなしや

安請あいの危険

・ボランティア団体の乱

寸で被災者に疲れ。

ーポランティア隊の大学

の同好会的密室の雰囲気

0たばこや食ぺ物のしま

つかルーズ

〇ポランティアー一絶対正

義のような物の言い方

〇事務機器を借りるマナ

また、言わば「コープ」の看板をも呼いての活動だった ーが悪い。

ことでも、大きく 2つの問題点があった。まず、コープ側 1 

から「何でもできる顔をするな、コープの信頼を失う」と 戦員の反盛を団う。

度々、釘をさされたこら 「主役はコープなのか、被災者 ⇒スタート研修が不可欠

なのか」とくやしがる仲閾もいた。か、避難所などで、 「'' コープ」ボランティ

コープのにいちゃん」と声をかけられたりすると、 l信頸 アだからやりやすいこと

に応えよう」という気持ちに変わってしいたc

もうひとつは、このころコープの内部組絨や方針かめま

やりにくいこと

・コープ内部の方針にボ

ぐるしく変わり、ポランティア隊に顛を山す覗員ごとに呂 ランティアが左右される

うことが違ったこと。 2月後半には、宝塚～姫路まで、 Bl・ せっかくできたグルー

6
 

りしー



つの地区にポランティアセンターを設置するから、ボフン！プ解体の反発

ティア隊かそれそれのすちヒげ中心になれと言われたが、

地区をたずねてみると、登録ボランティアに＂指示待ち＂

の印象が強(H分たちとは相いれないように思えた。地区

の側からもかき固されては困ると受入れ拒否に近い態度が

見てとれた0 釉局、ポラノティア隊から地区への登録替え

をしたものはわずかで、 1閉際まで決9らなか-,た解散もコ

・地区ポランティアセン

ナーとの橋渡し役いない

ープから 3月31日と言い渡された。 l・コープボランティア卒
l 最後の一逍問は思い切り盛り上かり、避難所中心の活動 業

を「トッ；がール大会」 「花のデリパリー」 ［歌集作り」 ↓ 

に結集したn ・活現且標発見

解散後も、 0B30人で．こむクラプ＂というグループを

作り、連絡網嘉動メ ューを採案、共感したメンバーが!・ ORネットワーク形成
l 

参加する方式で、仮設回りや連句葉作りのポランティアを ↓ 
| 

続けている。いちばんうれしいことは、メンバーそれぞれ 1，新しい価値や生き方を

が、やりたい活動や団体を見つけていること。会って話す 1する市民市民蓮動')―

と刺激になるし、こむクラブそのものが新しいネットワー Iダーヘの可能性c
クとして機能していきそうだ。

2. ポランティアが事務局を仕切る~合員の新しい顔

（第2期： 2~3月）

ボランティア隊は1H30人前後が2か月1尉活動し、その役割を終えた。物資配給や

避難所回り、家の片付けなと、ごく地逍で、規楼的にもそう大きな活動ではなかった，

が、あの時期にともかく、勁いたことを評価し、人材を効率的に吐かしきれなかった

原因を検証して、今後に役立てることが大9Jだと思う0

これと平行して、 2月24日には同じ建物の2F1こ芦屈・棗灘汀囃のポラ /9~ ィアの

拠点として住古ポランティアセンターか誕生した。当初は、被災地外からの善意の申

し出の受け皿となること1吋［殺されたc 大呈に送られてくる救援物資の配布手配、人

浴迅迎のサービスに参加してくれる高齢者探しと介助者・送迎II廊各（渋牒の中での）

セyティング、などである，この受19/Jllの悲しい（立の貧弱さは、外からは想像もつか

ないことたったかも知れないか、災害時、必要とする人の手（専任職貝はなし、兼務

が2人）に物やサービスが届（ための醐謡は、今後の大きな課題である。

そのため、本来は立ち上げと同時に整備すぺき、畢務局体制、ルール作り、チーム

作り、スタート研修など、内部にむかってのことはできないままの見切り発車であっ

に日々ふくらんでいく登録者に反して、人材の活用19進まず、 19l別対応を依戟する
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ボランティアの顔ふれも限定されていた。そんな中にも、クリーン活動などをくり返

すうち、震災をきっかけに、ボランティアに足を踏み入れた人、つまり組合員活勁の

新しい頗か見え始めた，個人として自立した行動のできる主婦、学牛、 20~40オ代の

男性（大と呼ばれる層）、生協醗員自身などで、これは大きな財産だと思う。

しかし、この困類な時期、生協内部の組織やh針が卜］度も変わった上、件吉vcも
組織総括部長か豆任者という以外、相当職員も定まらなかった U とうにか、汀ち上げ

期が乗り切れたのは、ほとんと伝日、市務局として詰めて下さ—'たある糾合員さんの

力に色うところが大きい。以前からの孤祉活動の経験がものを言い、過不足のない動

きかできたのであるが、やはり、 ―対象者のある活動を実際に と思いなからの協力

だったらしく、やがて、仮設住宅訪問に移行して行かれ、 1年を経t,今も活動を'）-
ドする存在である。

この第2期に、絶対不可欠なのか、リーダー役、市務局 (B替わり毎話悉でなく）

コーディネーター役（いつも連絡かつく形での存在）と、その人達の国っかくの登

録者を 1人でも多く活動につなげよう」とするとん欲さであふこれらが住吉ボラ／

ティアセンターにおおいに不足していたと思う。

3.絶えず初心にもどる―友愛訪問グループの成長

澤 3期： 3月～）

復興イベントを経て、本当の宕味でのボランティア活動、つまり国主件や継続性の

備わった活動としては、仮設住宅の友愛訪拙グループの成長があげられる。 4月に 2

度の学習会と体験実習を経てできた 5つのグループはしっかり根をおろして、ますま

すさかんである。訪問をはしめたばかりのころは、住民の粗談に徊一つ応えられない

歯がゆさ、多くの団体か仮設に押しかけて、迷惑なのではないかという悩みがあった

り、秋には、もう仮設ごとのコミュニティーに任せる時期だという引き上げの声が出

たりした。か、それぞれミーティングのたびに初心に戻ることで目的を確認しあい、

震災 1年を迎えて、 「今から仮設に残る人こそ訪問が必疑」と強化を哲いあったc

同じ顔が、毎週たずねることで、住民の信用を得て、やっとこのごろ心のうちにた

まったものを聞かせてもらえるようになったそうであるc その実感が、ポランティア

ひとりひとりに自倍をもたらし、何度かの荒波を乗りこえたことで、グループをポラ

ンティア鴫センターからある程度、自立した存在に成長させた.. （95・ 5発足時27名

•96.2 41名）

また、仮設住宅のふれあいセンターでのイベント活動も活発である。体操や紺み物、

合唱なとの講習会や、コンサートなどは、展災前からの組合員活動の豊畜な人材のL

に、震災後の特技ボランティアを加えて、住民からもポランティア側からも好評であ

る。
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4, 95年秋に転機が一活動荘苫から活動提案ヘ

ふり返れば昨年秋ころ、大きな波が来たと思う。

①街が落ちついて来て、ポラノティ―rへの依頼か激減、被災者自立のためにと、ボ
ランティア引き上げ論がさかんに出た。

②友愛訪開もイベントもポランティアが勝手に押しかけての自己満足にすぎないの

ではという疑問。

③コープポランティアは自身も被災者であり、夏をこして疲れの出る時期。

ということて、やめたいと言いだす人か、続出したのであるc ―自主性を大事にす

るボランティアなのだから、やめたい人はやめればいい・・・9・＇」とは、豆ち上げ吟の種

まきふ足を自覚しているだけに、つき離せない。そこで、次のような努力を試みた。

①毎月のニュースを：先月の活動報街型」から「今月のスケジュール提案、ポラン

ティア募集型」に変える、9

②イベント実行委貝会、友愛訪問、事務局、ニュース班などグループ別ミーティン

グをまめに行うc

③震災前から1口1年も活動を続けているコープのボランティアサークル（くらしの助

け合いの会、ふれあい食事の会、点訳、人形劇、チャリティ用手芸品作りなど）

を見学、いろいろな形の活動を知ってもらう。

結果的に有効だったと思う。しばらく活動を再開したり、施設訪問の新しいグルー

プが誕生したり、一雨降って地固まずであ—,t· 。

現時点での事務局（職員）の問嵐奴も挙げておきたい。

R事業面での繁忙期は、ボランティアセンター担当者も店舗応援に同されてしまう。

年末年始にかけては、 2週間以上、ポラノティアセンターはルス (:t婦の車務局ボ

ランティアも休んでしまった）、ニュースも 1月号は出せず。

〇他生協や各種団体からポランティア活動の受けll111こな—，てほしいとの依頼が多い。

コープの組絨力を見込んでのことで、協力は惜しまないのであるが、企咆や主要ス

タッフを持ち込んでくれる手蒋さから、この相乗りイベント噌加の傾li，Jにある。何
かイペントをするたびに、会場費と、勁国と受付だけが、うちd9ポラノティアセン

ターで、主役はよその人・・・●●とぃうの芍ふやり力礼Wこつな力佗ない地元の活用

こそポランティアセンターの使面ではないかc

以上のような活動を通じて、グループ化、ミーティング、情報提供、メニュー開発、

他団体とのネットワークや生協内外での認知なと、活動条件は整いつつある。さらに、

面接にかわる手段として、昨年末にアンケートを行い、活勁継続の意思、 bj99時横1と

範囲、参加希望メニューなどを課査しt心幸い登録者 441名のうち、 330名から 1継
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続する」と同答かあり、大いに勇気つけられたc

設立からちょうと1年、初動のめざましい活躍や起動力には欠けていたコープポラ

／ティアだが、カメの歩みを確実につづけている。
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